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これは、とある一人の少女が、世界最強の七人の剣けん聖せいを殺していく物語である。
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　レベンスは驚きよう愕がくした。

　──嘘うそだろ……!?

　楽な仕事のはずだった。傭よう兵へいとして雇やとわれ、五日ばかりの要人警けい護ご。屋根付き食事付きの高こう待たい遇ぐうで、任にん務むが終われば多た額がくの報ほう酬しゆう。そんな美お味いしい仕事のはずが、気づけば修しゆ羅ら場ばと化している。

　周囲には、血まみれで横たわる傭兵たち。その数は百を下らない。

「化け物め……」

　今、眼がん前ぜんには一人の『賊ぞく』が立っている。

　その右手には一振りの剣。大樹のごとき分ぶ厚あつい刀とう身しんと、持ち主の背せ丈たけをはるかに超える長さ。重じゆう厚こう長ちよう大だいという概がい念ねんを結晶化したような大剣だ。

　レベンスはじりじりと後退する。嫌いやな汗が背せ筋すじを流れる。

　そのときだ。

　石いし畳だたみの上を強い風が吹き抜け、相手の被かぶっていたフードがめくれた。

　彼は驚おどろく。めくれたフードの中からは長い髪かみがこぼれ、それは夜風に吹かれて滑なめらかな銀色の光こう沢たくを放つ。髪の下には白い顔が現れ、その顔立ちはひどく幼い。一見して十二、三歳。

「な……っ!?」

　確かに小こ柄がらな相手だとは思っていたが、まさかこれほどの年少者とは。

「あなた、何者？」

　その声は低く抑おさえられていたが、やはり幼い少女のものだ。

「そ、そういうおまえこそ……何者だ？」

「…………」

　質問には答えず、少女はじっとレベンスを見つめる。その澄すんだ瞳ひとみは青色の輝かがやきを放ち、時おり銀色の長髪が顔を優やさしく撫なでる。もし『剣の女神』なるものが存在するとしたら、きっとこういう姿をして降こう臨りんするのではないか。

「邪じや魔ましないで」

　少女は腰をぐっと低くすると、大地を強く蹴けって斬きり込んで来た。彼は一いつ瞬しゆんの判断で横に飛んで回かい避ひするが、相手は即そく座ざに方向転換して第二撃げき。彼は地べたに這はい蹲つくばるようにして攻こう撃げきを回避するが、ほぼ同時に第三撃。少女の攻撃はとどまることを知らず、横に薙ないだばかりの剣を一いつ拍ぱくの猶ゆう予よもなく反対方向に斬きり返してくる。とにかく速い。

　だが、その攻撃はどこか荒っぽかった。剣の破は壊かい力に任せた大振りの繰くり返し。七度、八度、九度と連れん撃げきを放つと、大剣は勢い余って石畳の隙すき間まにめり込んだ。

　レベンスはその隙を見逃さなかった。相手の動きが止まった瞬しゆん間かんに、一気に飛び込んで距きよ離りを潰つぶす。肩口から身を預けるように相手にぶつかると、少女の体は呆あつ気けなく吹き飛んだ。大剣が少女の手から零こぼれ落ち、石畳の床ゆかにガランと転がる。

　即座に少女が跳はね起き、剣を拾うべく手を伸ばす。

「させるか……っ！」

　彼も手を伸ばす。

　奇くしくも同時だった。少女の手が大剣の柄つかに触ふれた瞬間、二人の手のひらが重なった。

　すると、どういうわけか剣が急に発光した。

「う……！」

　彼は思わず目を瞑つぶった。頭の中には奔ほん流りゆうのごとく不ふ可か思し議ぎな映像が飛び込んできて、白い光の中に、黒い人影のようなものが見える。その人影は目にも留とまらぬ早はや業わざで次々に周囲の人間を殺している。光の線が走ったかと思うと生首や手足が千ち切ぎれ飛び、それは凄せい惨さんというほかない。

　何より特とく徴ちよう的だったのは、その『目』だ。殺さつ戮りくを続けながら、その両眼は夜の獣けもののごとくぎらりと輝く。

　──光る眼めの剣士……!?

　驚おどろきのあまり彼は硬こう直ちよくする。

　不ふ思し議ぎなことに、少女も同じだった。レベンスといっしょに剣の柄つかを握ったまま、少し驚いた目で彼を見つめている。その瞳ひとみは青く、深く、澄すんだ湖のような美しい色を湛たたえており、まるで鏡かがみを見ているような不思議な気分だった。

　見つめ合う二人の男女は、剣の上でお互いの手を握り合う。それはまるで何かの誓せい約やくのような姿。

「あなた……」少女が口を開く。「見えるの？」

「え？」

「そう……」

　少女は一人で勝手に納なつ得とくし、わずかに視線を伏せる。

　そのときだ。

「う……」

　左腕に鋭するどい痛みが走った。古傷が開き、傷口からどろりと血が染しみ出す。

　彼は慌あわてて止血を図はかるが、少女はその隙すきを見逃さなかった。重なっていた彼の手を振り払うと、大剣を手元に引き戻し、レベンスから距きよ離りを取る。

　そして少女は唐とう突とつに踵きびすを返すと、彼に背を向けて走り出した。その姿は見る見る遠ざかり、向かう先には大きな建物。

「しまった……！」

　彼も慌あわてて後を追う。

　少女は門もん扉ぴを一いち撃げきで破は壊かいすると、獣けもののごとく屋や敷しきの中へ飛び込んだ。直後、鋭するどい金属音が炸さく裂れつし、刃と刃をぶつけ合う剣けん撃げきの音が聞こえ出す。それは息もつかせぬほど連続で響ひびき渡り、戦いの激しさを外部にいる彼にも存ぞん分ぶんに伝える。

　遅れて屋敷の中に飛び込んだとき、そこには信じられない光景が広がっていた。

　二人の剣士が凄すさまじい速度でぶつかり合い、空気中を衝しよう撃げきが走る。雷らい鳴めいのごとき轟ごう音おんと、火薬が炸裂したような爆ばく風ふう。大地から天に昇のぼる竜りゆうのごとき閃せん光こう。

　レベンスは衝撃で壁かべまで吹っ飛んだ。強く背中を打ち付け、

「ぐ……」

　壁に寄りかかったままの姿勢で、かろうじて意識をつなぎ、目を凝こらす。閃光に焼かれた視界は無数の残像をちらつかせ、頭の中が轟音の残ざん響きようで揺ゆれる。

　そして彼は目もく撃げきした。

「馬ば鹿かな……」

　壊こわれた壁の近くに、一人の女性が倒れている。それは屋敷の主あるじで、今回の依い頼らい主ぬし。扇おうぎのように広がった黒くろ髪かみは血に塗まみれ、伸ばした手の先には一振りの剣が転がる。

「剣けん聖せいが……やられた……？」

　傍かたわらにはあの少女が立っている。倒れた剣聖に近づくと、落ちていた一振りの剣を拾い上げた。

　少しの間、少女は剣聖を見つめていた。それから背を向け、ゆっくりと引き上げていく。

　破は壊かいされた壁かべをくぐる間ま際ぎわ、少女は一度だけ振り返った。その瞳ひとみは底なし沼ぬまのように暗く、彼は背せ筋すじにぞくりとしたものが走った。

　夜風が吹き、敷しき地ちに植えられた桜が一いつ斉せいにざわつく。

　はらはらと花はな吹雪ふぶきが降ふり注そそぐ中、少女は闇やみの中へと消えていった。
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　剣けん聖せいとは、世界を統とう治ちする七人の剣士を言う。

　その歴史は二千年前に遡さかのぼる。当時、世界は正体不明の『魔ま物もの』に脅おびやかされていた。猛もう獣じゆうや猛もう禽きんにも似た異い形ぎようの怪物により、空前絶後の大だい侵しん攻こうを受けた。世界中の軍隊が魔物を迎むかえ撃うとうとしたが、ことごとく返り討うちに遭あい、人類は滅めつ亡ぼう寸すん前ぜんまで追い詰められた。

　その窮きゆう地ちを救ったのが七人の剣聖だ。

　剣聖たちはそれぞれが『聖せい剣けん』と呼ばれる強大な武器を有し、幾いく千万の魔物たちを次々に殲せん滅めつしていった。その戦いぶりは鬼き神じんのごとき凄すさまじさで、そのときの剣聖の勇姿は二千年を経へた今でも世界各地の壁へき画がや伝でん承しように数え切れぬほど残されている。

　魔物を撃げき退たいし、世界を滅亡から救った剣聖たちは民みん衆しゆうから救きゆう世せい主しゆとして崇あがめられた。だが、剣けん聖せいたちは決して王座に就つくことはなく、歴史の表舞台から忽こつ然ぜんと姿を消す。最初に剣聖が現れてから百年以上もの間、剣聖が公おおやけの場に姿を現すことはついぞなかった。

　やがて、時代が下り、剣聖の姿を肉眼で目もく撃げきした者たちが死に絶えた。親からその話を聞いていた子供や孫たちも亡くなると、剣聖は伝説上の存在、言うならば神や天使のように思われ始める。それは剣聖の名声を高める一方、生身の人物としての存在感を風化させ、世界は一度、剣聖を忘れた。




　魔ま物ものの大だい侵しん攻こうから百年と少しが過ぎたころだ。世界には圧あつ政せいの嵐あらしが吹き荒れた。世界最大の大陸アストラガルスを征せい服ふくしたヘレニウム帝国は、皇こう帝ていスカビオサ六世の命めいにより人民に過か酷こくな徴ちよう税ぜいと労ろう役えきを強しいた。人々は生産した作物のほとんどを取り上げられ、飢うえ死にを防ぐためだけのわずかな食物しか手元に残されなかった。

　地方では食えなくなった農のう奴どたちが決死の反乱を起こした。だが、帝国の圧倒的な軍事力の前に完かん膚ぷなきまでに鎮ちん圧あつされる。首しゆ謀ぼう者しやや参加者のみならず、いっしょの村で暮らしていたというだけの理由で、赤ん坊から老人に至いたるまで見せしめのために皆殺しとなる。そんなことが五度、六度と続くと反乱を起こす者は誰だれもいなくなり、世界は暗黒の時代に突入した。人々は日々怨えん嗟さの声を上げ、腐ふ敗はいし切った世の中を呪のろった。




　そこに救きゆう世せい主しゆが現れた。




　革かく命めいは実に密ひそやかに行われた。ある朝、皇帝スカビオサ六世は首から上がなくなった状態で発見される。黄金の玉ぎよく座ざに腰掛けた胴どう体たいは、首がすっぱりと斬きられ、その生首は驚きよう愕がくの表情のまま城門の上に置かれていた。犯行現場を見た者は誰もおらず、ただ皇帝の居きよ城じようから悠ゆう然ぜんと立ち去る一人の剣士だけが警けい備びの兵士たちに目もく撃げきされた。彼女こそが剣聖ローズ・デュランダルだった。

　剣聖は置き土産みやげとばかりに、当時権力の象しよう徴ちようだったヘレニウム大だい聖せい堂どうを聖せい剣けんで丸ごと一いつ刀とう両りよう断だんした。天空を突つき刺さんばかりに聳そびえ立った巨きよ塔とうが一いつ瞬しゆんで縦たてに割れたとき、人々は百年ぶりに剣聖の強大さを思い知った。それでも皇帝の座を継いだ長子ヘレニウム七世は、父の仇かたきを討うつべく剣聖デュランダルを抹まつ殺さつしようと企たくらんだが、彼もまた父親と同じ末まつ路ろをたどる。繰くり出した大軍が再三に渡り全ぜん滅めつすると、帝国は剣聖の討とう伐ばつを事実上放ほう棄きした。

　今度こそ、剣聖を忘れる者は誰もいなかった。どこかの帝国が圧政を敷しいたり、大教会が血みどろの異教徒狩りをしたときなど、剣聖はひっそりと姿を現してはその存在を世間に知らしめた。どれほど強大な帝国を築きずき、世界一の軍隊を率ひきいる権力者となっても、剣聖の逆げき鱗りんに触ふれた瞬しゆん間かんに物言わぬ生首と化す。国王や皇帝を始めとする権力者たちは圧政を戒いましめ、大教会の司教たちは異教徒に寛かん容ように接することを余よ儀ぎなくされた。

　かくして、剣けん聖せいは世界を統とう治ちした。それは領りよう民みんも領りよう土ども持たぬ在ざい野やの剣士でありながら、どんな強大な帝国よりも権けん威いと権力を持つ存在だった。剣聖の証あかしとされる七本の聖剣は、二千年もの間、誰だれの手にも渡ることなく代々の剣聖に受け継つがれる。なぜか歴代剣聖は全員が女性だったが、後こう継けい者しやがどのような理由で選ばれるのかはいまだに明らかでない。とある剣聖が『次期剣聖は、聖剣の意志で選ばれる』と漏もらしたことがあったが、それが本気か冗じよう談だんかは検けん証しようする術すべがいまだになかった。

　歴史が下るにつれて、剣聖たちは民みん衆しゆうの中に溶け込むようになる。ある者は郊外に小さな剣術道場を開いたり、ある者は田舎いなか暮らしを楽しんだりした。人々からは「剣聖さま」と慕したわれ、尊敬されると同時に親しまれる存在となる。時の権力者からは悪あく魔まのごとく恐れられる剣聖も、一般の民衆にとっては、決して威い張ばらず、親切で、頼たよりになる、そんな良き隣りん人じんであった。

　そのため、時には考え違いをした賊ぞくたちが剣聖を襲しゆう撃げきすることもあったが、当然のごとく全員が返り討うちにあった。七剣聖はそのすべてが常じよう勝しよう不ふ敗はいを誇ほこった。

　剣聖は無敵だった。剣聖こそ正せい義ぎの権ごん化げ、剣聖こそ神の化身だった。民衆の誰だれもが、剣聖の負ける姿など望まなかったし、想像さえできなかった。




　今日という日までは。
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　春。

　鮮あざやかな花はな吹雪ふぶきが蝶ちようのごとく舞まい、それは祝しゆく福ふくするように彼の頭上にも降ふり注そそぐ。

　レベンスは汚れた指で前まえ髪がみについた花びらをはらうと、視線をわずかに上げて景け色しきを眺めた。道の向こうには桃もも色の花が咲き誇る見事な並木が続いており、事情を知らない者が見ればその美しさにしばし見とれることだろう。

　視界を埋うめ尽くす花は通称『死し桜ざくら』。動物の死し骸がいに根を張り、鮮やかな桃色の花をつける。数年前に戦場だったこの街道では今でも多くの戦死者が眠っており、老ろう若にゃく男なん女によの亡なき骸がらが一千以上も埋まっていると言われる。遺い体たいの養分を肥ひ料りようにして咲いた花。それゆえ死桜という。

　風に舞い散る花びらは、普通の桜よりもわずかに赤色が濃こく、それがレベンスにはいつも血の色に見える。俺もやがては、この桜並木の仲間入りをするのだろう。そんなことを自じ嘲ちよう気味に考えながらフードをはらりとめくる。その瞳ひとみは鋭するどい眼がん光こうを放ち、機き嫌げんが悪いかのように釣つり上がっている。

「しかし、昨日は驚おどろいたな……」

　舞い散る花びらを眺めながら、レベンスは昨夜のことを思い出す。

　少女と遭そう遇ぐうしたのはまったくの予想外だった。つい先日、とある要よう人じん警けい護ごの任にん務むで、彼は傭よう兵へいとして雇やとわれた。要人とは世界に七人しかいない『剣けん聖せい』で、その名はハヅキ・ユキノシタ。二百戦無敗の達人。若くして生ける伝説。聖せい剣けん『天空乃瞬ウインザー』から放たれる居合い術は剣聖の中でも最速と名高い。

　彼はその依い頼らいに飛びついた。旅の資金が乏とぼしくなっていたところに、高こう額がくの美お味いしい依頼。しかも当の剣聖は世界最強の剣士だ。依頼内容も剣聖自身を守るというよりは、その家族や屋や敷しきの奉ほう公こう人にんを守るのが実際のところで、それも来るかどうか分からない賊ぞくの噂うわさを元にしたもの。賊など来るはずがない。そう決めてかかった。

　だが、そんな彼の予測は裏切られる。契約して三日目の深夜、急に敷地内が騒さわがしくなり、彼は詰め所から飛び出した。外に出た時には既すでに賊が侵しん入にゆうしたあとだったらしく、当番だった他の傭兵たちが血まみれで倒れていた。これはまずい、ひとまず応おう援えんを呼ぼうと詰め所に戻るときに、ばったりと出会ったのがあの少女だった。

「まさか、剣聖を倒すとは……」

　傭兵稼か業ぎようの彼にとっても、剣聖とは神同然の存在だ。巨大帝国の皇帝や、軍事大国の独どく裁さい者しやたちよりもさらに上位に君くん臨りんする、この世に七人しかいない統とう治ち者しや。一国の軍隊を凌しのぐと言われる強大な聖剣を有し、その姿を歴史に現してから二千年もの間、ただの一度も不覚を取ったことがない。それがあの年とし端はも行かぬ少女に倒された。

　聖剣を巡めぐって大戦争となるか、はたまた天てん変ぺん地ち異いが起きるか。いまだかつてありえない事態に何が起きるのかは想像もつかない。ひとつ言えることは、剣聖暗殺はこの二千年の世界史で最大の事件ということだ。

　驚おどろいたことはもうひとつあった。

　少女が去ってしばらくしたあと、血まみれで転がっていた他の傭兵たちが続々と意識を取り戻した。その光景は死者が蘇よみがえるような衝しよう撃げき的なもので、さしものレベンスも度ど肝ぎもを抜かれた。よくよく調べてみると、斬きられた者の大半が軽傷で、傭兵たちの誰だれもが自分が生きていることを不ふ思し議ぎがっていた。

　結局、死んだのは剣聖ただ一人。

「いったい、どういうつもりだ……？」

　敵は殺す。刺し客かくにはとどめを刺す。追っ手は返り討うちにする。それが彼のみならず、裏の世界で生きる者たちの共通した哲てつ学がくだ。なるべく相手を殺さないように、などと甘いことを言っている奴やつは真っ先に死ぬ。生き残るためには敵を殺すしかない。

　考えれば考えるほど、彼は混乱した。少女の目的も、戦せん闘とう力も、奇妙なまでの人道主義も、何ひとつ理解できない。

　そうやって昨夜のことを振り返っていると、やがて道の向こうに大きな門が見えてくる。このあたりの交通を取り仕切っているビフェルテートの関所だ。

　剣けん聖せい暗殺の一報が既すでに伝わっているのか、門の付近では役人や衛えい兵へいが右う往おう左さ往おうしている。事情を知る彼としては、ここで面倒なことになって足止めを食うのは避さけたい。

　この関所はアストラガルス大陸の南部と中部の境に位置しており、ここを通過してまっすぐ進めば西部地区へ入り、関所を回かい避ひして山道を進めば東部に入る。東か西か、ここが分かれ道だ。

「さて、どっちに行った……？」

　目の前の関所を基き点てんに、東部ならルドベキア・マキシマム、西部ならドラセナ・ゴールドコースト。ここから一番近い剣聖といえばこの二人に絞しぼられる。あの少女がこれからも剣聖を狙ねらうのかどうかは不明だったが、あの溢あふれ出る殺気はまだまだ人を殺しそうで、傭よう兵へいの彼にはそれが本能的に感じ取れた。

「絶対に逃がさねぇぞ……」

　彼は少女を追っていた。なぜなら、昨日見た『映像』に、彼の探し求めてきたものが映っていたからだ。

　それは『光る眼めの剣士』。すべてを奪った最悪の仇かたき。

　彼はしばらく思案したが、やがて東に行くことに決めた。

　ルドベキアのいるアルケミラス王国は、傭兵仕事で何度か行ったことがある。とある商家の依い頼らいで、積つみ荷にを目的地まで無事に送り届ける任にん務むだった。仕事の下調べでは街の地理を詳くわしく把は握あくしたので、あの界かい隈わいにはだいぶ土地勘かんがある。

　レベンスは道を決めると、街道からそれて草むらに分け入った。

　そして険けわしい獣けもの道みちを歩くこと、一昼夜。

「く……」

　ズキン、と彼は腕に痛みを感じた。

　彼は左腕の裾すそを捲めくり上げる。そこには腕を斜めに横断する大きな古傷があり、今はドロリとした黒い血液が滲にじみ出ている。

　同じだ、と思った。少女と初めて会ったときも、この古傷が急に痛んだ。

　歩くたびに傷はズキズキと痛みを増す。それは何かの危険を知らせるように強くなる。

　彼は痛みに耐えながら、まるで何かに呼ばれているように、奥へ奥へと分け入る。

　しばらく歩いたときだった。

「あ……」

　大きな岩に囲まれた河原かわらの近くに、銀色の髪かみが見えた。それは彼を誘さそうように岩いわ陰かげに消える。

　レベンスは胸が高鳴った。勇いさんで少女を追いかける。

　そして大きな岩を曲がったときだ。少女は──




　全ぜん裸らだった。
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「な……!?」

　内心の動どう揺ようを抑おさえながら、彼は慌あわてて後ずさり、岩いわ陰かげに体を隠かくした。

　確かに、そこにいたのはあの少女だった。銀色の髪かみは腰のあたりまでかかり、青い瞳ひとみは変わらぬ無感動な色を湛たたえている。地面に突つき刺さっているのは例の大剣そのものだ。

　──な、何をしている……？

　レベンスは岩陰から様子を窺うかがう。

　少女はレベンスの視線には気づかず、緩ゆるやかに流れる川の水で体を洗っている。すらりと伸びた手足が、じゃぶじゃぶと小川の水を掻かき分ける。両手で水をすくって、肩のあたりから幾いく度ども流す。水滴を弾はじく柔やわ肌はだは透すき通るように白く、胸の形にそった流線が何度も川面かわもへと戻ってく。

　それは、命を吹き込まれた女神の彫ちよう像ぞうが、人知れずに水浴びをしているような神秘的な光景だった。少女の細腕で双そう丘きゆうが持ち上がると、豊かなふくらみが大胆にこぼれる。

　しばらくの間、彼は水浴びを続ける少女に見とれた。だが、少女がこちらのほうに視線を向けると、慌あわてて岩陰に引っ込んだ。

　──いかん、俺は何をしているんだ……！

　最初の衝しよう撃げきが去ると、彼はやっと冷静さを取り戻す。

　当初の目的を思い出し、状況を捉とらえ直す。少女は裸はだかで、剣は川岸。ここから少女のいる位置まで五秒もあれば斬きり込める。少女が剣を取りに戻る余裕はない。

　まずは武器を奪う。それから知っていることを全部吐はかせる。あとは相手の出方次し第だい。

　段取りを決めると、レベンスは岩いわ陰かげからもう一度少女を観かん察さつする。今度は先ほどのようにただ見とれるのではなく、鋭するどい視線で襲おそいかかる隙すきを探る。少女はまだこちらに気づく様子はなく、今は長い髪かみを水に浸ひたし、両手で梳すくように洗っている。その横顔は穏おだやかで、水の感かん触しよくを確かめるように瞼まぶたを閉じており、細い指先が繰くり返し美しい髪の中から見え隠かくれする。

　彼は静かに息を吸い、吐く。

　そして一気に動いた。

　岩陰から飛び出すと、一直線に川岸まで走る。少女は驚おどろいて彼のほうに振り返ったが、そのとき彼はすでに少女の大剣が置かれた場所に先んじていた。彼は剣に手を伸ばす。

　指先が触ふれた瞬しゆん間かん。

「う、あ……！」

　突とつ如じよ、頭の中に映像が浮かぶ。触れた手が剣に溶け、そこから光とともに何かが流れ込んでくる感覚。

　目の前には『仇かたき』が立っていた。その眼めがまぶしいほどに光り、こちらを見つめている。

　間ま違ちがいない、と確信した。今、そこに映っている人物は、彼が追っている仇そのものだ。

　光る眼の剣士。

　映像の中では、その剣士と戦っている者がいた。巨大な剣を携たずさえ、相手の攻こう撃げきを何度もかわし、隙を見ては斬きりつける。それはまるで誰だれかの視界を乗っ取ったかのような映像で、彼はその人物になりきって闘たたかいの行方ゆくえを見守る。巨大な漆しつ黒こくの剣が縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回る。そこには自分自身が戦っているような臨りん場じよう感かんがあり、視界を何度も遮さえぎる銀色の髪と、『エリザ』という名前が心に刻み付けられる。

　これは……いったい何なんだ？

　この奇妙な映像が何を意味するのか、レベンスが思考を巡めぐらしたとき──




　火花が散った。




　とんだドジを踏ふんだ！

　レベンスは木に縛しばられながら、己おのれの間ま抜ぬけさ加減に呆あきれた。両手を縛った縄なわが動かすたびにギチギチと食い込む。

　我われに返った瞬しゆん間かん、目の前には裸はだかの少女が立っていた。彼は強きよう烈れつな一いち撃げきを食らって昏こん倒とうし、気が付けば縄でぐるぐる巻きのありさまだ。

「く……」

　目の前にはあの少女が立っている。その顔は無表情で、レベンスにくっつきそうなくらいの至し近きん距きよ離りで彼をまじまじと見つめる。鎧よろいのたぐいは身に着けておらず、濡ぬれた衣服は体にぴっちりと張り付いて体のラインを露あらわにしている。かなり露ろ出しゆつが多い、きわどい格かつ好こうに見えたが、少女自身はそのことを気にしていないようだった。

「…………」

　初めて見る珍ちん妙みような動物を観かん察さつするように、少女はレベンスを見ながら何度も目を瞬しばたたかせる。その白い顔だちは美しいが、人間味というものをまるで感じさせない。

「生きて、る？」

　少女は小首を傾かしげて尋たずねる。それは心配しているというよりも、単なる事実を確認しただけのような事務的な響ひびきがあった。

「……このとおりな」

「あなた、前にも、会った？」

「ああ。……覚えていたか」

「聖せい剣けんを、奪いに来たの？」

「いらねえよ、そんなもん」

　彼は不ふ遜そんな顔で言い返す。敵を前に拘こう束そくされた以上、彼は己おのれの死を覚かく悟ごしていた。問答が終われば首を刎はねられて一巻の終わりだろう。

「ヴァーゼリアの、密みつ偵てい？」

「違うな」

「じゃあ、アルケミラス？」

「俺は誰だれにも雇やとわれちゃいない」

「……何が、目的？」

　少女は抑おさえた声で質問を続けた。その口調は途と切ぎれがちで、少女は元からそういうふうにしか話せないようだった。

「訊ききたいことがあるからだ」

　彼はまっすぐに少女を見つめた。

　すると、少女もまっすぐに彼を見つめ返した。青い瞳ひとみは明めい瞭りように彼を映しているが、どこか感情が籠こもっていない。落ちたら死ぬ、冷たい湖のような瞳だ。

「訊きたい、こと……？」

「その剣のことだ」

　レベンスは少女のそばに刺さっている大剣に視線を向けた。実際には、訊きたいことは山ほどあったが、まずは先ほど見た『映像』の正体を確かめたい。それが仇かたき討うちにすべてを懸かける彼にとって最も大事なことだった。

「それはいったい何だ？」

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ」

「は……？」

「この子の、名前」

　少女は地面に刺してある自分の剣に触ふれた。その鞘さやには裸はだかの少女の彫ちよう刻こくが装そう飾しよくされており、鎖くさりで何重にも拘こう束そくされ、目め隠かくしと猿さるぐつわをされている。悪あく趣しゆ味みだと思ったが、一方でどこか持ち主と似ている。

「さっき俺がその剣……ええと、『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』っていうのか？　それに触れたとき、『妙なもの』が見えた」

「妙な、もの？」

「光る眼めの剣士と、それと戦う何者か。そしてエリザという名前。……あれはいったい何だ？」

「この子の、記き憶おく」

「……記憶？」

　レベンスは何を言われたのか分からない。

「この子の、吸った血に、残る……思い出」

「どういう意味だ？　分かるように説明しろ」

「きっと、知らないほうが、いい」

「教えてくれ」

　彼は声を強くした。それはどうしても知りたいことだった。

「おまえはあの『光る眼の剣士』を知っているんだろう？　教えてくれ。あいつは何者なんだ？　今、どこにいる？」

「なぜ、知りたいの？」

「そいつが俺の家族を殺したからだ！」

「……そう」

　少女は瞬まばたきもせずに淡たん白ぱくな返事をした。驚おどろいた様子がなかったのは、レベンスの答えを予測していたかのようだ。

「俺がガキのころ、そいつが村に現れた。光る眼を持った剣士で、片かたっ端ぱしから村人を殺しまくり、家族は俺の目の前で真っ二つにされた」

　少女は黙だまっていた。その顔色は微み塵じんも変わらない。

「生き残ったのは俺だけだった。それ以来、俺はそいつの行方ゆくえを追っている」

「復ふく讐しゆう、するの？」

「当然だ」

「きっと、返り討うち」

「覚かく悟ごの上だ」

　彼が断言すると、少女はじっと彼を見つめた。全すべてを見み透すかすような澄すんだ瞳ひとみは、やはりどこか冷たい色を湛たたえている。

「頼たのむ。なんでもいい。おまえの知っていることを教えてくれ。俺はあいつをぶっ殺すまで死ねないんだ」

「やめたほうが、いい」

「なぜだ」

「復ふく讐しゆうは、何も生まない。あなたが、失われた過去に向かって、走れば、走るほど、それだけ未来は、遠ざかっていく。だから、やめたほうが、いい」

　少女は彼に背を向ける。静かに剣を大地から引き抜くと、踵きびすを返す。

「待て……！」

　この窮きゆう地ちを凌しのぐことよりも、彼は手がかりを失うことを恐れた。

「待ってくれ……！　あれは何者なんだ……！　教えてくれ！」

　とっさに言葉が出た。




「エリザ……！」




　その瞬しゆん間かん。

　ぴくりと体を震ふるわせ、少女は立ち止まった。

　彼が真剣な声で「頼む、教えてくれ……」となおも懇こん願がんすると、少女はほんのわずかに振り向いた。前まえ髪がみ越ごしに見える瞳ひとみは、相変わらず感情を宿していない。

「ひとつだけ、教える」

　聞き取れないほどの小さな声で少女は言った。

「あれは、『剣けん魔ま』」

「けん、ま……？」

「剣の魔ま力りよくに、囚とらわれた者。人の形をしながら、人ではない存在」淡たん々たんと、何かを読み上げるように。「復讐は、かなわぬ望み。剣魔を殺すことは、誰にも、できないから」

「……？　どういう意味だ？」

「あと……」

　責めるでも蔑さげすむでもなく、少女は淡たん々たんと告げた。

「のぞき、よくない」







　時間が経たった。

「く……っ」

　レベンスはどうにか縄なわをほどくと、やっと拘こう束そくから解放された。元々それほどきつくは縛しばられていなかったが、手首の皮が擦すりむけて少々痛む。彼はあり合わせの布地でぐるぐると患かん部ぶを巻き、軋きしむような筋肉痛に耐えながら何とか立ち上がる。

　少女の姿はとうに見えない。

「なぜ、俺を殺さなかった……？」

　それは傭よう兵へい稼か業ぎようの彼にとって、どうしても腑ふに落ちないことだった。自分を狙ねらってくる刺し客かくを捕つかまえたのに、とどめも刺さずに立ち去る。それがあの少女にとって、何の得があるのかまるで分からない。

　ふと、最後に言われた言葉を思い出す。

　──のぞき、よくない。

「くそ……」

　瞼まぶたには少女の裸ら身しんが蘇よみがえる。

「のぞいてねぇし。ちょっと見とれただけだ。だいたい、誰だれが子供相手に、のぞきなんか……」

　知らず口に出して言い訳わけをするレベンスだったが、それを聞く者は誰もいなかった。




　　　　３




「急げ……！」

　それは幼よう少しようのころの夢。

　片かた田舎いなかの小さな村で、彼は家族とともに逃げ惑まどっている。レベンスは父親に手を引かれ、妹は母親に抱かれている。

　火の手はますます勢いを増す。村の道は血だらけで、肉にく片へんらしきもので埋うめ尽くされている。血と肉が焦こげる臭においは今でも鼻の奥にこびりついたように忘れることができない。

　そこに『奴やつ』が現れた。

　それは闇やみの底のような黒色で、人の形をしている。顔はよく見えないが、両りよう眼めが不ぶ気き味みに光っている。

　その『光る眼の剣士』は、すっと腕を振り上げた。

「逃げろ……！」

　父親はレベンスを突つき飛ばした。彼は勢い余って近くの家の壁かべまで転がる。

　次の瞬しゆん間かん、レベンスは信じられないものを見る。

　その剣士が腕を鋭するどく振るうと、父親の首がいきなり飛んだ。噴ふき出した血液が雨のごとく降ふり注そそぎ、首から上を失った父親の体がばったりと倒れる。

「う、あ、あ……!?」

　あまりのことに彼は動けない。

「逃げなさい……！　早く……！」

　母親が叫さけぶ。それで彼はやっと我われに返る。

「フーシェを連れて逃げなさい！　走るのよ！　ほら……!!」

　母親は彼の手に妹を託たくし、その剣士の前に立ちはだかった。レベンスは妹を抱かかえた格かつ好こうで、呆ぼう然ぜんと母親の背中を見つめる。

　母親も同じ運命をたどった。黒い人影が剣を振るうと、一いつ瞬しゆんで母親の体が切断された。その上半身がレベンスの頭上を越こえて吹き飛ぶと、彼の前には腰よう帯たいの上が存在しない下半身だけが残り、しばらく血を噴ふき上げたあとにもたれかかってきた。

「うあああああああっ[image: ]」

　彼は逃げた。妹を抱きしめて必死に走る。

　しかし黒い剣士は追ってきた。緩かん慢まんな動作で、まるでわざとそうしているかのようにゆっくりと、だが確実に兄妹を追い詰めた。

　恐怖で呼吸がおかしかった。頭がどうにかなりそうだった。腕の中で震ふるえる妹のぬくもりだけが彼に正気を保たせ、妹だけはなんとしても助けなくてはならない、妹だけは、妹だけは、妹だけは──レベンスはあらんかぎりの力で村を走り抜ける。

　だが、現実は残ざん酷こくだった。

　光る眼めが迫せまると、レベンスは背中に強い衝しよう撃げきを受けた。臓ぞう物もつが出そうになるほどの激痛と吐はき気が彼を襲おそう。

　それでもレベンスは必死の抵てい抗こうを試みた。迫せまりくる腕に思い切り噛かみつくと、黒い剣士は彼を蹴けり飛ばした。彼は近くの家の壁かべに突つっ込み、体の上に大量の瓦が礫れきが覆おおいかぶさって動けなくなった。

「フーシェ……!!」

　剣士の腕にはまだ妹が残されている。

　妹は泣いている。目が合う。おにいちゃん、という叫び声。

　彼はかろうじて動く左腕を伸ばしたが、その手が届くことはなかった。

　光る眼の剣士は妹を空に放り投げた。その体が落下してきた瞬しゆん間かん、妹の体に光の線が走る。

　赤い花火のごとく、血しぶきが炸さく裂れつした。

「うあああああああああああぁぁ……っ[image: ]」







　そこで目が覚さめた。

　強く、体を押さえる。悪夢の余よ韻いんに身を震わせる。

　助けられなかった。自分だけが生き残った。襲おそってくるのはどうしようもない自じ責せきの念と、たとえようもない深い哀かなしみ。

　ズキリ、と左腕が痛む。それは当時、妹が殺されたときに彼もいっしょに受けた傷だった。見えない衝しよう撃げき波はのようなものが、妹を真っ二つにした余よ勢せいを駆かって彼の左腕も斬きり裂さいた。死なずに済んだのは距きよ離りがあったのと、瓦が礫れきが盾たて代わりになったからだ。

　痛みを堪こらえるために、彼は胸のペンダントをギュッと握る。それは妹の形かた見み。

　やがて、わずかに気持ちが落ち着くと、彼の心にはもうひとつ別の感情が湧わき上がった。

　それは憎ぞう悪お。体の芯しんから噴ふき上がる、血が逆流するような怒りと憎にくしみ。

　──剣けん魔まを殺すことは、誰だれにもできないから。

「ふざけんな！」

　彼は立ち上がって剣を抜くと、力任せに一いつ閃せんした。目の前で揺ゆれていた枝が斬きり飛ばされ、それは驚おどろいたように音を立てて彼の前に落ちる。

　ぎらついた目で虚こ空くうを睨にらみ、彼は怨えん嗟さの籠こもった声でつぶやいた。

「……ぶっ殺してやるさ。何者だろうとな」
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　さらに数日後。

　レベンスは崖がけ下したに広がる城下町を眺めた。レンガづくりの瀟しよう洒しやな建物が美しく軒のきをつらね、その向こうには巨大な城が見える。

　アルケミラス王国。それはアストラガルス大陸にある三十三の国のうち、最も小さな国だ。隣りん国ごくには大陸最大の軍事国家ヴァーゼリアがあり、その国境線は常に強大な兵力によって脅おびやかされている。国力では帝国に圧倒的に劣おとるアルケミラス王国が、かろうじて独立を保っているのには明確な理由がある。




　剣けん聖せいルドベキア・マキシマム。




　ルドベキアは五年前に剣聖の座を継つぎ、しばらくはアルケミラス王国の片かた田舎いなかでひっそりと剣の修行に励はげんでいた。だが、帝国の大軍が故こ郷きようであるアルケミラスに侵しん攻こうしてきたとき、彼女は剣を取って立ち上がる。君主や軍隊には決して所属しない歴代剣聖たちとは違い、彼女は王国騎き士し団だんの一員として獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せる。以来、六度に渡る帝国の大だい規き模ぼ侵攻をことごとく撃げき退たいし、彼女はただ剣聖というだけでなく、国の英えい雄ゆうとして絶大なカリスマとなった。国家間の戦争に聖せい剣けんを利用することに関しては、他の剣聖たちからの強い批ひ判はんもあったが、ルドベキアは批判には耳を貸さずに聖剣で故郷を守り続けている。それは彼女の両親や兄弟が、帝国との戦争で犠ぎ牲せいになっていることが影えい響きようしていると言われた。

「さて……」

　城下町に続く街道には通行人がだんだんと増えてくる。特に検問前には長い行列が延えん々えんと続いていて、歩き疲れたレベンスをげんなりさせた。

「なあ、どうしてこんなに行列が長いんだ？」

　レベンスは旅の商人らしき男に声を掛ける。農作物を山と積つんだ馬車の上からは、「なんだ、知らねえのか」と野太い声が返ってきた。

「最近は山さん賊ぞくが多くて、検問が厳きびしいのよ」

「山賊……？　こんな王都の近くで？」

「剣けん聖せい様が留る守すなんで、荒くれどもがこのへんを騒さわがしているのさ」

「そうか。いろいろ物ぶつ騒そうだな」

「こっちゃ足止めを食らって商売あがったりよ」

　商人の男は忌いま々いましそうに煙草たばこを吹かす。レベンスは世間話を装よそおって、商人から色々と情報を聞き出した。

　剣聖ルドベキアをはじめ、騎き士し団だんの主力部隊は国境沿ぞいに出しゆつ陣じんしている。そのため、最近では本国のほうが剣聖の留守を狙ねらう山賊に脅おびやかされている──商人は退屈しのぎなのか、訊きいていないことまで饒じよう舌ぜつに語ってくれた。

「それでもこの国は、とにかく税金が安いからね。他よりはマシさ」

「そうだ、賊と言えば……」彼はそれとなく探りを入れる。「剣聖ユキノシタが賊に倒されたって噂うわさ、知ってるか？」

「はあー!?　剣聖様が、倒された……？」

「ああ。聞いたことないか？」

　レベンスが真ま面じ目めな顔で訊くと、商人は笑い出した。

「ハッ、ハハハ……ッ！　バカを言っちゃいけない！　剣聖様が負けるはずがないだろう？　ガセだよ、ガセ！」

「そうか？」

「そんなことが起きたら世界がひっくり返りますわい！」

　他の商人にも尋たずねてみたが、結果は同じだった。一いつ笑しように付されて相手にもされない。剣聖ユキノシタが倒されたことはまだアルケミラスまで伝わっていないようだ。

　──まあ、無理もないか。

　現場を見たレベンスでさえ、剣聖が殺されたことはいまだに信じられない。世の人々が信じようとしないのも至し極ごく当然だ。

　改めてあの少女のことを思い出す。長い銀ぎん髪ぱつに青い瞳ひとみ、巨大な剣。それなりに目立つ格かつ好こうには思えたが、列を見渡す限りそれらしい人物はいない。足取りからいって、彼よりも早く入国した可能性が高い。

　彼は決して諦あきらめるつもりはなかった。あのとき見た不ふ可か思し議ぎな映像は、絶対に『光る眼めの剣士』に違いない。左腕の古傷が痛むのも、きっと何か関係がある。レベンスが復ふく讐しゆうの旅に出てからこれほど重要な手がかりを見つけたのは初めてのことで、彼は行列に並びながら早くも城下町に入ったあとの行動予定を頭に巡めぐらしていた。宿を片かたっ端ぱしから当たるか、酒場で情報屋を見つけるか、人が集まる市場で探すか。長年の傭よう兵へい稼か業ぎようの経験を生かし、彼は標的の足取りをたどる方法を練ねる。

　ただ、そんな逸はやる気持ちとは裏うら腹はらに、行列はなかなか進まなかった。

　さすがに日暮れまでには入国できるだろう、という淡あわい期待は裏切られ、太陽は徐じよ々じよに傾かたむき始める。

　少し肌寒さを感じ、彼が商人から毛布でも借りようか、と考えていたときだった。

　異変が起きた。

　検問待ちの行列が、にわかに騒さわがしくなった。後方から大勢の男がわめき散らすような喧けん騒そうが聞こえ、それから商人や馬車が血相を変えて走ってくる。

「山さん賊ぞくだ！　山賊が出たぞ！」

　見れば、列の後方、山のふもとに黒い軍ぐん勢ぜいのようなものが見える。その数はざっと見ただけで五十人近く。

「ったく……勘かん弁べんしてくれよ……」

　順番待ちの商人が、馬車を駆かって我われも我もと逃げ始める。「逃げろ！」「どけ！」「グズグズするな！」。付近はあっという間に大混乱だ。

　遠くの街道には、近きん隣りんから逃れてきたらしい村人の姿が見える。必死に逃げてはいるが、追ってきた山賊によって背中から斬きられている。女も子供も無差別に殺さつ戮りくする様子に、レベンスは眉まゆをしかめる。

「ハア……」

　彼は頭をガシガシと掻かく。

「タダ働きってのは、性しように合わないんだよなあ……」

　逃げ惑まどう人々が両りよう脇わきを通り過ぎていく中で、彼は一人、その場で時を待った。

　すれ違いざま、誰だれかが彼を見てこう言った。

「あの男、まさか……百剣のレベンス？」

　レベンスは外がい套とうの中に両手を突つっ込むと、投げナイフを取り出す。殺さつ到とうする山賊の先頭集団を見み極きわめると、左右に二本ずつ、計四本のナイフを同時に投げる。それらは四本すべてが命中し、山賊たちは四人同時に馬から転げ落ちた。

　彼は流れるように横に移動しながら、次々に山賊たちを投げナイフで仕し留とめていった。歴れき戦せんの傭兵である彼にとって、貧ひん弱じやくな装そう備びしかない山賊など格かつ好こうの的まとであり、投げナイフ一本で胸を深々と貫つらぬける。これが正規の兵隊相手だと鎧よろいの継つぎ目を狙ねらわないといけないところだ。

　知らず、彼は戦いの中で熱くなっていた。武器を持たぬ、無む抵てい抗こうの民みん衆しゆうを平気で殺すような連中が昔から大だい嫌きらいだった。

「おい、あいつだ！」「あの男からぶっ殺せ!!」

　やがて山さん賊ぞくたちは、逃げ遅れた商人よりも、レベンスに狙ねらいを絞しぼるようになった。仲間たちがろくに声も上げずにバタバタと倒れていく様子に気づいたのだ。

　──ここらで潮しお時どきか……？

　彼はナイフで牽けん制せいしながら、じりじりと後退を始める。山賊から弓矢が飛んでくるとその場に伏せ、身を低くして狙い撃うちを回かい避ひする。

　逃げながらも三人の賊を仕し留とめた彼だったが、さすがに多勢に無勢だった。とにかく敵の数が多すぎる。レベンスが倒した賊はすでに二十人近くになるのに、その数はいっこうに減った様子がない。

　山賊たちが背後からも殺さつ到とうするに及および、事態は極きわまった。検問前は大混乱で、山賊から逃れようとする商人たちと、それを押し留とどめようとする衛えい兵へいたちが揉もみ合いから殴なぐり合いに発展し、容よう易いには収しゆう拾しゆうが付きそうにない。

　そのときだった。

　夕ゆう闇やみに染そまる戦場で、まるで炎を帯びた矢のごとく。




　救きゆう世せい主しゆが現れた。




　それは白馬にまたがった騎き士しだった。身にまとった白銀の鎧よろいは間ま違ちがいなく王国騎士団のもので、今は夕陽を背にして強きよう烈れつな光を発している。その者はたった一いつ騎きで山賊たちの側面に切り込むと、勇ゆう猛もう果か敢かんに戦い出した。

　まるで鬼き神じんだった。騎士が剣を振るうと、白い閃せん光こうが夕闇を斬きり裂さき、周囲の山賊たちから血しぶきが相次ぐ。その剣けん閃せんは遠目にも優ゆう雅がで美しく、流れるような白銀の弧こが魔ま法ほうのように戦場を踊おどり狂う。

　当然、山賊たちも怒りの反はん撃げきを始めた。その圧倒的な数に任せ、前後左右から取り囲む。

「闘神乃腕レーヴアテイン……[image: ]」

　その叫さけびはレベンスの鼓こ膜まくに突つき刺さった。かなり遠くにいるのに、なぜその声だけが届いたのかは分からない。他の騎士たちや、山賊たちさえも同様だったらしく、皆がその声に打たれたように一いつ斉せいにびくりと動きを止める。

　そして閃光が空にほとばしった。

　その雷かみなりのような一いち撃げきは敵を蹴け散ちらした。真っ二つになった馬の死体が吹き飛び、後方にいた山賊たちをその重量で押し倒す。それはまるで巨大な岩石を至し近きん距きよ離りからぶつけられたような衝しよう撃げきで、吹き飛んだ方角がぽっかりと空白になる。

　驚おどろく間もなく、次の一撃が放たれる。単発でも途と方ほうもない威い力りよくなのに、それは消しよう耗もうをいとわぬように連続した。戦場で首が飛ぶところはレベンスも見慣れているが、半分になった馬が舞まい上がって空から降ふり注そそぐのは見たことがない。

　さしもの山さん賊ぞくたちも、これには恐れをなした。空から仲間たちの生首と、胴どう体たいと、おまけに馬の残ざん骸がいが、血ち染ぞめのシャワーとともに振りかかってくる。地じ獄ごくの釜かまに放り込まれて悪あく魔まの爪つめで料理されるような一方的な展開。その中心には先ほどの騎き士しが立っていて、兜かぶとを脱いだ頭からは怒ど髪はつとなって赤色の髪かみが逆さか立だち、その左腕は巨大な剣を携たずさえている。騎士は若い女性だったが、鬼おにのような形ぎよう相そうがさらに山賊たちを震ふるえ上がらせた。

　そして遠方から、男たちの声が響ひびいた。街道の向こうから殺さつ到とうする大軍は、銀の鎧よろいをまとった白馬の騎士たち。国境沿ぞいから戻ってきた王国騎士団だ。

　これにより、山賊たちは挟きよう撃げきを受ける形になった。数の上ではまだ互角以上の兵力があったが、一度失った戦意を取り戻すことは難むずかしく、あっという間に総そう崩くずれになる。黒い集団が遠い山の向こうに消えていくと、戦場に騎士たちの勝ち鬨どきが響いた。

　そして騎士団は、分ぶん岐きする川のごとく二つに割れ、道を空あけた。

　その道を、一人の女性が歩いてくる。風に吹かれる赤髪は獅し子しのたてがみのように舞まい上がり、左腕と一体化した剣は夕陽を浴びて鮮せん烈れつに光る。

　それが剣けん聖せいルドベキア・マキシマムの凱がい旋せんだった。
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　民みん衆しゆうは大歓声で騎士団を迎むかえた。

　その中心は当然のごとく彼女だ。赤髪を雄々しく揺ゆらし、口元をきりりと引き締しめ、右手を挙げて国民に応える姿はまるで王者だった。事実、この国では国王よりも剣聖のほうがはるかに権けん威いがあり、人望がある。民衆は熱狂的に手を振って騎士団の働きを称たたえ、その先頭に立つ彼女を子供たちが目を輝かがやかせて見つめる。

　騎士団の男たちも誇ほこらしげだ。世界最大の帝国たるヴァーゼリアと戦うことは、常に苦戦と不利と絶望の中にまみれることであったが、彼らの騎士団長はそのすべてを吹き飛ばす希望の光だった。ルドベキアの命令があれば喜んで死地に飛び込む者が数千に上のぼると言われる。

　熱狂的な歓かん呼この下もと、騎士団は悠ゆう然ぜんと進んでいく。レベンスも民衆に紛まぎれてその様子を眺める。

　だが、それは突然に停止した。先頭のルドベキアが手を挙げて停止を命じたようだった。

　──なんだ？

　レベンスが先頭付近に視線を走らすと、ルドベキアは馬から軽かろやかに降おりた。彼女は道沿いを埋うめ尽つくす群ぐん衆しゆうの元まで歩くと、そこで膝ひざをついた。彼女の前には五、六歳さいくらいの女の子がいて、うつむいたまま泣きじゃくっている。

「お嬢じようちゃん」

　ルドベキアは目線の高さを合わせ、優やさしい声で話しかける。

「なぜ、泣いている？」

　その声に、少女は顔を上げた。そして目の前にいるのがルドベキアだと知って驚おどろき、目を丸くする。二人から数人を隔へだてただけのレベンスには、そのやりとりがよく見えた。

「剣けん聖せい……さま？」

「そうだ。……なぜ、泣いている？」

「怖いの」少女は涙を浮かべたまま答える。「怖くて、怖くて、たまらないの。テイコクも、サンゾクも、夢に出てくるの。だから怖くて眠れないの」

「……そうか」

　ルドベキアの表情は、眉まゆ尻じりが下がって哀かなしげなものになった。

　それから彼女は、慈いつくしむように少女の頭を撫なでると、優やさしく微笑ほほえんだ。

「大丈夫だ。私と騎き士し団だんがいる限り、テイコクもサンゾクも、決してこの街に踏ふみ入ることはできない」

「……ほんとう？」

「ああ、本当だとも」

　ルドベキアは強くうなずく。彼女は母親のように優しく微笑んでいて、それを見た少女は泣き止やむ。

　レベンスは剣聖の意外な姿に驚き、彼女への印象を改めた。戦場では鬼き神じんのごとき形ぎよう相そうだった剣聖も、今はただのうら若き女性に見える。よく見るとけっこう美人だな、などと緊きん張ちよう感かんのない感想を抱いだいたりもする。

　そのときだ。

「あ、ミリー！　こんなところにいたのか！」

　大きな声が響ひびくと、間もなくして一人の少年が駆かけ寄ってきた。年のころは少女より少しだけ上に見える。

「おにいちゃん！」

「はぐれるから手を離はなすなって言ったろ」

　少年は少女の手を取る。

「少年よ」そこでルドベキアが尋たずねた。「おまえの妹か？」

「わ、け、剣聖さま……!?」

「なに、おまえの妹が泣いていたのでな。だが、もう心配ないようだ」

　ルドベキアは立ち上がると、少女の頭をポンと撫でて、背を向けて歩き出す。

「剣聖さま！」その背に少年が叫さけぶ。「僕ぼく、大きくなったら騎士団に入るよ！　そして剣聖さまといっしょにこの国を守るんだ！」

　ルドベキアは立ち止まり、わずかに振り向いた。夕陽を浴びて輝かがやく赤髪は、茜あかね色いろに染そまって燃え盛さかる炎となる。

「勇ゆう敢かんなる少年よ」ルドベキアは出しゆつ征せい前の兵士を鼓こ舞ぶするように言った。「わが王国騎き士し団だんは、救国の志こころざしある者をいつでも歓かん迎げいする」

　少年が目を輝かがやかせてうなずくと、彼女は凛り々りしく微笑ほほえんだ。

「君がわが隊列に加わる日を心待ちにしている」

　剣けん聖せいは手を振って去り、馬に颯さつ爽そうとまたがる。そして騎士団は再び行進を始める。

　遠ざかる英えい雄ゆうの背中を、幼い兄妹は熱っぽく見つめていた。
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　翌日。

　レベンスは朝から捜そう索さくを開始した。

　向こうも旅たび支じ度たくが必要な以上、必ずどこかの店で買い物をする。そしてあれだけの大荷物となれば、誰だれかしらの目には留とまるはずだ。彼はそう当たりをつけ、最初の捜索場所を市場と決めた。

　後々の旅路を見み越こして、宿では奮ふん発ぱつして馬を買った。その馬にまたがり、ゆっくりとしたペースで市場をめぐる。

　街は美しかった。新緑の並木道が整せい然ぜんと伸び、道みち脇わきには露ろ天てん商人がところ狭せましと並ぶ。野菜や果実が鮮あざやかな色彩を描えがき、焼き菓が子しの甘い香りが鼻び孔こうをくすぐる。白い壁かべの瀟しよう洒しやな町並みは上品な統一感があり、青空を背景にした王城が白銀に煌きらめく。

「さすが王都だな」

　以前に傭よう兵へい仕事で訪れたときは、崩くずれた壁かべや焼け焦こげた家など、そこかしこに戦争の爪つめ痕あとが目に付いたが、今はそうしたものがひとつも見当たらない。これも剣けん聖せいルドベキアが王国騎士団に加わった成果だろう。

　戦争続きにもかかわらず、市場には活気があった。物の値段もおおむね安く、レベンスは干ほし芋いもなどの保存食しよく料りようをいくらか仕入れる。

　市場ではこんな話も聞けた。

「商売しやすいかって？　そりゃもちろんだよ」

　乾物を買った店の主人は愛あい想そう良く言う。

「たしかに戦争が続いてるけど、ここは税も安いし、帝国みたいな乱暴な官かん吏りもいない。何より剣聖様のご加か護ごがあるからね」

「へえ。剣聖ってのはそんなにすごいのか」

「あんた余よ所そから来たのかい？　ここじゃ神様みたいなもんさ。あの方がいなけりゃここはとっくに帝国領になって、重税と重労働でヒイヒイ言ってまさあ」

　どこでもこんな感じだった。「剣けん聖せい様のおかげで商売がしやすい」「剣けん聖せい様が賊ぞくも帝国軍も追い払ってくださる」。人々はこぞって剣聖を称たたえる。剣聖は神様、王国騎き士し団だんは正せい義ぎの味方、帝国恐るるに足らず。その人気はもはや信しん仰こうとすら呼べる域いきで、批ひ判はんを許さない雰ふん囲い気きさえあった。もし剣聖が倒れるようなことがあれば、その衝しよう撃げきは途と方ほうもなく大きいだろう。

　市場を一ひと巡めぐりしたレベンスは、馬を降おりて、近くの石いし垣がきに腰を落ち着けた。買ったばかりの干ほし芋いもを一かじりしてみると、味は悪くない。値段も安く、彼は良い買い物をしたと自じ賛さんする。

「さて、どうしたものか……」

　今日一日、買い物を続けながらレベンスは少女の捜そう索さくを続けていた。商人からそれとなく情報を聞き出したり、通行人に目を光らせたり。だが、数千人の客がごった返す市場でたった一人の少女を見つけ出すのは容よう易いではなく、そもそも市場にいるかどうかすら確かではない。

　もうしばらく市場を探し、それから近きん隣りんの宿を当たる。それでダメなら城を見張る。地味だが、それが一番効こう率りつ的に思えた。

　そのときだ。

「う……」

　痛みを感じ、左腕の裾すそをまくる。古傷からはドロリと黒い血が流れ出し、それは鉄と油が混じったような臭しゆう気き。彼にはこれが死肉の焦こげた臭においに思える。

「まさか……」

　以前に傷が痛んだとき、彼は水浴び中のエリザを発見した。もしかしたらそれと同じことが起きるのではないか……淡あわい期待を抱いだきながら、彼は目を凝こらして何度も視線を往復させる。人が溢あふれる雑ざつ踏とうは目まぐるしく景け色しきを変えたが、彼は獲え物ものを狙ねらう獣けもののごとく一人一人を確かめる。

「あ！」

　やがて、彼は人混みの向こうに赤いフードの人物を捉とらえた。遠目に分かりにくいが、小こ柄がらで、大きな荷物を背せ負おっている。

「まあ、ダメ元で……」

　今日は何度かこうした人影が気になり、そのたびに駆かけ寄っては空から振ぶりだった。今回も駄だ目めだろうと思いつつも、確かめずにはいられない。

　通行人をかき分け、見失わないように視線を切らずに急ぐ。フードの人物は露ろ天てん商しようの前で品しな定さだめをしているのか、レベンスが近づいても気づく様子はない。

　近くまで来ると確信した。フードに隠かくれて見えにくいものの、その白い横顔と、無感動な青い瞳ひとみには見覚えがある。

　レベンスは自分の体温がぐっと上がるのを感じた。思わず声を掛けたくなる衝しよう動どうを抑おさえ、静かに背後に回り込む。

　──何してるんだ……？

　少女は青い瞳ひとみで熱心に見つめている。レベンスは気づかれないように、人ひと陰かげを壁かべにしながら様子を窺うかがう。

　エリザが見ている店には、干ほし肉や干し芋いもなどの乾燥食しよく料りようが並んでいた。レベンスもさっき覗のぞいた店だ。

　やがて、少女はすっと商品を指差した。

「一個五十デリウスになりやす！」

　商人は愛あい想そ良く値段を告げる。すると少女は懐ふところを探り、一枚の銅どう貨かを差し出す。

　おいおい、と思わず半歩ばかり身を乗り出す。あの程度の干し芋は一個十五デリウス、高くて二十が相場だ。一通り店を巡めぐって相場を調べた彼からすると、相当にふっかけた値段だ。

　エリザは銅貨を手渡し、商人から干し芋を受け取る。商人の口元が「してやったり」といった風に緩ゆるんだのをレベンスは見逃さなかった。

　この手の露ろ店てんでは、最初に値段を釣つり上げるのは挨あい拶さつがわりで、そこから客とのやりとりを通じて値段を下げていき、最終的には相場に落ち着く。だから初めての店ではまず前の客のやりとりを見て、相場を確かめてから買うのがセオリーだ。

　エリザは芋を荷物入れに仕し舞まうと、また市場を歩き始める。そして、ちらちらと両りよう脇わきの露店を眺めては足を留とめる。抜け目なくチェックしているというよりは、どこに何が売っているのかよく分かっていない様子だ。

　これじゃガキの使いだな、と彼は思った。自分がこの年ねん齢れいのときには、買い物の交こう渉しようや相場の見方はだいたい知っていた。逆に言えば、知らないと一人では生きていけなかった。

　エリザは彼の尾び行こうに気づくことなく歩き続ける。途中で三軒の露店から食料や薬草を買い、ことごとく相場の二倍三倍の値段でカモられた。レベンスは他人事ながらむずむずしてくる。あれでは金がいくらあっても足りない。

　ついに我が慢まんできなくなったのは、エリザが菓か子しを買ったときだ。

　まるでその鋭するどい眼がん光こうで射い殺ころさんばかりに、エリザは真剣に棚たなを見つめる。こんがりとした甘い香りが漂う『山やま林りん檎ごパイ』は、アストラガルス大陸では家庭料理でも作られる一般的な焼き菓子だ。

　少女はいったん半歩下がって、買うのを断念しかける。だが、やっぱり諦あきらめ切れなかったのか、また前に踏ふみ出した。

「一口いかがですか？」

　店主はうまかった。タイミングよく少女の鼻先にパイのかけらを突つき出す。人にん参じんをぶら下げられた馬のように、可愛かわいい小鼻がヒクッと動く。

「いいの？」

「どうぞどうぞ」

　エリザはパイをつまんで、口に放り込む。その途と端たんだった。

　──お……？

　レベンスは克かつ目もくした。もぐもぐと口を動かす少女の顔は、幸せそうにほころんでいる。これまでエリザのまともな表情を見たことがなかったレベンスはひどく驚おどろいた。口元を緩ゆるませた少女はとても幼く見えて、それは彼の亡なき妹に似ていた。

　銀色の髪かみに、大きな青い瞳ひとみ、幼い顔立ち。もし生きていれば歳としのころも同じくらいだ。

　彼は懐なつかしさと切せつなさが混じった、複ふく雑ざつな気持ちでエリザを見つめる。そんな彼の視線には気づかぬまま、少女はパイをゴクンと飲み込み、ついっと目の前の棚たなを指差す。

「ひとつ、ちょうだい」

「毎度！」

　店の主人はパイを大きめのスプーンですくいながら、さりげなく少女の身なりを観かん察さつする。レベンスは「こりゃ、またカモられるな」と思った。

　実際その通りになった。

「一個三百デリウスになります」

「三百……？」

　エリザは顔を上げた。これにはさすがに変だと気づいたようだ。

「えと、三百……？」

　相場の十倍を超こえる値段に、少女は目を丸くして小首を傾かしげる。知らないことを訊きかれてキョトンとした幼児のように、邪じや気きのない顔だ。

「お嬢じようさんはすでに食べましたよね？　その分の代金ですよ」

「でも」

「食べたからにはお代をもらわないと。……まさか食い逃げしませんよね？」

「食い逃げ……」

　ぼったくりめ、と彼は小さく舌打ちする。さっきの一口は明らかにただの試食だったはずだ。

　ただ、少女は世よ慣なれていなかった。「食い逃げ、よくない……」とうつむくと、財布から銅どう貨かを取り出す。騙だまされていることには気づかず、ただ商人の言葉を信じているようだった。

　この世間知らずめ！

　内心で毒どくづくと、彼はつかつかと店主の前に駆かけ寄った。

「おい！」

　周りにも聞こえるように大声で叫さけぶ。こういうことは剣術と同じで、最初の一いち撃げきが肝かん要ようだ。「今のやり口、王都での商売としてはいささか感心しかねる！　騎き士し団だんに戻って団長に報告させていただこう！」

　彼は姿勢を正し、真ま面じ目め腐くさった声こわ音ねで叫んだ。特に『騎士団』『団長』の部分は語気を強める。

　店主は飛び上がらんばかりに驚いた。レベンスはその隙すきを見逃さない。

「返答やいかに！」

「ま、待って、待ってください騎き士し様！」店主はレベンスの芝しば居いを完全に信じ込んだ。「今のは違うんです、違うんですよ！」

「何が違うんだ！　このような子供に、相場の十倍の値段で菓か子しを売って、貴様には商人としての誇ほこりはないのか！」

　その言葉に、周囲の店や客たちもざわついた。「十倍だってよ」「子供相手にちょっとな……」と声が聞こえる。こういう空気作りもレベンスは得意だった。

「あ、あの、騎士様、どうかこちらへ……」

　店主はレベンスに拝おがむように頭を下げ、露ろ店てんの後ろにある木こ陰かげへと招き寄せる。エリザはと言えば、事態が理解できないらしくポカンとしている。

「今日のところはこれで……」

　レベンスの手にそっと堅かたいものが触ふれる。感かん触しよくからして数枚の銀ぎん貨かだろう。

「私は誇り高き王国騎士団」レベンスは芝居を続ける。「こんなものは受け取れない」

「で、ではどうしたら……」

「あの子に金を返せ。しかるべき金きん額がくをだ」

「へ、へい！」

　店主はいそいそと懐ふところから金を取り出すと、少女の元に歩み寄る。

「お嬢じようさん、先ほどはちょっとお釣つりを渡し忘れまして……はい、どうぞ」

　店主は何枚かの銅どう貨かを手渡す。少女が払った額がくよりもかなり余分に見えたのは、レベンスが目を光らせていることを恐れたようだった。

「うむ。以後気をつけよ」

「へいっ！」

　店主はかしこまったように背せ筋すじを伸ばし、大声で返事をした。

　レベンスが悠ゆう然ぜんと立ち去ると、周囲の客から拍はく手しゆが沸わき起こった。どうやら賄わい賂ろを受け取らず、いたいけな少女を助けた正せい義ぎの騎士として映ったようだ。

　彼は久しぶりに気分が良かった。

　エリザは渡された銅貨を見つめ、目をパチクリさせていた。







「待て」

　レベンスが声を掛けると、エリザが立ち止まった。振り向いて彼を見つめ、何度も目を瞬しばたたかせる。驚おどろいているというよりも、不ふ思し議ぎな生き物を見るかのような目つきだ。

「久しぶりだな」

「あ、のぞき魔ま」

「違う！」

　市場から少し離はなれた路ろ地じ裏うら。人通りが少なく、今は日ひ陰かげになっていて薄うす暗ぐらい。

　エリザは巨大な荷物を抱かかえたまま、すたすたと路地に入ってくる。その顔は相変わらず人形のような無表情で、警けい戒かいしているのか気を許しているのか判はん別べつできない。

「さっきの、これ」少女はポケットから数枚の銅どう貨かを取り出す。「どうして、あんなこと、したの？」

「そりゃ……おまえがあんまり、カモられるから」

「カモ、られる……？」

「簡単に騙だまされるって意味だよ」

「……別に騙されてないし。ぜったい騙されてないし」

　エリザは首を振った。長い銀ぎん髪ぱつがふわふわと左右に揺ゆれる。

「いやいや、パイを十倍で買わされそうになったろ？」

「一口、食べちゃったから」

「あんなの試食に決まってるだろ」

「パイ、おいしかったから」

「だからって値段が十倍になるか？　ていよくカモられたんだよ、おまえ」

「違う。私は、ぜったい、カモられてない」

　少女は眉まゆ一つ動かさずに、ひたすら否定を続ける。思わぬ強ごう情じようさにレベンスは面食らう。
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　──フーシェ、失敗してないもん！

　また、亡き妹の姿が浮かぶ。妹もこんなふうに、失敗を指し摘てきするとむきになって否定した。

「ったく……調子が狂うな……」

　彼は頭をボリボリと掻かくと、「まあいい」と話題を変える。

「とにかく、おまえに訊ききたいことがある」

「なに？」

「『剣けん魔ま』ってヤツのことだ」

「剣魔……」

　無感動な瞳ひとみが、その言葉を聞いて少し光を宿す。

「前にも言ったよな？　俺は知りたいんだ。あの怪物が何者なのか。今どこにいるのか。頼たのむ、教えてくれ」

「死ぬ」

　少女は言い切った。

「かかわると、ぜったい、死ぬ」

「かまわないさ。俺は仇かたきを討うつためだけに生きている。今さら命など惜おしくない」

「…………」

　エリザはじっと彼を見つめる。その表情は何を考えているのかまったく分からない。

「あなたは、人間だから」

「は……？」

「人には、ぜったい、倒せない。それが剣魔」

　そう言うと、エリザは荷物に手を突つっ込んだ。ぬっと大剣が姿を見せる。

　近くで見るとすごい迫はく力りよくだった。漆しつ黒こくの刀身に赤い雷かみなりのような紋もん様ようが走り、少女はそれを片手で軽々と扱あつかっている。

　そして少女は剣を振り上げた。

「お、おい……!?」

　レベンスは驚おどろいてその場を飛び退のく。直後、振り下ろされた大剣は石いし畳だたみを叩たたき割り、大量の粉ふん塵じんを巻き上げた。粉ふん砕さいされた破は片へんが派手に飛び散る。

「てめえ、何しやがる……！」

　彼が叫さけんだときには、エリザは路地の角を曲がって走り去るところだった。

「こら待て……！」

　必死に追いかけたが、もはや遅かった。彼が路地を出たときには、少女の姿はどこにもない。

　足あし下もとには一枚の銅どう貨かが落ちている。

　彼はそれを拾い上げると、近くに座っていた物もの乞ごいに放り投げた。
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「ちくしょう……！」

　宿に戻ると、レベンスは椅い子すを蹴けり飛ばした。派手な音を立てて椅子が壁かべまで吹き飛ぶ。

　この広い王都で、幸運にも少女を発見した。それは奇き跡せきとも呼べる確かく率りつで、取り逃がしたのはあまりにも痛い。彼はしばらく顔を押さえ、己おのれの間ま抜ぬけさ加減に落らく胆たんするしかなかった。

「今日はもう無理か……」

　窓から射さし込む夕日は、城の正門を橙だいだい色いろに染そめる。これから暗くなる街を宛あてもなく探すのはさすがに無む謀ぼうだった。

　気を取り直し、これからの作戦を考えてみる。さすがに市場にはもう出てこないだろうし、宿屋を片かたっ端ぱしから当たるにしても、少女に警けい戒かいされた今となっては望みが薄うすい。

　──あとは……待ち伏せくらいか？

　レベンスがこの宿を選んだのは、ちょうど窓から王城の正門が見えるからだった。ルドベキアは城内に寝泊りしているし、あの少女の性格なら正面突破を図はかる可能性が高い。実際、剣けん聖せいユキノシタのときは堂々と正門から斬きり込んで来た。

「今日は徹てつ夜やか……」

　エリザが行動を起こすとすれば、早くて今夜あたりと彼は踏ふんでいた。少女が市場で買い物をしていたのも、後々の旅を見み越こしてのことだろう。

　彼は買い込んだ食しよく料りようから、一枚の干ほし肉を取り出す。それをカリカリと噛かみながら、じっと窓から城の正門を眺める。門番の兵士があくびをする。

「それにしても……」彼は改めて疑問に思う。「あいつ、どうして剣聖なんて狙ねらっているんだろうな……」

　世界最強の剣聖に挑いどむ、正体不明の少女。不思議な大剣を操あやつる少女。剣けん魔まのことを知る少女。捕つかまえたレベンスを殺さなかった少女。市場ですぐにカモられる少女。そのすべてが謎なぞだらけだった。はっきりしているのは、レベンスの仇かたきを知る手がかりは、あの少女しかいないということだ。

「う……っ」

　ズキリ、と古傷に痛みが走る。彼は左腕を押さえ、奥歯を噛む。

　彼は理解し始めていた。理由は分からないが、この傷こそが自分と少女をつなぐ一本の糸だ、と。

　予感は的中した。

　窓の外、夕ゆう闇やみの中。

　城門に向かって一人の人物が歩いている。銀色の長ちよう髪はつを風になびかせ、右手には持ち主よりも巨大な剣。それは不ぶ気き味みなほどの存在感を持ってゆっくりと移動する。

　間ま違ちがいなくエリザだ。

「来た……！」

　彼は興こう奮ふんで身み震ぶるいをした。最大の手がかりが、一日のうちに一度ならず二度までも目の前に現れた。この機会を逃す手はない。

　城の門では、血相を変えた衛えい兵へいたちが駆かけ寄ってくる。次の瞬しゆん間かん、大剣から黒い閃せん光こうがほとばしり、衛兵は紙切れのごとく吹き飛ぶ。

　そして少女は剣を振り上げ、薪まき割わりをする樵きこりのごとく城門に叩たたきつけた。分ぶ厚あつい門もん扉ぴが爆ばく裂れつし、少女は悠ゆう然ぜんと城内に入っていく。

「今度こそ逃がさねぇ……！」




　馬を駆かり、城の正門に駆けつける。

　門前には騎き士し団だんらしき兵士が十人ばかり倒れ、分厚い門扉には巨人がハンマーでぶち破ったような風かざ穴あな。その破は壊かい力には呆あきれるばかりだ。

　彼は門柱に馬をつなぐと、破れた正門からそろりと城内に入る。賊ぞくに間ま違ちがわれる危険を考えるとあまり賢けん明めいな方法とは言いがたいが、今はこうするしかない。

「ひでぇ……」

　城内も同じだった。倒れた騎士たちが土ど嚢のうのように積つみ上がり、どれも銀色の鎧よろいが派手にへこんでいる。大剣の一いち撃げきで叩たたき伏せられたことは明らかだ。

　頭上では甲かん高だかい警けい笛てき。騎士たちの怒号と足音が聞こえると、レベンスは慌あわてて廊ろう下かの角に身を隠かくす。見つかるのはまずい。

　エリザを追うのは良いが、このままだと自分も賊と間違われる。彼はしばらく思し案あんしたあと、足あし下もとに倒れている一人の騎士に目を留とめる。背せ格かつ好こうは自分とさして変わらない。

「使える……！」

　名案を思いついた彼は、すぐに実行に移した。気絶した騎士の鎧を手早く脱がせ、自分の体に装そう着ちやくしていく。ずっしりとした鎧の重さを感じながら、彼は兜かぶとをしっかりとかぶる。

「これでよし！」

　全身に鎧をまとうと、彼は階段を駆かけ上がり始めた。

　二階、三階と上のぼるごとに、倒れている騎士の数は増える。全員が派手に鎧をへこませ、ぐったりと突つっ伏ぷしている。レベンスは何人かの安あん否ぴを確かめてみたが、死んでいる者は一人もいない。

　同じだ、と思った。エリザと初めて会ったとき、少女は剣けん聖せいの屋や敷しきで大立ち回りをしたが、結局一人の死者も出さなかった。今度は完全武ぶ装そうの騎士団相手に同じことをしている。

「なぜ……殺さない……？」

　彼は少女の行動を理解できなかった。一国の王城に正面から攻め込むという、これほど大だい胆たんな作戦を敢かん行こうしながら、やっていることは繊せん細さい極きわまりない。全員の急所を外はずしつつ、立ち上がってこないように気絶させるという神かみ業わざ。

　改めて疑問を強くしながら、階段を一段飛ばしで駆かけ上がる。騎き士しが倒れている場所は二段飛ばしで上がり、血まみれの階段は三段飛ばしで跳ちよう躍やくする。何十人もの男たちをまたぎ越こえ、彼はひたすら上を目め指ざす。大剣でついたらしい壁かべの傷は、まるで巨大な悪あく魔まが掻かきむしった爪つめ痕あとのようだった。

　かなり上の階まで来たときだ。

　戦場の音が聞こえた。男たちの怒ど号ごう、武器のぶつかる金属音、誰だれかが斬きられた悲ひ鳴めい。

　踊おどり場でわずかに息を整えると、彼は剣をすらりと抜いて残りの階段を駆け上がる。

　角を曲がると、目に飛び込んできたのは銀色の人だかり。狭せまい廊ろう下かに騎士たちがひしめき、怒号と剣けん撃げきの音が幾いく重えにも響ひびく。ひしめく兜かぶとの上を、轟ごう音おんとともに騎士の体が舞まい上がり、巻き込まれた騎士が横倒しになる。

　斬きる、ではない。吹き飛ばし、なぎ払い、叩たたき潰つぶす。およそ剣術の常識からかけ離はなれた戦いぶりを見せていたのは、やはりエリザだった。銀色の髪かみをなびかせ、黒い大剣を風車のごとく振るいまくり、歴戦の勇者たちが束たばになっても少女に触ふれることさえできない。廊下は銀の鎧よろいで埋うめ尽つくされ、ひしゃげた兜かぶと、へこんだ胸当て、割れた小こ手て、折れた剣が血ち塗まみれで転がる。

「なんて奴やつだ……」

　彼はエリザの戦せん闘とう力に驚きよう嘆たんした。武ぶ装そうした兵士をまるで寄せ付けない戦いぶりに、彼は昨日目もく撃げきした剣けん聖せいルドベキアの勇ゆう姿しを重ねる。

　だが、騎士団も勇ゆう敢かんだった。どんなに同どう胞ほうが斬られてもひるむことなくエリザに飛びかかっていく。

　騎士団の士気は高く、その数は多かった。無む尽じん蔵ぞうに沸わいて出るような白銀の甲かつ冑ちゆうたちに、エリザは肩で息をしている。百を超こえる騎士を退しりぞけても、一国の騎士団の人数からすれば微び々びたるものにすぎない。そして大国相手に常に不利な戦いに臨のぞみ、退ひくことは祖国の滅めつ亡ぼうと家族の隷れい属ぞくを意味する騎士たちにとって、たとえ悪あく魔まが相手でも背を向けて逃げるという選択肢しは端はなから存在しない。

　エリザは斬って、斬って、斬りまくり、勝ち続ける。だが、斬られても、斬られても、斬られても、騎士団は退かない。たった一人で戦争を続ける少女の姿は、無限に続く剣けん舞ぶを強しいられているかのようだ。

　そして均きん衡こうが破れる。

　騎士の一人が、剣をかいくぐってエリザに飛びかかる。小こ柄がらな少女はそれだけでバランスを崩くずし、そこに他の騎士たちが銀の猛もう獣じゆうのように次々に覆おおい被かぶさる。騎士たちの波に飲み込まれ、エリザは奮ふん戦せんむなしく敗北したかに見えた。

　──終わった……のか？

　少女が騎き士し団だんの中に埋うもれていったとき、彼の胸には複ふく雑ざつな感情が起こった。どこか、あの大だい胆たん不ふ敵てきな少女の敗北を残念がっている自分がいる。そんな自分の気持ちに戸と惑まどう。

　そのときだ。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……!!」

　鋭するどい叫さけびが響ひびくと、被かぶさっていた騎士たちが一いつ挙きよに吹き飛んだ。組み伏せられた姿勢でどうやって剣を振るったのか理解不能だったが、吹き飛んだ騎士たちの真ん中に立っていたのは、髪かみを振り乱して大剣を携たずさえる銀ぎん髪ぱつの少女だった。エリザは力任せに壁かべを切り裂さくと、轟ごう音おんとともに壁かべが崩ほう落らくし、瓦が礫れきが騎士たちとの間に垣かき根ねのように積つみ重なった。

　レベンスは少女の復活に目を見張り、手をぐっと握る。汗ばんだ手のひらと、高こう揚ようする胸のうち。それは賭かけに勝ったときの気分に少し似ていた。

　一いつ瞬しゆん、静せい寂じやくが訪れる。

　騎士たちは瓦礫で行く手を阻はばまれ、その間にエリザは肩で息をしながら剣を構え直す。限界は近いはずなのに、その瞳ひとみは焦あせった様子もなく無感動な色を湛たたえている。己おのれの生死などまるで頓とん着じやくしていない無表情さに、彼はうすら寒いものさえ覚える。

　騎士たちが瓦礫を乗り越こえ、じりじりとエリザとの間合いを詰めていく。取り囲んで一いつ斉せいに攻こう撃げきするつもりのようだ。少女は剣を振りかぶって襲しゆう撃げきに備える。

「待て……っ！」

　そのとき、鋭い声が響いた。その制止は廊ろう下かを疾しつ風ぷうのように吹き抜け、騎士たちが一斉に動きを止める。

　そして、コツコツと靴くつ音おとを響かせ、廊下の奥からその人物は姿を現した。

　白銀の鎧よろいをまとい、巨大な剣を携え、威い風ふう堂どう々どうと廊下の中央を歩いてくる。揺ゆれる赤髪の下には闘とう争そう心しんに満ちた琥こ珀はく色の瞳が光り、何者にも屈しない誇ほこり高さが全身から溢あふれ出る。

　レベンスは一瞬、昨日剣けん聖せいが幼い兄妹に見せた優やさしい笑顔を思い出す。だが、今はそれが幻まぼろしだったかと思うほど厳きびしい表情だ。

「下がれ」

　その口調は物静かでありながら迫はく力りよくに満ちている。騎士たちは即そく座ざに移動を始め、壁かべ際ぎわに整列する。騎士に扮ふんしていたレベンスも今は列に加わるほかなかった。

　そしてルドベキアはエリザの前に立った。

「何者だ？」

「…………」

「帝国からの刺し客かくか？」

「違う」

「誰だれに雇やとわれた？」

「誰にも、雇われて、いない」

　エリザは青い瞳ひとみでルドベキアをまっすぐ見つめる。剣けん聖せいが睨にらみ返しても、少女の顔色は微み塵じんも変わらない。

「何が目的だ？」

「それ」

　エリザはルドベキアの剣に視線を向ける。巨大な聖せい剣けんは闇やみの中でも銀色に輝かがやき、巨きよ塔とうのごとき存在感を放っている。

「これが目的で、たった一人で戦争に来たのか」

「そう」

「愚おろかな」

「そうかも」

「…………」

　ルドベキアは床ゆかに転がる部下たちを見下ろす。その瞳には静かな怒りが秘められている。

「貴様が何者かは知らぬが、これ以上の蛮ばん行こうを見過ごすわけにはいかぬ」

　ルドベキアはずいっとエリザに剣を突つきつける。聖剣は巨大で、エリザの大剣に負けぬ迫はく力りよくを有している。

　それから彼女は聖剣を左腕に押し当て、「闘神乃腕レーヴアテイン！」と叫さけんだ。その声に反応し、聖剣は柄つかの部分が光って彼女の腕に絡からみつくように結合する。

　聖剣がブンッと振られ、剣けん風ぷうがエリザの前まえ髪がみを揺ゆらす。

「賊ぞくめ……」剣聖の声は凛り々りしく、そして厳きびしかった。「その汚けがれた魂たましいごと、聖剣の錆さびにしてくれる」

「無理」

　そう言うと、エリザは姿勢を低くした。腰を落とし、剣先を斜め下にして構える格かつ好こうは、両者とも申し合わせたようにそっくりだ。

　構えを取ったまま、一秒、二秒、三秒と時が経たつ。壁かべ際ぎわの騎き士し団だんにも緊きん張ちようが走る。誰だれもが次の瞬しゆん間かんにも激げき突とつする二人を見つめ、この戦いには誰も立ち入れないことを理解している。レベンスも固かた唾ずを飲んで様子を見守る。

　そして戦いが始まる。

　風を感じたときには、すでに最初の火花が散っていた。

　目で追う暇ひまもない。二人の間で散る火花と轟ごう音おんは、ランプだけの薄うす暗ぐらい廊ろう下かに幾いく度ども連続的な光の線を走らせた。それが五度なのか、十度なのか、もっと多い数なのか、近くで見ている者の目にさえまるで捉とらえられない。剣と剣が交こう錯さくしたときの火花と、それぞれの剣が振りかぶる残像の光を区別できたのは、当の二人を除けばレベンスだけだ。

　二人が再び距きよ離りを取ったとき、床にはいくつもの斬きり裂さかれた跡あとができていた。不ふ思し議ぎと、倒れた騎き士したちには一いち撃げきも当たっていない。

「場所、変える」

　そう言うやいなや、エリザは大剣で隣となりの壁かべを斬きりつけた。城の分ぶ厚あつい壁がバターのごとく切断され、壁の向こう側の部屋へと開通する。

　城を破は壊かいされたことが気に障さわったのか、ルドベキアは少女をキッと睨にらむ。だが、エリザがさっさと部屋を移動すると、彼女も不本意そうに後に続いた。

　厚みのある絨じゆう毯たん、高い天てん井じようにはシャンデリア。玉ぎよく座ざらしき豪ごう華かな座ざ椅い子すに格かく調ちよう高い壁へき画が。もしかしてここは国王謁えつ見けんの間では、とレベンスは一ひと目め見て思った。

　そして戦いは第二幕へと移った。

　エリザが大剣を振り下ろすと、ルドベキアも負けじと聖せい剣けんで応戦する。さっきまでの連続的な打ち合いと異なり、今度は重量級らしい大味な戦いとなる。剣けん閃せんは先ほどより速度が落ち、まるでハンマーで相手を叩たたき潰つぶすような破壊力重視の攻こう撃げきが応おう酬しゆうされる。それは大剣使いたちに似つかわしい、迫はく力りよくに満ちた『殴なぐり合い』だった。

　大剣がぶつかり合うたびに、室内が地じ震しんのように揺ゆれ、レベンスはそのたびに鳥とり肌はだが立つ。二人の体も剣が接せつ触しよくするたびに後方に弾はじけ飛ぶ。深さのある絨じゆう毯たんがさざ波のごとく逆さか立だち、壁も天井も恐怖を感じたように震ふるえる。

　騎士たちは一言も発せずにその戦いを見守る。それはもちろん騎士団長の戦いを信じて見守る面もあったが、何より人間離ばなれした二人の戦いには付け入る隙すきがなかった。言葉を持たぬ者たちが剣だけで会話をするような、神話を髣ほう髴ふつとさせる戦いぶり。月明かりに輝かがやくシャンデリアの下で、女神たちは己おのれの背せ負おうものを懸かけて渾こん身しんの剣けん撃げきをぶつけ合う。

　だが、無限に続く歴史絵巻のような撃うち合いも、いつしか均きん衡こうが崩くずれ始める。最初はわずかな剣の遅れとなって現れ、やがて押し込まれるようにじりじりとエリザが後退を始める。その遅れが決定的なものになったとき、エリザは聖剣の衝しよう撃げきで吹き飛ばされた。

　距きよ離りが空あくと、ルドベキアもそこで間を取った。息が切れているのはエリザのほうで、大剣を盾たて代わりにしてかろうじて直撃を避さけたものの、ダメージのせいで足がふらついている。

「こんなものか」

　ルドベキアは聖剣と一体化した左腕を突つき出し、毅き然ぜんと言い放つ。

「そろそろ終わりにしてやる」

　そう言うと、彼女は背中から『鞘さや』を引き抜いた。その鞘は、左右の飾かざりが張り出すようにして横に広がり、十じゆう字じ架かにも似た『盾たて』に変形する。その盾を右手で突き出し、聖剣を持った左手はぐっと後ろに引く。敵の攻撃を盾で防ぎながら突とつ撃げきする剣技は、彼女が戦場で最も得意とするものだった。挑ちよう発はつ的な言葉とは裏うら腹はらに、ルドベキアは明確に少女を警けい戒かいし、その実力を認めているのが分かる。

「覚かく悟ごはいいか」

「…………」

　エリザは答えず、ただすっと剣を上段に構える。両手で握った剣は天てん井じようを突つき刺すように高々と上がる。

　その構えは隙すきだらけだった。剣を大上段に振り上げた攻こう撃げき一いつ辺ぺん倒とうの構え。だが、巨大な剣は闇やみ夜よに浮かぶ漆しつ黒こくの三日月のごとく、見る者を威い圧あつする迫はく力りよくに満ちている。対するルドベキアは盾たてを突き出した防ぼう御ぎよ主体の構え。

　次で決まる、と思った。

　覚かく悟ごを決めた二人の間には密度の濃い空気が張り詰め、唾つばを飲むのさえ躊躇ためらわれるほどの緊きん張ちよう感かんが包む。

　最初に仕掛けたのはエリザだった。

　絨じゆう毯たんを蹴けり、愚ぐ直ちよくなほどまっすぐに剣を振り下ろす。その一いち撃げきは凄すさまじい破は壊かい力で、ルドベキアの盾たては剣けん圧あつに耐えきれずに叩たたき落とされた。

　しかし剣聖はそこからが速かった。盾が絨毯に着地する前にはすでに反はん撃げきに転じ、絨毯で一度跳はねた盾が少女の視界を一いつ瞬しゆんだけ遮さえぎったとき、その糸のような狭せまい死角を突いて聖剣を放った。エリザから見れば、盾の裏側に剣が仕込んであったように見えただろう、と一連の流れを把は握あくできたのはレベンス一人だけで、それも事が終わったあとのことだ。

　最初に弾はじかれた盾が、絨毯の上でまだもがくように震ふるえている時に、二人の激げき突とつは終わっていた。お互いが剣を突き出した格かつ好こうですれ違い、そして倒れたのは──

　エリザ。

　胸元から流れる血液は水たまりのように染しみ出し、赤い絨毯にさらに血の色を重ねる。

　騎き士し団だんから歓かん声せいが上がる。ルドベキアも剣を下ろす。レベンスは呆ぼう然ぜんとエリザを見つめる。ルドベキアが少女の元に歩み寄る。戦いは誰だれの目にも終わったように見えた。

　そのときだ。

　ゆらりと、エリザが立ち上がった。それはまるで板切れの端はしを強く踏ふんだときのように、突然跳ね上がるような前まえ触ぶれのない動き。

[image: ]

「な……」

　驚きよう愕がくしたのはルドベキアだ。慌あわてて後ろに飛び退のき、再び聖せい剣けんを構える。自分の必殺の剣技を正面から浴びて、まさか立ち上がってくるとは思わなかったらしく、今日初めて焦あせりが見られた。

「なぜ立てる……!?」

　ルドベキアは鋭するどい声で叫さけぶ。エリザは黙だまったまま、返事をする代わりに大剣を床ゆかに突き立てる。その大剣には遠目にも巨大な傷きず跡あとが残っている。

　何かが変わっていた。

　乱れていた呼吸はぴたりと落ち着き、足元の震ふるえも止まっている。何より、胸元から黒い煙けむりが次から次へと溢あふれ出し、それは蛇へびのごとく少女の全身に絡からみ付いている。

　当然、騎き士し団だんにも動どう揺ようが走った。「バカな！」「なぜ生きている!?」と口々に驚きよう愕がくの声を重ね、身を乗り出すようにエリザを凝ぎよう視しする。剣けん聖せいへの絶対の信しん頼らいが、彼らの動揺をより大きくしていた。

「いいだろう……！」

　ルドベキアは足下の盾を拾い上げ、先ほどと同じ構えを取った。盾たてを前に突つき出し、聖せい剣けんを引いた必殺の体勢。

「今度は私から行くぞ！」

　盾を突き出した姿勢で、ルドベキアが一気に突とつ撃げきした。

　それは今までで最大級の破は壊かい力だった。聖剣が光り輝かがやき、剣聖自身が光の矢となってエリザに一直線に突っ込む。絨じゆう毯たんが切り裂さかれ、風圧が床ゆかに転がる兜かぶとや鎧よろいを吹き飛ばし、シャンデリアが衝しよう撃げき波はで砕くだけ散る。

　だが、エリザはそれ以上だった。大剣を水平に構えると、黒い煙けむりが刀とう身しんに凝ぎよう縮しゆくし、それから黒い流星となって剣聖を迎むかえ撃うった。

　二つの輝きが激げき突とつする。

　エリザの大剣はルドベキアの盾にぶつかり、そのままぶち破った。盾を貫かん通つうした大剣が聖剣を吹き飛ばし、それは剣聖の腕に達する。

「ぐあ……っ!!」

　ルドベキアの絶ぜつ叫きよう。

　大剣が命中した左腕は、ばっさりと切断され、くるくると回転して飛んだ。絨じゆう毯たんに落ちると、腕の断面からは赤い鮮せん血けつがほとばしる。

　そして剣けん聖せいは倒れた。

　時が止まる。

　誰だれも動けない。騎き士し団だんもレベンスも微び動どうだにできない。

　その中でただ一人、エリザはすっと手を伸ばし、聖せい剣けん『闘神乃腕レーヴアテイン』を拾い上げた。そして倒れているルドベキアを見下ろすと、一度だけ目を閉じ、それから歩き出した。レベンスには何かを祈いのったように見えた。

　エリザが部屋を出ると、騎き士し団だんの男たちが立ち塞ふさがった。団長の仇かたきを前に、騎士たちは荒々しく「この野郎！」「殺してやる！」「生かして帰すな……！」と叫さけぶ。少女は顔色を変えずに彼らを見やると、血だらけの頬ほおをぐいっと拭ぬぐう。大剣が持ち上がり、再び戦いが始まろうとした。

　そのとき。

「待て……！」

　鋭するどい声が響ひびいた。騎士たちは振り返り、一いち様ように驚おどろく。

　叫んだのは彼らの団長だった。血だらけの左腕をだらりと垂たらしながら、それでも両足で必死に体を支え、少女を睨にらみつける。

「そいつに……手を、出すな……」

「し、しかし……！」

「下がって、いろ……」

　剣聖が血ち塗まみれの顔でじろりと睨むと、騎士たちは恐れをなしたように下がった。

　ルドベキアはふらふらとエリザに歩み寄り、拳こぶしを振り上げる。エリザは黙だまったまま剣聖を見つめる。

「私は……」

　拳を振り上げたルドベキアは、うわ言のようにつぶやく。

「この、国を……、民を……子供、たち、を……」

　二転、三転した戦いは、最後は呆あつ気けない幕切れだった。

「まも……る……ん、だ……」

　それだけ言うと、彼女の体は泳ぐように流れて、そのまま絨毯に突つっ伏ぷした。左腕はさらに血を吐はき出し、出血多量が限界に来たことを物語る。

　彼女は今度こそ立ち上がらなかった。

　戦いが終わり、静せい寂じやくが訪れる。

　エリザは動かなくなった剣けん聖せいをじっと見つめる。その顔にはいっぺんの表情もなく、ただ青い瞳ひとみだけが冷たく光っていた。
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　鳴り響ひびく警けい笛てき。

　なかば飛び降おりるようにして、ひたすら城の階段を駆かけ下りる。

　目の前には疾しつ風ぷうのごとく駆けるエリザ。舞まい踊る銀色の髪かみを追うように、レベンスは必死で少女を追う。

　騎き士し団だんの動きは鈍にぶい。

　途中、たまたま遭そう遇ぐうした騎士と交戦状態になることはあったが、それは組織的なものではなかった。剣聖が倒れたことにより明らかに指し揮き系けい統とうが混乱している。今が逃亡の好こう機きだ。

　レベンスは少女の背中を追いながら、馬を停めている正門へと急ぐ。階段を降りるたびに、着たままになっている騎士団の鎧よろいがガチャガチャと擦こすれ合う。

　正門をくぐったときだ。

　今まで脇わき目めも振らずに走ってきたエリザが、急に動きを止めた。

「なんだ……？」

　彼も立ち止まり、遠目にその様子を窺うかがう。

　少女は逃亡中であることを忘れたように、目の前にいる人物に気を取られている。

「あの……」

　それは五歳さいくらいの小さな少女だった。両手で大きなバスケットを抱かかえ、エリザを不ふ思し議ぎそうに見つめている。その隣となりには十歳くらいの少年がいる。

「あのときの……」

　その二人には見覚えがあった。ルドベキアが国内に凱がい旋せんしたとき、馬から降おりて会話をした幼い兄妹だ。

「あっ、騎き士し様！」

　兄のほうがレベンスの存在に気づき、声を掛けた。彼の格かつ好こうを見て、騎士団の一人と勘かん違ちがいしたようだ。

「ほら、ミリー。渡すんだろ？」

「う、うん……」

　兄に促うながされ、妹は自信なさげに返事をする。兄の後ろに隠かくれるようにして、レベンスの元まで歩いて来る。その胸には大きなバスケットがギュッと抱かれている。

「これは……？」

　レベンスが尋たずねると、妹が「あ、あの、あのね」ともじもじしながら言った。

「ミリーね、お菓か子し、つくったの。け、剣けん聖せいさまに、慰なぐさめてもらった、お礼、したくて。……でも、うまく焼けなくて、それで、こんな時間に、なっちゃって。でもね、焼きたてを、食べてほしくて。だから……」

　妹は精せい一いつ杯ぱいの背伸びをして、菓子のたくさん入ったバスケットを差し出す。

「剣聖さまに、渡して、もらえ、る……？」

　緊きん張ちようしきった上うわ目め遣づかいで、妹が尋ねる。兄が「お願いします！」と頭を下げる。

「いや、剣聖は……」

　ちらりとエリザを見ると、まださっきの場所に立ち尽くしていた。その表情は前まえ髪がみに隠かくれたまま見えないが、こちらを気にしていることは明らかだ。うつむいたまま、走り去ることもせずに、大剣を握った手をだらりと下げている。

　菓子からは甘い香りがした。それが大剣から漂う血の臭においとかすかに混ざる。

　幼い兄妹はすがるようにレベンスを見つめている。

　──ああ、くそっ！　なんなんだよ！

　無視して立ち去ってしまえばいいのに、彼にはそれができなかった。さりとて、真実を伝えることもできない。

「ええと、だな……」

　気づけば、彼はバスケットを受け取っていた。

「とりあえず、預かっておこう」

「ほんとう……？」ぱあっと、花が咲いたように女の子の顔が明るくなる。「剣けん聖せいさまに、食べて、もらえる……？」

「ん……、ああ」

　彼は曖あい昧まいな返事をしたが、幼い兄妹はそれを肯こう定ていに受け取った。「良かったなあ、ミリー」「うん……！」「さあ、帰るぞ」と会話を交わし、兄が妹の手を引き、町へと戻っていく。

「なにやってんだ、俺は……」

　なぜ嘘うそを吐ついてしまったのか、彼は自分の行動を理解できなかった。

　途と方ほうに暮れてエリザを見ると、少女はまだ立ち尽くしたままだった。騎き士し団だんの格かつ好こうをしたレベンスを警けい戒かいする様子もなく、呆ぼう然ぜんとバスケットの中身に視線を注そそいでいる。

　まるで氷だ、と思った。冷たい瞳ひとみの奥に、強く青い光が宿っている。それは感情がないから冷たいのではなく、感情を無理に凍こおらせたから冷たくなったような、そんな不ふ思し議ぎな色。

　そしてエリザはつかつかと歩き出した。

「あ、おい……！」

　レベンスが呼び止めようとしたが、少女は城門前に停めてある馬にひらりと飛び乗ると、その場を走り去った。

「ちょ……！　それ、俺の馬……！」

　彼が叫さけんだときには、少女は銀色の髪かみをなびかせて走り去ったあとだった。馬のいななきがあざ笑うように遠ざかっていく。

　全身を覆おおう騎士団の鎧よろいに、お菓か子しの入ったバスケット。そんな奇妙な姿でレベンスはその場に一人残された。

「参ったな……」

　周囲を見回すと、あちこちに負傷した騎士たちが転がっている。中にはちらほらと起き上がる者も出てきて、レベンスはそのうちの一人に駆かけ寄る。

「おい！　騎士団の馬はどこにある……!?」

「それは……きゅ、厩きゆう舎しやに、決まってるだろ……」

「だからその厩舎はどこだ!?」

　レベンスが肩をガクガク揺ゆさぶると、騎士は「し、し、城の裏手だ……！」と斜め後方を指差す。

「よし！」

　彼は騎士団の鎧を着たまま、城の裏手へと急いだ。しばらく走ると厩舎が見え、毛並みの良い馬がずらりと並んでいる。緊きん急きゆう出しゆつ撃げき用の騎き馬ばたちのようだ。

「一頭借りるぞ！」

　厩きゆう舎しやの番人に声を掛け、返事を待たずに馬小屋に入る。

「な、何事ですか!?」

　慌あわてる番人に、レベンスは早口で叫さけぶ。

「いいか、俺はこれから賊ぞくを追つい撃げきする！　だが、俺以外の騎き士しには絶対に馬を貸すんじゃないぞ！」

「ど、どうしてでございますか!?」

「とにかく団長命令だ！　違反者は厳げん罰ばつ！　絶対に貸すなよ！　分かったな！」

「へ、へい……っ！」

　団長命令と聞いて、番人は慌あわてて返事をする。これで時間を稼かせげるはずだ。

　そこで彼は、ふと手にしていたバスケットに視線を落とした。

　わずかに考えたあと、厩舎番の男に声を掛ける。

「頼たのみがある」

「はい……？」

「これを預かってほしい」

「これは……？」

　厩舎番はバスケットを受け取り、中身を覗のぞく。あたりには甘い香りが漂う。

「焼き菓が子し、ですか？」

「そうだ。……いいかよく聞け。近いうちに、必ず大きな葬そう儀ぎがある」

「そ、葬儀、ですか？」

「ああ。国こく葬そう級、というか間ま違ちがいなく国葬だろう。そのときは……」

　──剣けん聖せいさまに、食べて、もらえる……？

　彼は少女の言葉を思い出し、静かに目を閉じた。

「これを墓ぼ前ぜんに捧ささげてほしい。必ずだ」




　　　　２




「ハア……ッ!!」

　馬は風のごとく駆かける。

　騎士団お抱かかえの馬だけあって、その速度はなかなかのものだ。追う側は訓練された騎馬で、追われる側がただの宿屋の馬ならば、追いつける可能性は十分にある。

「逃がすかよ……！」

　せっかく見つけた手がかりをまた見失ってはたまらないと、彼は必死に馬に鞭むちを入れる。

　やがて、前方には一頭の馬が見えた。銀色の髪かみを乱しながら騎き乗じようしているのは、間ま違ちがいなくエリザだ。

　さらに鞭むちを入れる。その差はぐいぐいと縮ちぢまる。

　追いついた瞬しゆん間かんだ。大気を斬きる音がして、いきなり大剣がレベンスに襲おそいかかった。彼は慌あわてて馬の速度を落として攻こう撃げきをかわす。

「待て、俺だ！」

　レベンスは兜かぶとを脱ぎ捨て、素顔をさらす。

「あ……」少女は驚おどろいた顔をした。「のぞき魔ま」

「だから違う！」

　少女は馬の速度を上げる。レベンスはそれを必死で追う。

　やがて、城下町の外へと続く門が見えてくる。門前では騎き士したちが待ち受けていたが、少女は大剣を振り回して容よう赦しやなく蹴け散ちらした。閉じられた門の錠じよう前まえを一いつ刀とう両りよう断だんし、門もん扉ぴを蹴けり飛ばして外に飛び出していく。レベンスも便びん乗じようする形でその後を追い、脱出を果たす。

　外に出ると、エリザは近くの吊つり橋に向かっていった。そこで怒号が響ひびき、振り返ると多くの騎士たちが門から飛び出してくるのが見えた。

「もう来たのか……！」

　レベンスは急いで吊り橋を渡ると、いったん馬を降おりた。

　橋を支えている縄なわを剣でバッサリと切り落とす。縄を五、六本も切ると橋は傾かたむき始め、十本目を斬ったときには横倒しになるようにして吊り橋は川底へと落ちていった。これで足止めできる。

　彼は再び馬にまたがると、エリザの行方ゆくえを追った。







「どこに行った……？」

　夕日がすっかり沈んだころ、レベンスは深い山中にいた。

　途中までは草木の折れた場所や、蹄ひづめの跡を頼たよりに追ってきたものの、日が下がるにつれてそれも厳きびしくなる。今夜のうちにエリザに追いつかないと、再会するのは難むずかしい。

　あたりはだいぶ冷え込んでいる。暗い山道をこれ以上進むのは危ないと思いつつ、レベンスは少女の捜そう索さくを続行した。

　それからしばらくしても、エリザを見つけることはできなかった。さすがに今日はもう無理か、と彼が考え始めたときだ。

「う……！」

　レベンスは左腕を押さえた。いつもの古傷から、じんわりと血がにじむ。

　この傷が痛むときは、近くにエリザがいる。彼は今までの経験からそのことを知っていた。

　耳を澄すまし、周囲を注意深く窺うかがう。夜の森はひっそりとたたずみ、やや高い音ね色いろで虫の声が響ひびく。

　──！

　ふいに、馬のいななきが聞こえた。

　それは林の奥からだ。

「こっちか……!?」

　馬から降おり、彼は慎しん重ちように足あし下もとを確かめながら林の奥へと分け入る。途中で木の枝に肩や頬ほおを引っかかれながら、それでも前へ進むと、やがて一頭の馬を見つけた。

　茶色い毛並み、鬣たてがみの形。馬には見覚えがあり、何よりレベンスの荷物が荷台に括くくりつけられたままだ。

「あいつは……？」

　周囲を見回す。真っ暗な木々があるだけで人の気配はない。

　彼は慎重に林の奥に分け入った。

　発見は早かった。

　川のせせらぎにつられ、鬱うつ蒼そうとした木々を抜けたところに、一人の少女が倒れていた。

「大だい丈じよう夫ぶか……！」

　川に向かって力尽きたように前のめりに倒れ、近くには巨大な荷物が転がっている。やや開けた場所には月明かりが射さし込み、草むらには点々とした血けつ痕こん。

　彼は焦あせった。これで死んでいたらすべてが水の泡あわだ。

「ア、処ア女イ神ゼ、拷ル問ネ……」

　少女にはまだ戦せん闘とう意欲があった。

　つぶやいた途と端たんに、巨大な荷物がブルッと震ふるえ、例の大剣が飛び出す。それは少女の手元まで飛んでいくと、主あるじの命令を待つように静止する。傷だらけの刀とう身しんが鈍にぶく月明かりを反射し、歴れき戦せんのダメージを物語る。

　そしてエリザは大剣を杖つえのようにして立ち上がった。

「待て待て！　別におまえとやる気はない！」

「来な、いで……」

　レベンスの言葉を聞かずに、エリザは大剣を振り下ろす。だが、それは彼のかなり手前の地面をえぐっただけで、まるで見当違いの場所だった。

「おまえ……」

　彼はエリザを見て驚おどろく。その目はうつろで、顔は青白く、胸は大量の出血でべっとりと染そまっている。それでも少女は剣を構え、レベンスを見み据すえている。

　だが、その精神力にも限界が来た。大剣を一振りしたことで最後の力が尽きたのか、少女はばったりと倒れた。

「お、おい……！」

　レベンスは慎しん重ちようにエリザに近づく。だが、今度は立ち上がる様子もなく、ただ荒い息が聞こえるだけだった。

「じっとしてろよ……」

　彼は少女の背中に腕を回し、静かに体を起こす。

「う……」

　エリザが苦しげに呻うめく。その唇くちびるから血の筋すじが垂たれる。

　フードを脱がし、上着のボタンを外す。

　少女の肌が露あらわになると、レベンスに戦せん慄りつが走った。傷口からは黒い煙けむりが噴ふき出しており、少女の体を鎖くさりで縛しばるように取り囲んでいる。まるで獲え物ものを絡からめ取る蛇へびのようだ。

　彼は少女の状態を確かめる。剣けん聖せいとの死し闘とうで、全身からくまなく出血し、打だ撲ぼくも数え切れない。体温も普通では考えられない熱さ。

　彼は迷まよう。

　せっかくの、仇かたきにつながる手がかりだった。だからこそ、ここで死なれては困る。それはその通りだったが、積せつ極きよく的に手当てをするほどの義ぎ理りも恩もない。

「う……」

　また、少女が呻く。口の端はしから血がこぼれ、それはレベンスの手を汚す。

　生きている者だけが持つ、熱い血ち潮しお。苦しげな声、震ふるえる小さな体。

　気づけば、少女の手が、彼の手を握っていた。それはまるで、初めて会ったとき大剣の上で重なった手のひらのように、柔やわらかく、あたたかい感かん触しよく。

　ふと、亡なき妹の顔が浮かぶ。病気のときの苦しげな顔が、ぴたりと今のエリザと重なる。

「く……」

　知らず、彼の体は動いていた。

　──別にこいつを助けたいんじゃない。せっかくの手がかりを失うのが惜おしいからだ……！

　内心で言い訳わけをしながらも、少女の頭にそっと荷物を挟はさみ、枕まくら代わりにする。

「まずは止血だな……」

　彼はエリザの体に、そっと手ぬぐいを当てる。だが、黒い煙に触ふれると、手ぬぐいはあっという間に真っ黒になった。

「なんだ、こりゃ……!?」

　何度やっても同じだった。まるで手当てを拒こばむように、黒い煙は触れるものすべてを漆しつ黒こくに染そめる。

　長い一人旅で、止血や応急処置なら多少の心こころ得えがあった。だが、傷から黒い煙が噴き出すような奇妙な症状は見たことがない。

　彼はなすすべもなく、ただエリザを見つめる。その呼吸は徐じよ々じよに弱くなり、木こ枯がらしのように息の音がかすれていく。

「おい、死ぬな！」

　大声で呼びかけても、少女は目をわずかに開けるだけで何も答えない。

　必死に考えるも、良い手は思い浮かばない。こんな山中に医者などいないし、薬草のたぐいも見つかりそうにない。

　そのときだ。

　背後で、何かが光った。それは暗くら闇やみの森を照らす強きよう烈れつな輝かがやき。

　彼は驚おどろいて振り向く。目を凝こらすと、その光源はぼんやりと輪りん郭かくを露あらわにする。

「な……」

　光っていたのは、大剣だった。




「よし……」

　手当てを終えると、レベンスはエリザを横たえ、布ふ団とん代わりにフードをかけた。

　少女の息はまだ苦しげだったが、あの異常な熱は下がっている。黒い煙けむりも姿を消し、止血もうまくいったようだ。

　木に寄りかかって座り、川で汲くんだ水を一口飲む。渇かわいた喉のどに冷たい水が心ここ地ちよい。

「ふう……」

　一息つくと、彼はさっきまでの出来事を振り返る。

　急に剣が光った。彼が恐る恐る手を触ふれると、頭の中には何かの『映像』が流れ込んできた。それはかつても体験した不ふ思し議ぎな現象で、彼の脳のう裏りには裸はだかの少女が浮かんだ。川の中で、少女が自みずからの体に剣を当て、膿うみのような黒い血を体外に排はい出しゆつしている姿。

　彼は賭かけに出た。『映像』に出てきたとおり、彼はエリザを全ぜん裸らにした。そして川の水に少女を浸ひたし、剣を使って少女の体に『切れ目』を入れた。その切れ目からは真っ黒な血が染しみ出し、川の水に溶けて流されていく。それは彼の古傷が痛むときとそっくりな現象で、さすがに驚おどろきを禁じえなかった。黒い血はとめどなく流れ出し、普通なら出血多量で命にかかわるほどだったが、少女はこうやって息を吹き返した。剣が意志を持ち、エリザを助けるための治ち療りよう法を教えた。そんなふうに思えた。

「本当に、何者なんだ……？」

　大剣を振るい、剣けん聖せいと戦い、聖せい剣けんを集め、孤こ独どくな旅を続ける小さな少女。先ほど見た魔ま術じゆつめいた手当ての方法も、剣聖にやられても立ち上がる不死身さも、まるで人間のものとは思えない。仲間もいなければ、何か背後関係があるようにも見えない。

「ん……」

　声がして、エリザがこちらに寝返りを打つ。だいぶ気分が良くなったのか、目を閉じて眠る少女の顔は安らかだ。大した生命力だな、とレベンスは呆あきれる。

　少女は剣を抱いて眠っている。巨大な鞘さやに太ももを絡からめ、胸を押しつけてすがりつく格かつ好こうは見ようによっては扇せん情じよう的だった。ただ、その小さな唇くちびるは力が抜けてわずかに開き、右手の親指に口づけするように押しつけられている。それは母親に甘える幼い子供のようで、これが世界最強の剣けん聖せいを二人も撃げき破はした人物だとはとても思えない。

　これで良かったのだろうか。

　たしかに、エリザは貴重な手がかりだった。少女が死ねば、彼の仇かたきのことが分からなくなる。だから少女を助けた。そのこと自体に後悔はないし、選択の余地もない。

　不ふ思し議ぎだったのは自分の気持ちだった。少女が助かったとき、彼は胸の中が深い安あん堵どで満たされるのを感じた。それは故こ郷きようを失って復ふく讐しゆうの旅に出た彼にとって、久しぶりの感情だった。

　──フーシェに、似ているから……？

　昔もこうやって、妹を看かん病びようしたことがあった。たしかあの日は両親の帰りが遅くて、ハラハラしながら夜を明かした。そのときの不安な気持ちと、妹の熱が下がったときの安堵した気持ち。それが今の気持ちとよく似ていた。

　少女は安らかに眠っている。

　時々、桃もも色の唇くちびるをかすかに開き、言葉にならない寝言を繰くり返す。もごもごと動く白い頬ほおは、何か美お味いしいものでも食べているように見える。

　焚たき火が完全に消えるまで、彼はじっとその横顔を見つめていた。
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「ぶえっくしょい！」

　盛せい大だいなくしゃみで目を覚さます。明け方の空気は冷えきっており、自分のすすった鼻水の冷たさに驚おどろく。

「うあ、さみぃ……」

　手に息を吐はきかけ、両手で体をさする。

「んん……？」

　起きるとすぐ、大きな音が耳に付いた。ガーン、ガーンと何か硬かたい物を叩たたくような音。それが断だん続ぞく的に聞こえる。

　彼はあたりを見回し、音の原因を探る。

「エリザか……？」

　木の根元には毛布が一枚あるだけで、少女はすでにいない。

　彼は音のする方角へと歩いた。

　朝の冷たい空気を掻かき分けるように進むと、やがて、白い煙けむりが空にたなびいているのが目に付く。

　煙けむりの元はすぐに見つかった。河原かわらの近くには、石で囲まれた即席の竈かまどがあり、薪たきぎがパチパチと音を立てて燃もえている。

　川には小さな人影。

　彼はエリザの姿を見つけてほっとした。起き上がって歩けるということは、傷の具合は良いのだろう。

「何やってんだ……？」

　エリザは川の水に膝ひざまで浸つかり、妙な作業をしている。例の大剣を振りかぶり、付近の巨大な岩に叩たたきつけている。そのたびに鈍にぶい音が鳴り響ひびき、びりびりと水面みなもが揺ゆれる。

「ああ、ガッチン漁りようか……」

　水中に衝しよう撃げきを与えて魚を気絶させる漁の仕方を、レベンスの育った場所ではそう呼んだ。実際、少女の周囲にはぷかぷかと仰あお向むけになった魚が浮かび、その数は十匹以上だ。

　エリザは器用に大剣の刀とう身しんに魚を載のせると、バシャバシャと川から上がってきた。レベンスの姿に気づくと、少しばかり驚おどろいた顔をしたが、視線をそらして石いし竈がまの前で座る。

　少女は穫とったばかりの川魚を、小刀で器用にさばいた。鱗うろこを落とし、臓ぞう物もつを出して下ごしらえを済ませる。それから魚を枝に刺して、円を描えがくように火にくべる。

「怪け我がは大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう言うと、彼はエリザの向かいに座った。少女は何も答えず、一いち瞥べつもしない。

「……ま、平気ならいい」

　そっけない反応にも、彼は特別に腹を立てなかった。少女がそういう性格だというのは短い期間でも理解できたし、今は無事に回復していることのほうを安心する気持ちが強かった。

　懐ふところから干ほし芋いもを取り出し、火に炙あぶる。

　すると、「待って」と声がした。

「なんだよ、火ぐらい貸してくれてもいいだろ？」

「魚」

「あ？」

「魚、食べて」

　まるで決けつ闘とうでも申し込むように、少女は一匹の魚をレベンスに突つきつける。

「……食っていいのか？」

　少女は黙だまったまま、こくりとうなずく。

「どういう風の吹き回しだ？」

「お礼」

「お礼？」

「手当ての、お礼」

　エリザはそう言うと、わずかに視線をそらした。その顔は相変わらず表情がなかったが、どこかぎこちない。

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

　レベンスは魚を受け取り、指先で煤すすを軽く払う。こんがりと焦こげ目がついた焼き魚に豪ごう快かいにかぶりつく。香ばしい匂いが鼻を抜け、柔やわらかい魚肉から汁があふれる。

「うまいな、これ」

　彼が素す直なおな感想を述べると、エリザは「……そう」と低い声で答えた。その視線はさっきからずっとレベンスを見つめている。

「俺の顔に何か付いてるか？」

「……別に」

　エリザは一度目をそらし、でもすぐにまた視線を戻す。魚を食べながら上うわ目め遣づかいで見る瞳ひとみは妙に鋭するどく、餌えさを食べながら周囲を警けい戒かいする猫を思わせる。

　結局、最後の一匹が彼の腹に収まるまで、少女はずっと彼を見ていた。

　なんだか妙な気分だった。こうして誰だれかと食事を取るのはいつ以来だろう、などと振り返ってみたりもする。だがそれはあまりにも遠い過去すぎて、うまく思い出せなかった。

「ふー、食った食った……！」

　膨ふくれた腹をさすり、彼はわざと大きな声で言う。

　ちらりとエリザを見ると、やはりまだ彼を見ている。

「何か、言いたいことでもあるのか？」

「……なぜ」エリザは静かに口を開いた。「なぜ、私を、助けたの？」

「は？」

「これで二度目。なぜ？」

　少女は真剣だった。青い瞳には焚たき火が映り、その意志の強さを表している。

　実際、なぜだろう。彼は胸中で答えを探る。

　絶対に助ける必要があったかと言えば、その答えは否いなだった。一晩中ずっと付き添そって看かん病びようしてやるような義ぎ理りもないし、だいたい『剣けん魔ま』とやらも信しん憑ぴよう性は怪しい。仇かたきを必死に追うあまり、彼が少女の持つ情報に対して期待過か剰じようになっているという線も多分にある。

「……手がかりだからさ」

　内心ではいろいろなことを考えていたが、彼はさしあたり嘘うそにならないように答えた。木の枝で竈かまどの中を探りながら、自分の胸を探るように言葉を紡つむぐ。

「俺は、家族を殺した『仇』を探している。それには、おまえが唯ゆい一いつの手がかりだから、死んでもらっちゃ困るのさ」

「……それだけ？」

「ああ。それだけさ」

　妹のことが頭に浮かんだが、それは口にしなかった。似ているような気がするのも、たぶん自分の女め々めしい郷きよう愁しゆうだ。

　エリザは何度も瞬まばたきをして、「仇かたき……手がかり……」と、知らない言葉のようにつぶやいた。内心で何を考えているのか、その表情からは推おし量はかることができない。

「俺も、訊きいていいか？」

「…………」

　少女は黙だまっている。

　彼は構わず質問をぶつけた。

「なぜ、剣けん聖せいを狙ねらうんだ？」

　レベンスは昨夜の出来事を思い起こす。エリザと剣聖とのすさまじい戦い。

「剣聖だけじゃない。たった一人で王国騎き士し団だんに挑いどむなんて、とても正気の沙さ汰たとは思えない」

「…………」

　エリザは黙ったまま何も答えない。

「何か恨うらみでもあったのか？」

「…………」

「そんなに聖せい剣けんが欲しかったのか？」

「…………」

「聖剣を集めてどうする？」

「…………」

　エリザは彼を見つめるだけで、何も答えない。あまりにも少女が無反応なので、そこだけ時間が止まったようにさえ感じる。

　彼は小さく息を吐はき、質問が無む駄だであることを悟さとる。きっとこの少女は何も答える気がない。

　だから、ダメ元で最後の質問をぶつけた。

「おまえ、あの幼い兄妹を知っていたのか？」

　少女の頬ほおがぴくりと動く。それはこの会話で初めて見せた反応だった。

「おまえ、あのとき見てたのか？」

「あのとき……って？」

　少女はやっとまともな返事をする。

「ルドベキアが凱がい旋せんしたときさ。あのとき、小さな女の子が泣いていて、それで剣聖が馬から降おりたろ？」

「……うん」

「剣聖が女の子を慰なぐさめるのを、おまえは見ていたな？」

「……うん」

　打って変わって、少女は素す直なおにうなずいた。

　なるほどな、と彼は合が点てんがいった。

　少女はあのとき、幼い兄妹と剣けん聖せいのやりとりを見ていた。だからこそ城門の前で兄妹と再会したとき、立ち去ることができなかったのだ。

「それなら分かるよな？　ルドベキアがどれだけ、民みん衆しゆうに慕したわれていたか」

「…………」

　少女は答えない。ただ黙だまって聞いている。

「ルドベキアは救国の英えい雄ゆうとして、民衆の誰だれからも慕われていた。善ぜん政せいを敷しき、情じよう誼ぎに厚く、どんな大軍にもひるまない勇ゆう敢かんな人物だった」

　知らず、言葉が強くなる。

「そんな人物を、殺す必要があったのか？」

　その口調には、明確にエリザを責める響ひびきがあった。

　レベンスはエリザと話しながら、自分がルドベキア側に肩入れしていることに気づいていた。ルドベキアとは一いち面めん識しきもなかったし、自分はアルケミラスの国民でもない。それでもなお、ルドベキアという人物が死ぬには惜おしいと思った。もし、自分がアルケミラスに生まれていれば、きっとあの少年のように彼女に憧あこがれ、騎き士し団だんに入隊しただろう。

　だからこそ、エリザの行動には納なつ得とくがいかない。

「……滅ほろぶぞ？」

　彼が低い声で言うと、少女の頬ほおがぴくりと動いた。

「剣聖を失って、あの国は遠くない未来に必ず滅ぶだろう。帝国が攻め込み、美しい街並みは焼け野原になる。大人も、子供も、容よう赦しやなく殺される。……あの幼い兄妹もな」

「…………」

　エリザは黙っている。ただ、冷たい瞳ひとみをレベンスに向けて、言われるがままに聞いている。その瞳は深い闇やみのように無感情な色を湛たたえ、何を考えているのかは分からない。

　話しながら、彼は戸と惑まどいを覚えていた。

　目的のためなら、人を殺しても何とも思わない。そんな悪人どもは多く見てきた。わずかな金品のために平気で人を殺す。抵てい抗こうできない年寄りや子供を背中から斬きり捨て、そのことに何の罪の意識も感じない連中。

　だが、少女は何かが違う。

　ユキノシタのときも、ルドベキアのときも、少女は剣聖以外の者を一人も殺さなかった。そんなふうに相手の命を配はい慮りよしながら戦うことは、その分だけ自分の命を危険にさらすことにつながる。私欲や保身とは一番遠い行為だ。

　彼の質問が途と切ぎれると、少女は静かに立ち上がった。

「どこに行く……？」

　彼も立ち上がる。

「ついて、こないで」

「それなら教えろよ」

「何を？」

「俺の『仇かたき』のことさ。おまえが戦っていた『光る眼めの剣士』。あれは何だ？　今どこにいる？」

「前にも言った。かかわれば、ぜったい、死ぬ」

「俺も前に言った。覚かく悟ごの上さ、と」

「…………」

　エリザは彼に背を向け、ひらりと馬にまたがる。レベンスを置いて先に行くつもりのようだった。

　そこで彼はあることを思いついた。王国の市場で、エリザがカモられていたときのことが脳のう裏りに浮かぶ。

「あー、待て待て。……おまえは肝かん心じんなことを忘れている」

「え……？」

「おまえはまだ、俺に借りを返してない」

「でも、それは、焼き魚で……」

「いいや」

　レベンスはピシッと、エリザの乗る馬を指差した。

「それ、俺の馬だからな？」
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　細い山道を、二頭の馬が闊かつ歩ぽしていく。

　先頭は茶色い馬。乗り手である小こ柄がらな少女は、銀色の髪かみをたなびかせ、今は唇くちびるをキュッと結んでいる。無表情だが、わずかに膨ふくらんだ頬ほおが何かを物語る。

　その後方には、一頭の白馬に青年がまたがっている。赤みがかった茶色の髪を涼すずしげに揺ゆらし、どこか楽しげに手た綱づなを操あやつる。

　二人の表情は対照的だ。

　うまくいったな、とレベンスは出発前のやりとりを振り返る。

　彼はエリザについていくため、ちょっとした策さくを弄ろうした。目をつけたのは少女が乗っている馬。それはレベンスが宿屋で買い取り、少女が勝手に乗り逃げしたものだ。

　彼はこう主張した。「馬を乗り逃げした借りは、どうやって返すんだ？」と。エリザは「借り賃ちんを、払う」と生き真ま面じ目めに答えた。こうなるともうレベンスの術じゆつ中ちゆうだ。彼が馬の借り賃を法外な値段でふっかけると、エリザは懐ふところから出したお金を数え、困った顔になった。少女が馬の相場を知らないだろうことは予想していたが、まさかこうも簡単に引っかかるとは思わなかった。王国の市場でさんざんカモにされた教きよう訓くんがまったく生かされていない。

　まだ傷ついた体、巨大な荷物、今後の長い旅たび路じ。エリザは考えた末に、レベンスから馬を借かり続けることに決めた。借り賃ちんの不足分は『ツケ』となった。

　つまり、エリザはレベンスから逃げることができない。

「律りち儀ぎな奴やつだなあ……」

　レベンスは騎き士し団だんから騙だまし取った馬を、ゆったりとしたペースで進ませる。一方のエリザは黙だまったまま、一度も振り返らずに先を急ぐ。

「そういや、まだ名前を名乗っていなかったな」

「…………」

「俺はレベンス。裏の世界じゃ『百剣のレベンス』って二つ名でわりと有名なんだが……知ってるか？」

「知らない」

「そうか……」

　レベンスは正直に素す性じようを明かしたが、少女は特別な反応を示さなかった。内心、彼はちょっとだけがっかりする。

「それで、おまえは？　エリザってのは本名か？」

「私は……」

　少女は瞬まばたきをしながら、いくらかためらうそぶりを見せたあと、小声で名乗った。

「エリザベート・ローザ・ショコラティエ」

「ふうん。長い名前」

「みんな、エリザって呼ぶ」

「意外に可愛かわいらしい名前だよな」

「……そう」

　少女はぷいっと顔を背そむけると、馬の速度をわずかに上げる。レベンスから少女の背中がほんの少しだけ遠ざかっていく。怒っているのか、恥はずかしがっているのか分からない反応だ。

「エリザベート、ね……」

　いい名前だ、と思った。

「エリザベート・ローザ・ショコラティエ！」

　試しに呼ぶと、少女はびくっとして振り向いた。そして「……レベンス」と今度は彼の名を呼んだ。

「なんだ」

「ひとつ、注意」

　その顔はいつもと同じ無表情だったが、戸と惑まどったように瞬まばたきが増えていた。

「気安く、呼ばないこと」







　その夜は、昨日と同じく山中で明かすことになった。

　岩肌からちょろちょろと垂たれている湧わき水を汲くみ、ぐっと喉のどに流し込む。冷たい水は胸の奥にすっと染しみ込み、今日一日の疲れを癒いやす。

　彼は夕食の準備に取りかかった。石を並べて即席の竈かまどを作り、付近の林から枝を集める。幸い、ここ数日は雨も降ふっておらず、枝が乾かん燥そうしていて助かった。

　火打ち石で種たね火びを点つけたあとは、エリザに火の管理を任せた。少女は素す直なおに従い、頬ほおを膨ふくらませて一いつ生しよう懸けん命めいに空気を送る。唇くちびるを突つき出し、必死にフーフー言っている少女は胡桃くるみを頬張るリスのようで、大きな瞳ひとみが可愛かわいらしかった。

　干ほし芋いもだけの簡単な夕食が終わると、二人は静かに時を過ごした。レベンスは黙だまって火を掻かき回し、エリザはおもむろに剣の手入れを始める。例の大剣を火の明かりにかざしながら、布地で丁てい寧ねいに汚れを拭ふき取っていく。

　妙だな、と思った。昨夜見たときは傷だらけだったのに、今は刃はこぼれ一つ見当たらない。磨みがかれた黒こく曜よう石せきのごとく滑なめらかな光を放つ大剣は、まるで新品同様に見える。

　それとなく様子を窺うかがっていると、少女のほうから「……レベンス」と声を掛けられた。

「……なんだ？」

「それ」

　エリザは彼の胸を指差す。

「ん？　これか？」

　彼はペンダントを持ち上げる。鎖くさりの先には陶とう製せいの赤い塊かたまり。

「それは、何？」

「妹の形かた見みさ。元は髪かみ留どめだったけど、炎の熱でこんなになっちまった」

「形見……」

　エリザは小さな声でつぶやくと、それきり黙だまった。

　これのことを人に話したのは、いつ以来だろうか。彼は髪留めを指先で触さわりながら思い出す。妹のこと、両親のこと、故こ郷きようのこと。懐なつかしい思い出が脳のう裏りをよぎるが、それはいつも最後には真っ赤な血で覆おおい潰つぶされる。

「俺からも、ひとついいか？」

「なに？」

「その剣は、いったいなんなんだ？」

「……え？」

「なぜ、剣でおまえの体を斬きると、怪け我がが治なおる？」

「毒どくが、出たから」

「は？　毒？」

「そう」

「毒どくって何だ？」

「よく、分からない」

「はあ？」

　少女の回答は理解不能だったが、彼は気を取り直して質問を続ける。

「じゃあ、剣の傷は？　昨夜までは刀とう身しんが傷だらけだったよな？」

「この子は、私だから」

「は？」

「私が傷つくと、この子も傷つく。私が治なおると、この子も直る」

「……意味が分からないぞ？」

「私も、よく分からない」

「…………」

　レベンスは頭が痛くなってきた。

「ええと、それじゃあ……なぜ、剣けん聖せいを倒す？」

「あなたには、関係ない」

「聖せい剣けんを集めてどうするんだ？」

「それも、関係ない」

「教えろよ」

「だから、あなたには、関係ない」

「く……」

　少しばかり会話が成り立ったと思った矢先に、少女は「関係ない」を連発した。

　このままだと埒らちが明かないので、彼は少し攻め方を変えた。

　少女の口を割らせる方法、と考えてまっさきに思いつくのがこれだ。

「利息だよ」

　レベンスが唐とう突とつに言うと、少女は「……え？」と顔をしかめる。

「いいか。おまえは俺から馬を借かりている。借り賃ちんをツケにしてな。そうなると借金には『利息』ってのが発生するんだ」

「リソク……」

　少女は初めて聞いた言葉のように反はん芻すうする。

「おまえが俺から馬をかっぱらって、もう二日になる。そして明日も明後日あさつても利息は雪だるま式に増える」

「それは……借金が増える、ということ？」

「そうだ。このまま行くと大変なことになる」

　エリザの瞬まばたきが増える。彼の話を信じたようだ。

「……困る」

　言葉どおり、少女は心底困ったような顔をする。

　ちょろい、と彼は歓かん喜きした。少女がカモられやすいのは知っていたが、こうもあっさりと彼の口くち車ぐるまに乗ってくるとは。

「いいか、そこで提案だ。もし、今から俺のする質問に素す直なおに答えたら、利息の分はチャラにしてやってもいい」

「それ、本当……？」

　エリザは地じ獄ごくで救いの神に会ったように見つめる。その顔は本当に感かん謝しやの気持ちが溢あふれているような、珍めずらしく嬉うれしげな顔だった。

　──う……うん、いいんだ、これで。

　こうもあっさり騙だまされる少女を見て、彼はなんだか罪悪感を覚えた。

「質問その一だ」

　気を取り直して質問をぶつける。

「剣けん魔まのことを教えろ。あいつは何者で、今どこにいるのか」

「…………」

　にわかにエリザの唇くちびるがキュッと結ばれる。しばらくして返ってきた答えは「……言えない」というものだった。

「じゃあ質問その二」

　さすがにそこまで都合よく教えてくれるとは期待していなかったので、すぐに次の質問に移る。

「おまえの目的はなんだ？　なぜ、聖せい剣けんを集める？」

　少女はこれにも唇をキュッと締しめて、「……言えない」と同じ答えを返した。

「言わないと利息が膨ふくらむぞ？」

「うぐ……」

　少女は困った顔になる。

「七本の聖剣で、世界でも征せい服ふくするつもりか？」

「違う」

「何かの復ふく讐しゆうか？　剣けん聖せいに恨うらみがあるとか」

「それも違う」

「じゃあ、質問の角度を変えよう。……おまえ、ユキノシタときも、ルドベキアのときも、誰だれも犠ぎ牲せい者しやを出さなかったよな。それはどうしてだ？」

「必要、ないから」

「殺す必要がないってことか？」

　少女はこくりとうなずく。

「あんなに豪ごう快かいにぶった斬ぎっているのに、どうして殺さないで済ませられるんだ？」

「う……」

「だいたい、その剣は何だ？　どこで手に入れた？」

「うう……」

　さっきから少女は苦しげにうなっている。その青い瞳ひとみがうらめしげに彼を見上げる。

「どうした？」

「いぢめないで」

「は？」

「あんまり、いぢめないで」

　エリザは頬ほおをわずかに膨ふくらまし、不満げな口調で訴えた。昔、近所の女の子をからかったときにこんな顔をされたな、と妙に昔のことを思い出す。

「おいおい、別に俺はいじめてないぞ？」

「レベンス、質問、ばっかり。……そういう、いぢわる、きらい」

　エリザはぷいっとそっぽを向いた。

「お、おい……？　エリザ……？」

　その横顔は妙に幼く、唇くちびるがアヒルのように突つき出されている。拗すねているのだ。

　そんな子供みたいな顔もするんだな、と彼は新しい発見をしたような気になった。

「分かった分かった」降こう参さんするようなポーズで両手を小さく上げる。「今日の利息はこれでおしまいな」

　すると、少女はぽそっとつぶやいた。

「リソク、嫌きらい」
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　翌朝。

　二人は夜が明けるとすぐに出発した。

　天気は良く、空は青く晴れ渡る。涼すずしい風を浴びながら馬に乗っていると、レベンスは行こう楽らくに来たような気分になった。

　前にはエリザが馬に乗って進んでいる。馬の背には巨大な荷物がくくってあり、少女の長い髪かみが撫なでるように荷物の上で揺ゆれている。

「これからどこに行くんだー？　この方向だとザッハルか？」

　レベンスは前を進む少女に声を掛ける。エリザはぴくりと肩を動かすと、「……そう」と短く答えた。昨日と比べて一応返答してくるのは、レベンスの言った『利息』の話が効いているようだ。

「じゃあ、山を越こえたらもうちょいか。日が沈む前には着きたいな」

「…………」

「ってことは、次の狙ねらいはヴァリエガータか？」

「え……」少女は振り向く。「なぜ、そう思うの？」

「そりゃあ、帝国に行かないでザッハルなんて地方都市に寄るんだからさ。見当はつくさ」

「う……」

　少女はあっさり看かん破ぱされたことが悔くやしかったのか、ぷいっとそっぽを向く。顔の表情については乏とぼしいが、仕草はそれなりに豊かな少女だということを、彼はここ数日で理解し始めていた。

「なるほど、ザッハルか……」

　ザッハルはアストラガルス大陸有数の大河グラリオサの流りゆう域いきに位置し、土地も肥ひ沃よくで旅人たちの良き休きゆう憩けい所じよとなっている。帝国と王国のほぼ中間地点にあるが、戦略的な要所というわけではないため、戦火にさらされたことがほとんどない場所だ。

「たしかに、剣聖がザッハルに現れたって噂うわさは俺も聞いたことがある。……まだ、逗とう留りゆうしてるのか？」

「分からない」

「まあ、そうだな」

　心持ち、少女は馬の速度を上げた。レベンスと話してこれ以上ボロを出すのが嫌いやなようだ。

「ヴァリエガータか……」

　剣けん聖せいロサ・ガリカ・ヴァリエガータ。七人いる剣聖で唯ゆい一いつ、居所を定めない剣聖と言われる。神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、前まえ触ぶれなく現れては何をするでもなく去っていく。剣聖ユキノシタの屋や敷しきにふらりと現れたときは何かの密みつ談だんかと世間を騒さわがせたが、ユキノシタいわく「ただの茶飲み話だった」。剣聖ルドベキアのところに現れたときは帝国との戦争に加か勢せいするのかと騒がせたが、ヴァリエガータ本人いわく「近くまで来たので寄ってみた」。どこまでが真実でどこからが噂かはレベンスにも区別がつかないが、そんな気まぐれな風ふう聞ぶんがいつもついて回るのが剣聖ヴァリエガータという人物だ。

　世の人々いわく、剣聖一の気まぐれ屋。

「また、戦いになるな……」

　彼はちらりとエリザを見る。

　戦いの場所が近づいてきたにもかかわらず、少女に気き負おった様子は見られない。もし、これが常人なら、食事も喉のどを通らない気分になるところだ。剣聖相手に戦いを挑いどむことは、死刑執しつ行こうを待つに等しい。

　とんでもない肝きもっ玉たまなのか、はたまた、底抜けのバカなのか。大事の前にもまったく動じた様子を見せないエリザに、レベンスは呆あきれたような感心したような妙な気分になる。とにかくこの少女は底が知れない。

「本当に、変なヤツだよなあ……」

　二人で馬を並べながら、のんびりと細い山道を進む。途中、小川を見つけて休きゆう憩けいしたり、草原で馬に食事を取らせたりしながら、二人は目的の地へと向かった。

　だいぶ日が傾かたむいてきたころだ。

　二人は山道を終え、平地に出た。広がる畑には、まだ青色の麦や色とりどりの野菜が植えられている。赤く染そまった田園風景は、物悲しいような、少し懐なつかしい気分にさせる。

「へえ……」

　夕陽を浴びるエリザを見て、彼は思わず目を細める。風に揺ゆれる銀色の髪かみは新雪のごとく美しく、ひるがえるフードは翼つばさのごとく広がる。それは、少女をとても高貴な存在であるように演出し、お忍しのびで庶しよ民みんの街を訪れた美しい貴族令れい嬢じよう、といった風ふ情ぜいを醸かもし出す。しばしの間、レベンスは少女に見とれた。

　街に入ると、宿場町らしく客引きが一いつ斉せいに寄ってきた。

「お客さん、ウチの宿はどうですか！　お安くしますよ！」

「わがログル亭ていは季節の料理が自じ慢まんです！　おいしいですよ！」

「旦だん那な、旦那！　こっちにはいい娘こがいますよ！　どうです今夜！」

　馬を取り囲むようにして、客引きたちはわんさと寄ってくる。レベンスは「間に合ってる」「悪いな、また今度」と人波を掻かき分ける。

　強引に前に進み、熱ねつ烈れつ歓かん迎げいをやり過ごしてから、彼はあることに気づいた。

「あれ？」

　あたりを見回すと、先に街に入ったはずのエリザが見当たらない。

　街に入った隙すきに逃げられたか、と思ったが、それは杞き憂ゆうだった。少女はまだ街の入り口付近で立ち往おう生じようしている。

「あいつ、何やってんだ……？」

　レベンスは馬を近くの木につなぎ、人波を抜けて少女のところまで戻る。

「お嬢じようさん、ウチは料理が美お味いしいですよ！　お安くしますからぜひウチへ！」

「えっと……」

「いやいや、ウチのほうが安いですよ！　部屋からの眺めも絶ぜつ景けいです！」

「あの、その……」

「ささ、参りましょう！」

「あ、う……」

　少女は客引きの勧かん誘ゆう攻こう勢せいにたじたじとなっている。客引きの誘さそいに逐ちく一いち反応しては、「ええと」「その」「それは」と律りち儀ぎに返事をしている。

　その様子を見てとったのか、中には怪あやしげな業者も寄ってきた。

「お嬢じようさん、お嬢さん」

「なに？」

「入場料はもう払われましたか？　ここザッハルでは宿場町に入るのに百デリウスを頂くことになっておりますが、もちろんご存じですよね？」

「そう、なの……？」

「私は宿場町組合の役員をしております。よろしければここでお預かりいたしますよ」

「……分かった」

　少女は懐ふところから財布を取り出す。

　あのバカ、とレベンスは頭を抱かかえる。案の定じよう、少女は「百デリウス……」と銀ぎん貨かを出す。

「そこまでだ」

　レベンスは男の肩をポンと叩たたく。

「そいつ、俺の連れなんだ。そのへんで勘かん弁べんしてくれよ」

「ああ？」

　柔にゆう和わな表情が、打って変わって凄すごみの効いた顔になる。

「あんだ兄ちゃん、しゃしゃり出ると怪け我がするぞ？」

「宿場に入るのに百デリウスなんて、聞いたこともねえぞ。なあ？」

　レベンスは隣となりにいた客引きに声を掛ける。だが、客引きはびくりと後ずさり、「あ、いや、そういう決まりもあったような……」と言葉を濁にごした。

　ははあ、と彼はピンと来た。客引きの反応からして、男はこの街の仕切り屋だろう。ショバ代を取っている『そのスジの者』だ。この手合いはどの宿場にも必ずいる。少女が素人しろうとと見て、ひとつ巻き上げてやるかと出ばって来たのだ。

「怪我する前にやめとけ。こいつは猛もう犬けんみたいなもんだぞ？」

　レベンスは若じやつ干かん馬ば鹿かにしたような感じでエリザを指差す。そのぞんざいな扱あつかいに少女は唇くちびるをほんの少しとがらせる。

「んだコラ！　なめたクチきいてっと……」

　レベンスの胸ぐらが掴つかまれた瞬しゆん間かん。

　男はぐるりと回転し、地面に叩きつけられた。

　しまった、と彼は後悔した。本当は腕を軽くひねるつもりだったのに、思わず放り投げてしまった。

　レベンスは「すまん、大だい丈じよう夫ぶか」と男に謝あやまったが、もう遅かった。

「ぐ……このやろ……」

　男は立ち上がったが、背中を打ったのかまっすぐ立てない。ひょこひょこと腰の曲がった老人のような姿勢で「おぼえてろよ！」と捨すて台詞ぜりふを残して路ろ地じ裏うらに消えていく。

「あー。兄ちゃん、まずいことしたねえ」

　隣となりの客引きが、同情するような顔で言った。

「ありゃグボルグ一家のもんだよ」

「グボルグ……聞いたことがあるな」

「最近は若い娘をさらって、よその国に売り飛ばしてるって噂うわさだ。悪いことは言わねえから、早めに街を出るんだな」

　客引きはぶるりと肩を震ふるわせ、レベンスから離はなれていく。気づけば、他の客引きたちも彼から距きよ離りを取り、それとなく後から到着した旅人へと標的を移している。

「グボルグねぇ……」

　面倒なことにならなければいいな、と思った。

　傭よう兵へい稼か業ぎようの彼にとっても、この手合いの連中は少し厄やつ介かいだった。睨にらまれると仕事がしにくくなるので、普段はなるべく関わらないようにしている。

　──俺らしくない。

　エリザにちょっかいを出されたとき、どこか自分の気が逸はやった。それがなぜなのか、彼にはよく分からなかった。

「そういや、エリザは……？」

　目を離はなした隙すきに少女はまたいなくなっていた。

　あたりを見回すと、

「お嬢じようさん、これ、安いヨ！」

「……そう、なの？」

「お買い得ダヨー。今なら半はん額がくネー」

「……分かった」

　いそいそと財布を取り出すエリザを見て、レベンスは深いため息を吐ついた。
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「おまえはどうして行く先々でカモられるんだ！」

「別に、カモられて、ない」

　少女は真ま面じ目めな顔で否定した。

「いやいや、財布を出しただろ！」

「残りのお金を、確かめただけ。私、ぜったい、カモられてない」

　エリザは視線をそらしたまま、必死に自分の失敗を隠かくそうとする。

「だいたい、あなたこそ、喧けん嘩かしてた」

「王国騎き士し団だんに喧嘩を売った、どこぞのバカよりはマシだと思うがね」

「それ、私のこと？」

「他に誰だれがいる？」

「私は、バカじゃない。……ぜったい」

　少女は『ぜったい』を繰くり返す。それが怒ると出る少女の口くち癖ぐせだった。

「いーや、バカでマヌケでカモ野や郎ろうだね」

「……！」

　そこでエリザの顔に変化が起きた。今まで決して顔色だけは変わらなかったのに、頬ほおがわずかに赤く染そまっている。

「へえ……」

　そんな可愛かわいい顔もできるんだな、と思ったが、言葉には出さない。せっかく面おも白しろいものが見られたのに、元に戻ってはつまらない。

「そもそも、おかしい」

「何がだ？」

「どうして、同じ部屋、なの？」

「気に入らないのか？」

「そう」

「バーカ。金がないからに決まってるだろ」

「バカじゃないし」

「泊まれるだけありがたいと思え」

「レベンス、えらそう」

「悪かったな」

「夜よ這ばい、しない？」

「しねぇよバカ。つうか、道中では同じところで寝てたろ？」

「それは、それ。これは、これ」

「意味が分からん」

　彼は少し肩をすくめる。

「……ま、せっかく宿に着いたんだ。俺が荷物を見ててやるから、おまえは風ふ呂ろにでも入ってこい」

「また、のぞく気……？」

「だ、誰がおまえのような子供を。だいたい『また』とは何だ」

「レベンス、前科、ある」

「それは濡ぬれ衣ぎぬだ」

　さんざん言い合いを続けたあと、エリザのほうが先に言葉が尽つきた。この手の口くち喧げん嘩かではどうやら分ぶが悪いと悟さとったのか、最後はぷいっと顔をそむける。

「とにかく、のぞき、よくない」

「分かった分かった。じゃあ、俺が先に入るからな」

　彼は立ち上がると、エリザを置いて部屋を出て行った。

　足早に宿の階段を降おりながら、自分の言動を少し反省する。

「どうも、調子が狂うな……」

　エリザと話していると、知らないうちに口論になっている。それも子供同士のような口ゲンカだ。

　きっと疲れているんだ、温泉にのんびり浸つかって疲れを取ろう。そう結論づけると、彼は軽かろやかに風ふ呂ろ場ばの戸を開けた。途と端たんに、硫黄いおうの匂いがプンと立ち込める。

　ザッハルは温泉地としてそれなりに名が知られており、たいていの宿では源泉から湯を引いている。今いる宿も同じで、脱だつ衣い所じよから風呂場を覗のぞくと、竹林に囲まれた小さな露ろ天てん風呂が見えた。浴よく槽そうはせいぜい二人くらいしか入れない大きさだが、ほんのり木の香りがするところからして、作られて間もないようだ。天てん井じようを覆おおうように竹がさわさわと揺ゆれ、合あい間まに見える月明かりがなかなかの風ふ情ぜいだ。

「お客さま、困ります……」

「ん？」

　振り向くと、扉とびらの前には緑色のおかっぱ頭の少女が立っていた。宿の店員だというのは服ふく装そうですぐに分かる。

「あの、その……刀とう剣けん類るいは、持ち込み禁止です……」

「そうか」

　彼は長剣の入った袋ふくろを手渡す。少女は重そうに両手で持つと、「お預かりいたします」とお辞じ儀ぎをした。

「貴き重ちよう品ひんのほうもお預かりしましょうか？」

「いや、いい」

「お背中、流しましょうか」

「必要ない。もう下がっていいぞ」

　彼が下着まで脱ぐと、「わ、わわ、失礼します！」と少女は慌あわてて脱衣所を出て行く。

「ま、これくらいはないとな」

　財布の入った袋を開け、折り畳たたみ式のナイフを確認する。とかく傭よう兵へい稼か業ぎようは恨うらみを買いやすいので、用心に越こしたことはない。

「ふー」

　湯船に浸つかると、彼は大きく息を吐はいた。久しぶりの温かい風呂に手足を伸ばしてくつろぐ。

　だが、彼のくつろぎ空間はすぐに破られる。

　湯に浸つかって間もなく、ガラリと風呂の戸が開いた。

「な……!?」

　入ってきたのは裸はだかの少女だった。透すき通るように白い肌はだ、豊かな胸。

「あ、え、お……？」

　レベンスは一いつ瞬しゆんで言葉を失う。

「湯加減、どう？」

　エリザは平然と近づいてくる。一応、布切れで局部を隠かくしてはいるが、心こころ許もとないほど布地の面積が小さい。豊かなふくらみが布地から豪ごう快かいにはみ出し、声こわ高だかに自己主張をしている。

　彼は慌あわてて視線をそらすと、胸の動どう悸きを静める。刺し客かくには備えていた彼だったが、まさか少女が風ふ呂ろに入ってくることは予想しなかった。

「な、なんで、入って来るんだよ？」

　彼は緊きん張ちようを誤ご魔ま化かすように言った。だが、その声は上うわずっている。

「あんまり、じろじろ、見ないで」

「み、見てねぇし」

「でも、顔が赤い」

「気のせいだよ」

「もう、上がる？」

「入ったばかりだよ。だいたいおまえ、『のぞき、よくない』とか言ってたろ」

「たしかに、のぞき、よくない。……でも、今は、違う」

「どういう基き準じゆんだよ」

「お風呂は、みんなで、入る。私の村では、そうしてた」

「ガキのころの話だろ」

「大人も、子供も、みんな、いっしょ」

「なんで、のぞきはダメで混こん浴よくはいいんだよ？」

「世間の、常識」

「どこの世間だよ！　だいたい、裸で風呂に入るのが平気なら、なぜ夜よ這ばいはダメなんだ？」

「夜這い、よくない」

「理由は？」

「私、かよわい」

「しれっと嘘うそをつくな」

　照れ隠かくしもあり、レベンスはいろいろと言葉をぶつける。だが、乱れた動どう悸きはなかなか収まらない。

　少女の体つきはとても女性的で、小こ柄がらな体たい躯くに不ふ釣つり合あいなほど両の胸が豊かに膨ふくらんでいる。今はその白い肌に濡ぬれた銀色の髪かみがしっとりと張り付き、幼い少女というよりも大人の色いろ香かを存ぞん分ぶんに醸かもし出している。

　それが今、手を伸ばせば届くところにある。

「そ、そもそも、どうしてだ？」

　彼は会話をつないだ。黙だまっていると良からぬことを考えてしまう。

「風ふ呂ろなんか、俺の出た後でもいいだろ」

「さっき、『いっしょに入れ』って、言われた」

「は？　誰だれに」

「宿の子。……お客さんが、混んで来たから、お連れ様は、いっしょに……って」

「あー」

　彼は困ったように額ひたいに手を当てる。どうやら、二人の関係が兄妹か何かに見られているらしい、と察する。

　やがて、少女は体を洗い終え、彼の背後に近寄ってきた。

「レベンス」

「お、おう」

　どぎまぎしながら生返事をする。二人の距きよ離りは近く、少女の髪かみから落ちた水すい滴てきがぽたぽたと彼の肩に落ちる。

「そこ、どいて」

「え？」

　彼が反射的に身を動かすと、ちゃぷん、とお湯が跳はねる音がした。

「ごわっ……!?」

　エリザが浴よく槽そうに入ってきた。

「お、おい、いっしょに入る奴やつがあるか！」

「でも、二人まで、入れる」

「いや、そうじゃなくて……」

　よほど仲の良い夫婦でもここまではしないだろ、と言おうと思ったがやはり言葉を飲み込む。あまり男女のことを意識する発言はしたくない。

　木製の浴よく槽そうは竹林に囲まれており、出ようとすればエリザと密みつ着ちやくし、またぎ越こえるような方法しかない。退路を断たれた格かつ好こうだ。

　どうしてこうなった。

　彼は熱を冷ますように何度も顔をぬぐう。湯はぬるめで、多少は長く入っていられそうなのがせめてもの救いだ。

「ふぅ……、いいお湯」

　緊きん張ちようしているレベンスとは裏うら腹はらに、背後では少女がのんびりとした声を出す。

「お湯をー、まぜまぜー、ちゃぷちゃぷー、まぜてー♪」

「おい、なんだその歌は」

「湯もみ唄うた」

「は？」

「お湯を、掻かき混ぜて、ぬるくする唄うた」

「あー、そういや南部の風習にそんなのあったか……」

「お父さんが、よく歌ってた」

「南部出身なのか」

「知らない」

「ふーん……」

　エリザは続けて「ちゃぷちゃぷ、ちゃぷちゃぷー♪」と低い声で歌った。それはお世せ辞じにもうまくはなかったが、無む邪じや気きな声を聞いているうちにレベンスは緊きん張ちようがほぐれてきた。
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　──おにいちゃん、お湯、熱いー。

　昔、妹を風ふ呂ろに入れてやったときのことを思い出す。妹のフーシェは熱いお湯が苦手で、このくらいのぬるま湯じゃないと肌が赤くなって痛がったものだ。

　昔のことを思い出しているうちに、ふと彼は尋たずねた。

「おまえさ」

「ちゃっぷん、ちゃっぷん、まぜまぜー……ん？　何？」

「家族は、いるのか？」

　それは何なに気げない質問だったが、エリザの唄がやんだ。

「……お父さんと、お兄ちゃん、……あと、プリム」

「プリム？」

「おとうと……」

「ああ」

　少女の家族構成には母親が挙げられなかったが、レベンスはあえて聞き流す。

「今、どうしてるんだ？　故こ郷きようにいるのか？」

「……死んだ」

「え？」

「戦争で、みんな、死んだ」

「それはいつごろの話だ？」

「すごく、ちっちゃいとき」

「そう、か……」

　幼くして家族を失った境きよう遇ぐうは、奇くしくもよく似ていた。

　彼は知らず、口にしていた。

「じゃあ、俺と同じだな」

　その言葉に、エリザは「……うん」と小さく答える。

　会話が途と切ぎれる。

　やがて、ざぶりと音がして、少女は静かに風ふ呂ろ場ばから出て行った。

　広くなった浴よく槽そうで、彼は体を伸ばす。

「悪いこと、聞いちまったかな……」

　心に浮かんだ後悔は、しばらくの間、ゆらゆらと月明かりの浮かぶ湯面をさまよった。
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　湯から上がると、彼は宿の部屋に戻った。

　エリザはまだ戻ってない。外で髪かみでも乾かしているのだろうと思った。

　ベッドに横たわると、窓からは月が見える。外につないだ馬のいななきが聞こえる。

　──戦争で、みんな、死んだ。

　彼は小さくため息を吐つく。

「ま、そんなこったろうと思ったけどな……」

　エリザの世間知らずさや、年ねん齢れいよりも子供っぽい部分。そうした特とく徴ちようは、孤こ児じだと考えれば納なつ得とくがいく。レベンス自身も、旅を始めたばかりのころは色々なことが分からずに苦労したし、馬ば鹿かにされたりもした。そんなことを懐なつかしく思い出す。

　孤児だから同情するとか、そんな時代ではなかった。不幸な境遇はどこにでも存在し、それはレベンスだけの話でも、エリザだけの話でもない。

　だが、今までまったく知らなかった少女の生おい立ちに少しだけ触ふれることができて、わずかでも少女との距きよ離りが縮ちぢまったような気がした。

「そういやあいつ、遅いな……」

　しばらくしても、エリザは帰ってこなかった。ちょっと様子を見に行くか、と彼が考え始めたときだった。

「キャアアア……!!」

　突然、悲ひ鳴めいが聞こえた。

「な、なんだ……!?」

　レベンスはすばやく長剣を手に取って廊ろう下かに出た。階段の下からは男たちの怒声と、女性の悲鳴が聞こえる。

　足音を立てぬように階段を降おり、一階に通じる廊下を窺うかがう。「な、なんですかあなたたちは……!?」「やめて下さい、お願いです……！」とさっき風ふ呂ろ場ばで会った店員の声がする。

　壁かべに張り付くようにしながら、少しずつ廊下を進む。扉とびらの近くまで来ると宿の玄げん関かん口ぐちが視界に入る。室内には柄がらの悪い男たちが押し入っており、何やら大声で騒さわいでいる。

　何より彼を驚おどろかせたのは、賊ぞくと思おぼしき一人の男が、裸はだかの少女を抱かかえていることだった。その体に力はなく、ぐったりと四し肢しを伸ばしている。

　──ど、どういうことだ？　あのエリザがやられた、だと……!?

　戦いとなれば鬼き神じんのごとく強い少女が、今はあられもない姿で荷物のように抱えられている。

　彼は動どう揺ようした。世界最強の剣けん聖せいを倒した少女より、さらに強い敵。とても一いつ介かいの傭よう兵へいが敵かなう相手ではない。

　鋭するどい視線を走らせ、とにかく状況を確かめる。宿の主人は壁かべ際ぎわにへたりこんでおり、勇ゆう敢かんにも店員の少女だけが必死に賊に抵抗している。賊は全部で六人。

　様子を窺っていると、賊の一人が「奴やつはどこだ！　あの赤髪の男を出せ！」と叫さけんだ。見れば、それは宿場町に着いたばかりのころ彼に投げ飛ばされた男だった。

　レベンスは懐ふところに手を入れると、投げナイフを両手に二本ずつ、合計四本握る。宿の少女が必死に抵てい抗こうしているおかげで、男たちの注意がそちらに向いている今が好こう機きだ。

　覚かく悟ごを決め、ナイフを強く握り締しめる。

「ハッ！」

　彼は四本のナイフを同時に投げた。直後に、「ぎゃっ！」と男たちの悲鳴が響ひびき、四本すべてが命中する。

「な、何者だ……!?」

　思わぬ奇き襲しゆうに男たちが焦あせったときには、すでにレベンスが部屋の中に斬きり込んでいた。手前の男に飛び蹴げりを加え、着地した瞬しゆん間かんに隣となりの男の脚あしを斬きりつける。真っ赤な血しぶきが上がり、男が絶ぜつ叫きようして倒れる。

「て、てめえ……！」

　最初に蹴けられた男が慌あわてて刀を抜いたが、レベンスのほうが速かった。すれ違いざまに腕を斬きりつけると、男は刀を取り落とす。あっという間に六人の男たちが床ゆかに転がり、それぞれが傷を押さえて呻うめいた。

「あれ……？」

　レベンスは首をひねる。

「もうおしまいか……？」

　六人もいたのに、賊ぞくはあまりにも弱かった。いくら彼が歴れき戦せんの傭よう兵へいであるとは言え、これではそこらの雑ぞう兵ひようと変わらない。

「あいつ……こんなのにやられたのか……？」

　彼が拍ひよう子し抜けしていると、賊の一人が「う……っ」と呻いた。

「寝てろ！」

　賊が立ち上がろうとしたので、彼は容よう赦しやなく蹴りを入れる。「ぐっ！」と賊は壁かべに突つっ込み、今度こそ静かになる。

「エリザ……！」

　彼は少女の元へ駆かけ寄る。全ぜん裸らの少女は銀ぎん髪ぱつを巻きつけた蓑みの虫むしのように転がっており、そこに宿の少女がしゃがみ込んで「お客さま、お客様……！」と呼びかけている。

「どうだ、怪け我がは……？」

　彼が尋たずねると、宿の少女が「え、えと……特にないようです」とエリザを抱き起こしながら言った。彼はほっと胸を撫なで下ろす。

「それにしても……」

　少女の顔をまじまじと眺める。気絶した顔はとても幼くて、お昼寝中の幼よう児じのようにさえ見える。

　ひょっとして、と胸中に一つの疑ぎ念ねんが頭をもたげる。それは無敵の剣けん聖せいを倒した少女には、あまりにも似つかわしくない言葉。

「実は、ものすごく、弱い……？」
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　治ち安あん官かん吏りが到着すると、事件はそれで終わった。

　賊は六人とも連行され、誰だれもがギャアギャアと喚わめき散らしていたが後の祭りだった。賊全員を軽けい傷しようで済ませたのは、レベンスの優やさしさというよりも、のちのち余計な恨うらみを買わないための計算だ。

　思わぬ置き土産みやげもあった。

　賊ぞくは、裏通りに一台の馬車を停めており、そこには若い女性たちが縄なわで縛しばられていた。官かん吏りの話によれば、男たちは最近巷ちまたを騒さわがせていた『人ひと攫さらい』で、他国に若い女性を売り飛ばす賊の一味らしい。

　助けられた若い女性は口々にレベンスにお礼を言い、中には頬ほおに口づけをしたり、抱きついたりしてくる者もいた。女性たちはほとんどがヴァーゼリア帝国の出身で、外国に売り飛ばされる寸すん前ぜんだったと言う。「ぜひ、私の故こ郷きように遊びに来て下さい！　歓かん迎げいしますよ！」という熱ねつ烈れつな誘さそいもあり、レベンスは断るのに苦労した。

　宿の少女に至いたっては、レベンスのことを救きゆう世せい主しゆのように絶ぜつ賛さんした。エリザの着替えや、夜食の準備、迷めい惑わく料りようとして当面の宿やど賃ちんの棒ぼう引きまで主人に掛け合ってくれた。

　温かい食事で一息つくと、レベンスはエリザとともに自室に戻った。

　ベッドに寝転がり、うーんと体を伸ばす。道中の疲れとさっきの騒そう動どうでさすがに眠い。エリザは隣となりのベッドに腰掛けると、両りよう膝ひざを抱かかえて壁かべに寄りかかる。

　狭せまい寝室に二つ並んだベッド。

　窓まど枠わくから入る月光が、二人の間に境界線を引くように射さし込む。

　宿の一階には念のため、交代で治ち安あん官吏が夜番に付いている。そのため、賊の残党が逆さか恨うらみしたとしても、さすがに今夜襲おそってくることはないだろう。

　ちらりと隣のベッドを見ると、エリザは膝を抱えたままじっと顔を伏ふせている。その顔は宙の一点を見つめており、何か考え事をしているようだ。

　彼は改めて、先ほどの事件を振り返る。少女が賊に捕つかまり、それを彼が助けた。ただそれだけの事件だったが、一件落着で済ませるにはあまりにも不ふ可か解かいだった。

　──剣けん聖せい殺しが……負けた？

　二千年もの間、代々の剣聖は無敗を誇ほこり、自他ともに認める最強の存在だった。その剣聖を二人も撃げき破はした少女が、そこいらの賊にあっさりと敗北した。賊が強かったわけでも巧こう妙みようだったわけでもなく、レベンスの投げナイフであっさり一いち網もう打だ尽じんにできる程度の相手だ。エリザが丸まる腰ごしだったということを割り引いても、あの程度の賊にやられたのは納なつ得とくがいかない。

「なあ」

　彼が声を掛けると、エリザは「……なに？」と小さな声で答えた。

「ちょっと、手を出せ」

「……え？」

「少しでいい」

　彼は握手を求めるように、少女に向かって手を伸ばす。

　少女は彼の手を見つめて、少し躊ちゆう躇ちよした。ただ、今日助けられた恩を感じたのか、やがてはそろそろと自分の手を差し出した。

　レベンスはその手を、強めに握り締しめる。

「あ……」

　少女の吐と息いきが漏もれる。

　その手はあまりにも小さく、柔やわらかかった。何より驚おどろいたのは、その手の温かさだ。どこか、冷たい氷のような印象のあった少女が、確かにそこに生きているというぬくもり。

　手のひらで包むと、少女の手は彼の手の中にすっぽりと収まった。白くて滑なめらかな皮ひ膚ふが、力を入れると破けてしまいそうだ。そんな柔らかい感かん触しよくの中で、手のひらにできたざらりとした硬いタコが異質だった。

　──こんな、小さな手で……。

　彼は妹の手を思い出す。二人でどこかに出かけるたびに、妹は兄の手を求めた。あの、紅葉もみじのような小さな手。

「な、に……？」

　手を握ったまま、エリザが小首を傾かしげる。

「少し、確かめたくてな」

「確か、める……？」

「おまえが実は……」彼は一いつ瞬しゆんためらったが、はっきりと告げる。「すごく弱い、ってこと」

「なに、それ」

　エリザは不ふ服ふくそうな顔になった。眉まゆが少しだけ上がる。

「おまえ、剣がないと弱いだろ」

「何を……」

「呆あつ気けなく賊ぞくにやられたのも、そういうわけだろ？」

「む……」

　エリザは唇くちびるをとがらせると、「私は、弱くない。……ぜったい」と反論した。

「じゃあ、こうするぞ」

　もう少しだけ、エリザの手を強く握る。それはちょっと痛みを感じる程度の加減だったが、少女は危き機きを感じたらしく、手を引き抜こうとした。彼がなおも力を込めると、トンッと軽い力が彼の胸を打った。

　それから少女は、何度もレベンスの胸を打ったり、肩を押したりしたが、彼を動かすことはできなかった。屈くつ強きような傭よう兵へいである男と、年とし端はもいかぬ小こ柄がらな少女。その力の差がはっきりと現れる。

「おねがい、やめて……」

　少女はかぼそい声で訴える。

「ああ、すまん。……ちょっと力が入った」

　彼は少女の手を放す。

　思わず力を込めてしまったのには訳わけがある。ともに過ごしたこの数日間で、彼は日に日に少女のことを知りたいと思うようになっていた。世界最強の剣けん聖せいを倒した人物は、一ひと皮かわめくればあまりにも幼く、無む垢くな子供だった。剣聖を倒すほどの圧倒的な強さに対し、彼の腕一本すら振りほどけない弱さ。その違い和わ感かんは今日、見過ごせないほどに膨ふくらんだ。

「おまえ、今日は俺に命を救われたよな？」

　命を、というところに力を込める。

　エリザは真剣な顔で「……うん」とうなずいた。それを言われると弱い、というのが強こわ張ばった顔色から手に取るように分かる。

「今日のことを、少しでも『借り』だと思っているのなら」彼は少女から視線を外さずに、まっすぐに要求する。「教えてくれ。おまえの目的を」

「それは……」

　少女は脅おびえたように、膝ひざを抱かかえた両腕を引き寄せる。青い瞳ひとみが揺ゆれ、胸中の迷まよいを映して視線が泳ぐ。

「このとおりだ」

　彼は深々と頭を下げる。精せい一いつ杯ぱいの誠実さを込めて「頼たのむ……」と搾しぼり出すように告げる。

　少女は押し黙だまった。

　膝の上で、手がぐっと握られる。

　さらに時間が経たったあと、少女はわずかに視線を上げ、ぽつりと言った。

「……分かった」







「私の、目的」

　軒のき下したに落ちる雨あま露つゆのように、エリザはぽつりぽつりと話し始めた。

「聖せい剣けんの、破は壊かい」

「破壊……？」

　それは意外な答えだった。それ一本で、一国の軍隊すら凌りよう駕がすると言われる聖剣を、破壊する。少女の発言は突とつ拍ぴよう子しもなかった。

「破壊って……せ、聖剣をぶち壊こわすってことか？」

「そう」

　──なんだ？　何を言っている？

　何を言われても驚おどろかないつもりだったが、少女の告白は最初から理解を超こえていた。

　剣聖を倒し、命がけで手に入れた聖剣。少女はそれを「壊す」と言った。

「な、なぜ、そんなことをする？　聖剣だぞ？　それ一本で世界を支配できる剣だぞ？」

　舌を噛かみそうになり、自分でも動どう揺ようしているのが分かる。

　エリザは淡たん々たんと答える。

「危険、だから」

「危険……？」

「聖せい剣けんを振るうと、体内に『悪いもの』が溜たまる。それが、積つみ重なると、剣けん聖せいに、『悪い影えい響きよう』が、出る」

「悪いもの……？　悪い影響……？　ちょ、ちょっと待て」

　少女の話はまったく理解できない。一つ一つの単語がまるで頭に入ってこないのだ。

「俺にも分かるように説明しろ。まず、『悪いもの』ってなんだ……？」

「悪いものは、悪いもの」

「おい、分かるように説明しろと言っただろ」

「ええと……」

　少女は困ったように口ごもり、それから「毒どく……みたいなもの」と説明した。

「聖剣を使うと、体に『毒』が溜まる？」

「そう」

　こくりと少女はうなずく。

「毒が溜まると、どうなる？」

　レベンスは先を促うながす。聖剣の『毒』というのも理解不能だったが、今はとにかくすべての説明を聞くのが先だと思った。そうでないと話が不ふ可か解かいすぎて何を質問したら良いかも分からない。

　少女は淡たん々たんと説明を続けた。ただ、ちらちらと上うわ目め遣づかいに彼を見る視線が、どこか不安げにも見えた。

「聖剣を使うと、悪いもの……えっと、毒、みたいなものが、溜まる。すると、剣聖は、毒に、やられる。毒が、回りきると……剣聖は、人で、なくなる」

「毒のせいで、剣聖が、人でなくなる？」

「うん」

　エリザはうなずいた。

「そして剣聖は、『剣けん魔ま』になる」

「ケンマ……？」

「剣の魔ま物もの、という意味」

　──待てよ、それって前にも……。

　彼は思い出したことがあったが、ここはあえて聞き流した。

「いいか、話をいったんまとめるぞ。──聖剣を使うと、毒が溜まる」

「うん」

「その毒で、剣聖がやられる」

「うん」

「そうなると、剣けん聖せいは剣けん魔まになる。……ここまで合ってるか？」

「合ってる」

「じゃあ、剣聖が『剣魔』になったとして……、その先はどうなる？」

「剣魔は、はらぺこ」

「は？」

「いつも、はらぺこで、血に、飢うえてる」

「はらぺこって、おまえ……」

「剣魔は、いつも、飢えてる。人の血に、飢えてる。だから、人の血を、食らうために……」

　少女はそのとき、ギュッと手を握った。

「殺しまくる」

　その言葉だけ、声こわ音ねが変わった。青い瞳ひとみが冷たく光り、彼は背せ筋すじがぞくりとする。

「殺しまくる……って？」

「目に入る者たち、すべてを、殺しまくる。何人でも、何十人でも、何百人でも。……その飢えと、渇かわきは、癒いやされることなく、いつまでも、殺して、殺して、殺しまくる。それが剣魔。人の形をしながら、人ではない存在」

「待ってくれ。……そろそろ、聞かせてもらうぞ」

　──あれは剣魔。剣の魔ま力りよくに囚とらわれた者。人の形をしながら、人ではない存在。

「おまえ、前にも言ったよな？　俺の仇かたきのことを『剣魔』だって。その剣魔と、今おまえが話した剣魔は同じものなのか？」

「そう」

　エリザは迷まよわず断言する。

「前にも告げたとおり、あなたの仇は『剣魔』。それは、すなわち──」

　次の言葉はレベンスに衝しよう撃げきを与えた。




「剣聖」




　しばし、静せい寂じやくが訪れた。

　レベンスの頭の中では滅め茶ちや苦く茶ちやな勢いでエリザの言葉が駆かけ巡めぐる。

　聖せい剣けんを使うと、毒どくが溜まる。

　毒が溜まると、剣聖が『剣魔』になる。

　つまり、レベンスの仇は剣聖。

「ええと、だな……」

　彼は何か答えようとしたが、うまく言葉が出てこない。

　エリザの話は、彼が今まで知っていた世界の真実とあまりにかけ離はなれていた。聖剣は世界最強の武器で、剣けん聖せいはそれを管理する存在。剣聖は世界の均きん衡こうを保ち、世界を破は滅めつから守る存在。それが少女の話ではまるで逆になる。

　少女は目を伏ふせている。レベンスの不信感が伝わったらしく、話してしまったことを後悔するような顔。

　ただ、今の彼には少女を気き遣づかう余裕がなかった。頭の中では、自分の仇かたきが剣聖である、という一点が楔くさびのように突つき刺さっている。

「……じゃあ」

　ショックを抱かかえながらも、彼はさらに質問を重ねた。これ以上分からないことが増えないように祈いのる気持ちだった。

「おまえ、さっき、『聖せい剣けんを破は壊かいする』と言ったな」

「……うん」

「それは、剣聖が剣けん魔まになるのを防ぐためか？」

「……そう」

　少女はうなずく。その口調はいつものように淡たん々たんとしているが、今はどこかさびしい響ひびきがあった。

「剣魔は人間を殺しまくる。だからそうなる前に剣聖を倒す。そういうことだな？」

「……そう」

「つまりは人助けってわけか……。それならなぜ、聖剣をすぐに破壊しない？」

「聖剣は、全部集めるまで、破壊できない。そういう、決まりなの」

「決まり？」

「そう、決まりなの」

　エリザは唇くちびるをキュッと閉じる。なぜ、そういう決まりなんだ、という疑問は飲み込んだ。それを聞いてしまうと更さらに混乱の泥どろ沼ぬまにはまりそうな気がしたからだ。

「それで……」

　彼は拳こぶしをぐっと握る。ここからが本題だ。

「俺の『仇』が、その……『剣魔』だっていうのは本当なのか？　つまり、元々は『剣聖』だと？」

「そう」エリザは即そく答とうした。「あなたの家族、殺したのは、剣魔。つまり、剣聖……だった人」

「ちょっと待て。じゃあ、元々いる七人の剣聖は何なんだ？　七人のうちの誰だれかが剣魔になり、俺の家族を襲おそったのか？」

「おそらく、そう」

「それは誰だ？　そのクソ剣聖はいったい誰なんだ……!?」

　知らず、声が大きくなる。長年追ってきた仇の名前をやっと知ることができると思った。

　だが、少女の答えは肩かた透すかしだった。

「……分からない」

「分からない？」

「まだ、分からない。七人の剣けん聖せいの中に……えっと、二人倒したから、残る五人のうちに、あなたの仇かたきは、いる。人でないのに、人のふりをしている、何者か」

「どうして分からない……？」彼はまくし立てる。「剣けん魔まになったら、人間を殺しまくるんだろう？　じゃあ、そいつは今でも周囲の人間を無差別に殺しまくっているんだろう？　なんで分からないんだ？」

「分からないの」

　エリザは困ったように告げた。

「それが、私にも、分からないの……」

　少女は弱々しげにうつむく。

　彼は幼いころに見た『光る眼めの剣士』を思い出す。むごたらしく自分の家族を殺し、故こ郷きようを滅ほろぼした存在。あれが剣魔で、そいつは今も剣聖としてのうのうと世界の頂点に君くん臨りんしている。その事実は今まで以上に彼の憎にくしみを増ぞう幅ふくさせた。

　しかし、一方では別の感情も生じた。ただの個人的な仇討うちが、今や剣聖討とう伐ばつという計り知れないほど大きなものに変へん貌ぼうした。少女という手がかりを得たことで、一度は近づいた仇が、一気に雲の上に逃げてしまったような気分だ。

　剣聖を倒す。

　それはすでに、エリザが二度に渡って成なし遂とげていることだった。

　だが、レベンスにはとても現実のこととは思えなかった。仇はぶっ殺す、と胸に誓ちかっていた彼だったが、相手が剣聖となると急にその自信が失われる。戦って勝てるとは思えないし、そもそも戦おうと考えたことすらない相手だ。

　だから訊きいてしまった。

「証しよう拠こは？」

　それは論理的な質問というよりも、感情的に相手を疑う質問だった。

「証拠はあるのか？　剣聖が剣魔になるっていう、証拠は？」

「…………」

　エリザは黙だまったまま、レベンスを見つめる。

「あ……」

　質問したあとになって、彼は自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　少女の青い瞳ひとみは、わずかに見開かれ、そこが濡ぬれたように光っている。それは彼にあることを気づかせる。

　少女はレベンスのことを信じて、秘密を打ち明けたのだ。

　──しまった……。

　そう思ったときには遅かった。

「……誰だれも、信じなかった」

　ぽつりと、少女が漏もらす。

「今まで、何度も、何度も、話した。大人にも、役人にも、偉えらい人にも、たくさん、たくさん、相談した。でも、でも、誰も、誰も、信じて、くれなかった。だから、私は──」

　少女は目を閉じ、搾しぼり出すように告げた。

「一人で戦うと、決めたの」







　話が終わると、静せい寂じやくが訪れた。

　レベンスは壁かべに寄りかかった姿勢で、自分が少女の信しん頼らいを裏切ったことを感じていた。自分を責める気持ちと、それでいて少女を非ひ難なんする気持ちがどこかにある。そんな突とつ拍ぴよう子しもない話、証しよう拠こもないのに誰が信じるか。それが彼の正直な感想だ。

「…………」

　少女はじっと口を閉じ、さみしげにうつむいている。どんなに熱心に危き機きを訴えても、誰からも相手にされない。そんな孤こ独どくがありありと見える。

　沈ちん黙もくが続くと、彼はそれに耐えられない気がした。

　だから、少女の冷たい反応を覚かく悟ごで切り出した。

「……そうだ、思い出したことがある」

　彼は雰ふん囲い気きを変えようと、少し軽い調子で言う。

　エリザは黙だまったまま顔を上げる。何を考えているのかは分からない。

「おまえ、なんで剣を使わなかったんだ？」

「え？」

「おまえの剣、呼べば来るんだろ？」

「……うん」

　少女はレベンスを見て、静かにうなずく。わずかでも言葉が返ってきたことに、彼は内心でほっとする。

　彼はエリザとのつながりを求めるように、質問を続けた。

「じゃあ、賊ぞくのときはなぜ大剣を呼ばなかった？　そうしたら、あんな連中に不ふ覚かくを取らないで済んだろうに」

「違うの」

　少女は首を振った。

「あのとき、私は呼んだの。でも、来なかったの」

「来なかった？」

「そう。いつもなら、一声で来るのに……」

　大事なことを思い出したらしく、少女の顔は曇くもった。

「でも、なんで、あのとき……『処ア女イ神ゼ拷ル問ネ』、来てくれなかったんだろう……？」

　そのときだ。




「教えてやろうか？」




　その声は、二人の会話に急に割り込んだ。

「誰だれだ……！」

　レベンスは窓のほうに怒ど鳴なった。

「なーに、そう驚おどろくことはない」

　窓が外側から開き、風が室内に吹き込む。

　彼は驚いた。窓からフワリと入ってきた人物は、床ゆかに静かに着地し、まるで慣れ親しんだ我わが家のように窓まど枠わくに腰掛ける。

「あ……！」

　エリザも驚きの声を上げる。

　そこに座っていたのは宿屋の少女だった。

「おまえ……」

「ただの店員と思うたか？」

　その雰ふん囲い気きは以前とまるで違っていた。幼い姿なのに老ろう婆ばのごとき言葉遣づかい、それに得え体たいの知れない迫はく力りよく。緑の瞳ひとみは怪あやしく輝かがやき、口の端はしは悪あく魔まじみた微び笑しようを浮かべている。

「そういえば自己紹介がまだだったのう」

　そして少女は驚くべき名を口にした。




「我が名はロサ・ガリカ・ヴァリエガータ。剣けん聖せいじゃ」




　　　　９




　風がやんだ。

　まっさきに反応したのはエリザだ。ベッドから飛び降おりると、

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ！」

　途と端たんに荷物が身み震ぶるいして、中から大剣が飛び出す。

「ふむ、いい反応じゃ」

　ヴァリエガータと名乗る少女は窓枠に腰をかけたまま、余よ裕ゆうの笑みを浮かべている。

「ほれ、わしは聖せい剣けんを持たずに来ている。交戦の意志はないぞ」

　少女はぷらぷらと両手を振ってみせる。

　そんな馬ば鹿かな、とレベンスは驚おどろきを隠かくせない。まさか今夜のうちに剣けん聖せいに遭そう遇ぐうするとは思わなかったし、まさかあの宿屋の少女がそうだとは。

「……二人とも良い目じゃ。ひとつ、いいことを教えてやろう」

　少女はピッとエリザの大剣を指差す。

「その大剣、賊ぞくが出た時は呼んでも反応しなかった。なぜじゃと思う？」

「え……？」

「おぬしが言葉を発するとき、その意志が『波』となって大剣に伝わる。そして大剣がおぬしを識しき別べつして飛んでいく。からくりはそんなところじゃ。だから『波』を遮しや断だんすれば、剣は反応しない」

「波……」

「さよう。あのときわしも、おぬしの剣を同時に呼んだ。だからおぬしの声が相そう殺さいされ、剣が来なかった」

「そんなことができるなんて……」

「老ろう婆ば心しんから一つ忠告してやろう。目的を成なし遂とげたくば、決してその剣を手放すな。人に預けるな。剣がなければおぬしはか弱い娘にすぎぬのじゃから」

「余計な、お世話」

「ふふ……図星じゃな」

　少女はククッと微笑ほほえんだ。まるでエリザとの会話を楽しんでいるようだ。

「なんにせよ、あの程度の賊にやられるとは予想外じゃったぞ？」

「もしかして」

「そう、わしが賊を呼んだ。おぬしらを試すためにな」

「卑ひ怯きよう」

「ククク。油断するほうが悪いんじゃよ。……とにかく、今こ宵よいはこのへんで」

「待って！」

「なんじゃ」

「しっぽを巻いて、逃げる気？」

「おうおう、言うてくれるのう」

　少女は変わらず楽しげだ。

「だがな、強気なお嬢じようさん。相手の力量を推おし量はかることも、剣士にとって大切な素そ養ようじゃて。それに今は聖剣を持ってきとらんし」

「それは嘘うそ。……気配、感じる」

「ほほう」

　少女は感心した顔つきになると、「ふむ、よかろう」とうなずいた。

「死ジ神ー乃ノ爪ス」

　ぽつりとつぶやくと、少女の手には巨大な武器が現れた。長い柄えの先には丸みを帯びた刃やいばが伸びている。

　それは巨大な鎌かまだった。神話に登場する死神が、亡もう者じやの霊れい魂こんを刈かり取ると言われる大鎌。そんな印象をレベンスは抱いだいた。少女の小さな体たい躯くに比べて、鎌は不ふ釣つり合あいなほど大きく、三日月のように湾わん曲きよくした刃やいばが月夜に妖あやしく光る。

「戦ってもよいが、おぬしの力量では返り討うちじゃぞ？」

「やってみなければ、分からない」

「いんや、分かるよ」

　少女は──いや、その武器から言って間ま違ちがいなく剣けん聖せいヴァリエガータは、くるくると聖せい剣けんを回した。鎌の切っ先が銀色の弧こを描えがいて光の軌き跡せきを描く。今は少しも戦う気がないような軽い態度だ。

「構えて」

「無用じゃ」

「……どうなっても、知らないから」

　エリザは大剣を両手で握り、腰を低く落とした。少女が得意とする突とつ撃げきの構えだ。

　レベンスは思わず壁かべ際ぎわに退しりぞく。正直なところ、今は勝負しないほうが良いと思っていたが、一度火の点ついたエリザを止める自信もない。

「どうしても、と言うならやってもよいが……」大鎌をくるりと回転させ、幼い少女はニタリと挑ちよう発はつ的に笑う。「宣せん言げんしようか。おぬしは一秒で負ける」

「……一秒？」

　エリザの目がすっと細くなる。あっさり挑発に乗った少女は床ゆかを蹴けると、一気に突撃した。

　次の瞬しゆん間かん。

　バチンッ、と火花が散り、

「きゃっ……！」

　珍めずらしく可愛かわいらしい悲ひ鳴めいを上げて、エリザは剣を取り落とした。

　そして決着はついた。

　エリザが手の甲を押さえたときには、すでに鎌の切っ先が喉のど元もとに突つきつけられ、もう一歩も動けない。

「なんだ、今のは……」

　彼が驚おどろいていると、少女はそれに答えるようにニタッと笑った。

「風呂場で大剣を預かったときに、ちいっとばかり細さい工くをしておいた。ほんのちょっぴり火花が出るだけじゃが、実戦では効果的じゃろ？」

「ぐ……」

　エリザはのけぞった姿勢のまま、返事すらできない。

「宣せん言げんどおり、一秒で敗北じゃな」

　ヴァリエガータはあっさりと鎌かまを引っ込める。途と端たんに、エリザはカクンと膝ひざをついた。相手の早はや業わざに心底驚おどろいたようだ。

「今のおぬしでは、到とう底ていわしには及およばんよ。技術も、知恵も、経験も、何もかもが足りぬ。わしにとっては赤子の手をひねるがごとく、じゃ」

「うぐ……」

　今度はエリザも言い返せない。たった今、実力差を証明されたばかりだったからそれも当然だ。

「明日の夜、わしはリベルガ墓ぼ地ちにいる。再戦したければそこに来い」

「……必ず、行く」

　エリザは剣聖を睨にらみつける。いまだ闘とう志しが衰おとろえないのは大したものだったが、さすがに今すぐ再戦とは言い出さなかった。

「ただ、今のおぬしでは話にならんしな……」

　剣聖は首を傾かしげる。

「ではこうしよう。必ずそこの男といっしょに来い。……それが勝負の条件じゃ」

　ヴァリエガータはレベンスを見つめ、いたずらっぽく微笑ほほえむ。その瞳ひとみは深い緑色をしており、深しん淵えんな森にひそむ魔ま物もののような印象を受けた。

　その言葉を最後に、少女は窓の外に消えていった。
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　翌日の午後。

　レベンスは一人、ベッドで寝ていた。

「昨日は驚いたな……」

　賊ぞくの襲しゆう撃げき、エリザの独白、そして剣けん聖せいの襲しゆう来らい。あまりにも目まぐるしい展開に、彼は翻ほん弄ろうされるばかりだ。宿の主人によれば、あの少女が働き出したのは一ヶ月ほど前からで、素す性じようはよく知らないと言う。

　あれが実は剣聖なんだ、ということは黙だまっていた。賊の襲撃で腰を抜かしていた宿の主人に、そんな話をしたら卒そつ倒とうしかねない。

　事実上、剣聖とは再戦の約束をした形になった。時間が来れば、エリザは必ずリベルガ墓地に向かうだろう。夕方までに到着するつもりなら、そろそろ出発する頃合いだ。

「どうする……」

　彼を迷まよわせていたのは、昨日のエリザの話だ。

　──あなたの仇かたきは『剣けん魔ま』。それはすなわち、剣けん聖せい。

「くそ……」

　仇は剣聖。正確には『剣魔』という剣聖よりも厄やつ介かいな殺人鬼。少女の話が本当なら、レベンスは残る剣聖五人と対たい峙じし、仇を見つけなければならない。

「なんで、よりによって……剣聖なんだよ……」

　剣聖。それは神に等しい存在。世界最強の無敵の剣士。剣聖を倒す依い頼らいを請うけ負うくらいなら、どこぞの国王や皇帝を暗殺しろというほうがよほど現実味がある。剣聖が仇であると認めることは、彼の個人的な仇討ちが、世界を敵に回す戦争になることを意味する。

「とても信じられん……」

　エリザの話を思い返し、巡めぐり巡ってたどりつく結論はその一点に尽きた。信じられないし、信じたくもない。おまけに証しよう拠こもない。少女がただ、そう思っている。それだけの話にすぎない。でっち上げの大おお嘘うそか、妄もう想そうじみた与よ太た話ばなし。あの騙だまされやすい少女のこと、きっと何かの話を聞いてそう思い込んでしまったに違いない。そういうふうに説明することは充じゆう分ぶんに可能だったし、冷静に考えてそれが一番常識的な結論だった。

　だから昨日、訊きいてしまったのだ。

　証拠はあるのか、と。

　──今まで、何度も、何度も、話した。大人にも、役人にも、偉えらい人にも、たくさん、たくさん、相談した。でも、でも、誰だれも、誰も、信じて、くれなかった。だから、私は──

　そのとき、キィッ、とドアが開いた。

「あ……」

　ふわりと風が吹き込み、銀ぎん髪ぱつの少女が顔を出す。

　彼はまとまらない頭のまま、「……行くのか？」と尋たずねる。

「うん」

「……そうか」

　どこへ、とは訊かなかった。

　少女が部屋を出て行く。トントントン、と階段を降おりる音が聞こえる。

　彼も立ち上がり、無言で階段を降りる。

　宿屋の前には一頭の馬が引かれている。これがレベンスから少女へのせめてもの餞せん別べつだった。

　エリザが馬に乗ると、彼はいよいよ別れのときが来たことを感じた。

　少女は黙だまったまま、しばらく手た綱づなを握る。どこか寂さびしげな横顔は、別れを惜おしんでいるようにも見える。

　やけに静かだった。

　夕暮れが訪れつつある街で、子供の声がする。二人の子供が彼らの脇わきを通り過ぎると、「おにいちゃん、待ってよー」「へへ、いやだねー」という声が聞こえた。それが今はどこか遠くの出来事に思える。

「…………」

　おもむろに、エリザが馬から降おりた。

　そして、彼の前まで歩くと、少し背伸びをするように顔を上げた。

「あ、あのね……」

　少女は彼を見上げたり、うつむいたりを繰くり返す。

「い、い、いっしょに……」

　エリザは声を詰まらせ、どもりながらしゃべる。それが、少女の緊きん張ちようしたときの癖くせであることをレベンスはまだ知らない。

　いっしょに来て。そんな言葉を彼は予想する。

　だが、次に出てきた言葉はそれとは異なるものだった。

「い、いっしょ、に……た、旅を、できて……」

　どもりながら少女は続ける。

「ひ、ひさしぶりに……ひとりぼっちじゃ、なくて……」

　彼は硬こう直ちよくしたようにエリザの言葉を聞く。何より、これほど緊張して、声を上うわずらせている少女を見るのは初めてで、何か現実ではないような気がする。

「わたしね、その……」

　それは上うわ目め遣づかいの、なんだか恥はずかしそうな顔だった。白い頬ほおが今はほんのりと朱しゆ色いろに染そまる。




「あなたのこと、ぜったい、忘れない、と思う……」




　そっと手を握られたが、それは一いつ瞬しゆんのことで、

「さよなら」

　柔やわらかい感かん触しよくが、彼の手から離はなれた。

　少女はひらりと馬に乗る。

　馬がゆっくりと歩き出す。少女の赤いフードがめくれ上がり、銀色の髪かみが風になびく。それは旅立ち。出会いと別れを経へて、また、一人ぼっちの旅立ち。

　レベンスは手のひらを見つめる。そこにはまだ少女のぬくもりが残っていて、彼はそれを確かめるように手を握る。

　──あんなに、小さな手で……。

　壊こわれそうなくらい、小さく、柔らかな手。

　レベンスは昨夜のことを思い出す。彼が軽く入れた力を、少女は両手で必死になっても振りほどけなかった。握り締しめただけで赤くなってしまう、幼児のような柔やわらかい手。同年代の男の子にすら負けそうな、か弱い女の子の手。

　遠ざかる少女の背中を見つめる。

　すると、レベンスの胸中には不ふ思し議ぎな変化が起きた。

　それは、胸を締め付けるような、痛みにも似た感覚。

「俺は……」

　彼は自分の胸をギュッと握る。鼓こ動どうが速い。

　そして気づいた。

「あ……」

　少女がこちらを見ている。

　馬に揺ゆられたまま、上半身だけをひねるようにして、こちらを見ている。その大きな瞳ひとみは、何か言いたげな顔のまま、馬といっしょに遠ざかっていく。

　やがて少女は、角を曲がって、見えなくなった。

「くそっ！」

　ダンッ、と彼は宿の壁かべを拳こぶしで殴なぐった。

　──あんな小さい子が戦っているのに……っ!!

　近くの水みず桶おけを蹴けり飛ばす。ぶちまけられた水が派手に地面に広がる。

　彼には今、遠ざかる少女が亡なき妹に見えた。寂さびしげな瞳をした妹が、兄に助けを求めることもできず、馬に揺られて去っていく。そんな光景だ。

「一人で行かせるかよ……!!」

　大声で叫さけびながら、彼はすでに動いていた。もう一頭の馬を宿の裏手から乱らん暴ぼうに引っ張ってくると、素す早ばやく荷物を馬にくくり付けて、鐙あぶみに足を掛けて飛び乗る。

　そして馬を走らせた。

　胸中では別れ際ぎわのエリザの顔がぐるぐると回る。上うわ目め遣づかいで、恥はずかしそうで、それでいて弱さを必死に隠かくした表情。

　道の突つき当たりが見る見る近づき、角を曲がるとエリザの姿が視界に入る。

　少女はうなだれている。寂しそうに猫ねこ背ぜになり、力なく馬を進ませる。

「おい……っ！」

　彼は因いん縁ねんをつけるように叫んだ。エリザの肩がびくっと動く。

「待てよ……！　誰だれが行かないって言ったよ……!!」

　気づけば言葉が口をついて出てきた。

「え……？」

　少女は呆ぼう然ぜんとして、馬を止める。

　エリザの馬と並ぶと、彼も馬を止めた。二人は馬上で向かい合い、口をあんぐりと開けた少女の顔がずいぶんと間ま抜ぬけに見えた。

「ど、どう、して……？」

「剣けん聖せいには『二人で来い』って言われたろ……!!　なんで一人で行くんだよ……!!」

　彼は開き直ったようにまくし立てる。

「で、で、でも……」

「前にも言ったよな!?　俺は必ず、この手で仇かたきを討うつって！　だからな、他の誰だれにも、もちろんおまえにも、仇を譲ゆずるつもりはないんだ!!」

「でも……」

　エリザは自信なさげに反論する。

「剣けん魔まは、人では、倒せない」

「そんなの関係ねえ!!」

「……え？」

「仇は誰だろうとぶっ殺す！」

「え、え……？」

　少女は目を白黒させながら、ひたすら瞬まばたきを多くした。

「おまえは剣聖を殺せ！　俺は剣魔を殺す！　それで何も問題ねぇよな!?」

「でも、それって、つまり……」

「あー、あー、違うぞ。皆まで言うな」

　レベンスはコホンッ、と咳せき払ばらいをすると、内心をごまかすように怒ど鳴なった。

「べ、別に、おまえの話を信じたわけじゃないからな！　俺はあくまで自分のやりたいようにやるだけだ！　本当にそれだけだぞ……！」

　そう言うと、彼は馬を先に進ませた。

「ま、待って、レベンス……！」

　エリザも慌あわてて馬を走らせ、彼に追いつく。その顔は驚おどろきで目を白黒させている。

「…………」

　彼は黙だまったまま馬を進めた。何か話せば内心を見み透すかされそうで、今は顔を見られたくない。

　そんな彼にくっついて、エリザは馬を後方から進める。

　──ああ、俺は、何やってんだ……。

　馬を進ませながら、彼は自分の言動を振り返る。我われながら支し離り滅めつ裂れつで、自分でも訳わけが分からない。

　少女は何も言わなかった。ただ黙って後からついてくる。二頭の馬は、目的の地へ向かって黙もく々もくと進む。

　このとき、エリザはレベンスの背中を見つめながら、唇くちびるをほころばせた。その笑顔は、見る者をたちまち虜とりこにするような愛らしさに充みちていて、少女がお菓か子しを食べたときの笑顔に少し似ている。

　前を行くレベンスはそれに気づかず、しかめっつらで馬を進ませた。




　　　　11




　宿場町からさほど離はなれていない墓ぼ地ち。

　数百はありそうな墓ぼ石せきが、整列した兵隊のごとくずらりと並ぶ。縦たてに二本、横に一本の細長い石材を組んで作られた墓はかは、コンスタンス正統教会の伝統的な意い匠しようだ。

　あーあ、とうとう来ちまったな、と思いながら、彼は墓石の列を横切って奥へと進んだ。なぜ相手がここを選んだのかは分からないが、無数に並んだ墓石は巨大な剣を振るうにはかなり邪じや魔まになる気がした。

　悪い予感がする。

　彼は昨日から、あることに気づいていた。剣けん聖せいは、単に二人を倒すことを目的としているのではない。それなら宿屋にいるうちに何度も機会があった。

「……感じる」

　最初に気づいたのはエリザだった。

「ん？」

　振り向くと、少女は両手で体を押さえるような仕草をしている。

「変な空気……」

「そりゃあ、夜の墓地だからな」

　彼は努つとめて軽い調子で言った。そうしないと、この墓地のどこかにいるだろう剣聖の圧力に負けそうだった。

「違う。この空気、そういうことじゃ……きゃっ！」

　突とつ如じよ、エリザの黄色い悲ひ鳴めい。

「どうした！」

「あ、足が……！」

「な、なんだこれは……!?」

　現場を見たレベンスも驚おどろく。エリザの足首には『手』が絡からんでいた。地中から植物のように生えたその『手』は、少女の足首をがっちりつかんでいる。

「嘘うそだろ……」

　やがて、地面がぼこりと盛り上がり、その手には肘ひじ、肩、胴どう体たいが連動する。

　それは骸がい骨こつだった。ぽっかりと空あいた眼がん窩か、剥むき出しの歯、苔こけむした肋ろつ骨こつ。それがどういうわけか地中からのっそりと蘇よみがえり、白骨の手で少女を逆さに吊つり上げていた。

「こいつ……！」

　レベンスは剣を振るって骸がい骨こつの腕を斬きりつける。腕はあっさりと切断され、エリザとともに地に落ちる。「きゃうんっ！」と可愛かわいい声で少女がまた鳴いた。

　それからだった。

　あちこちの地面から、続々と『それ』は現れた。なかば白骨化し、腐ふ乱らんした肉のこびりついた『死者』。その数は十人、二十人と見る見る増える。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ！」

　エリザが叫さけぶと、大剣が荷物から飛び出す。それは主あるじの手に握られると、ブンッと一振りで目の前の骸骨に重い打だ撃げきを食らわせた。骸骨は上半身が吹き飛んで墓ぼ石せきにぶつかり、乾いた音を立ててバラバラになる。だが、その手や足はもぞもぞと動き、頭ず蓋がい骨こつはあざ笑うようにカタカタと歯を鳴らす。

「な、なんなの、これ……!?」

　エリザはレベンスと背中合わせになり、地中から現れた死者たちを見回す。その数はもう百を超こえている。

　レベンスは暗あん澹たんたる気分でつぶやいた。

「……大だい歓かん迎げいだな」







　剣けん舞ぶ。

　群むらがる死者を容よう赦しやなくぶった斬ぎり、真っ二つにした胴体をさらに半分に叩たたき斬る。エリザの戦い方は強引そのもので、勢い余って吹っ飛んだ死者が墓石にぶつかってさらに木こっ端ぱ微み塵じんになる。

「すげえ……」

　レベンスはエリザの後に続きながら、改めて少女の戦せん闘とう力に驚きよう嘆たんしていた。大剣が空くうを切り裂さくたびにちぎれた手足が飛沫しぶきのように跳はね上がり、それらが地面に落ちる前に次の死体が両断され、四し散さんし、細こま切ぎれになる。武ぶ装そうした騎き馬ばが踏ふみつぶしたあとのごとく、圧倒的な破は壊かいが繰くり広げられ、赤いフードは翼つばさのようにめくれ上がり、血に飢うえた魔ま人じんのごとくエリザは驀まい進しんする。

　敵の数は百を超えていたが、エリザの戦闘力がそれを上回った。墓地からは熱した湯のようにボコボコと死者が生まれたが、生まれる数よりもエリザが破壊する数のほうが圧倒的に多い。やがて、墓地から蘇そ生せいする化け物はだんだんと数を減らし、完全に勢いをなくした。

　襲おそいかかってくる敵がいなくなると、エリザは大剣を地面に突つき刺し、それを杖つえのようにして寄りかかった。その肩は苦しげに上下し、さすがの少女も百体以上を相手にして疲れたようだった。

「いやー、お見事、お見事！」

　そのとき、墓ぼ地ちの奥から声が響ひびいた。レベンスが振り返ると、墓ぼ石せきを椅い子す代わりにして一人の少女が座っている。緑色のおかっぱ髪がみの奥には、いたずらっぽい大きな瞳ひとみが輝かがやいている。

「おでましか……」

　彼は軽く唇くちびるを噛かむ。

　剣けん聖せいには誰だれしも圧倒的な存在感があったが、ヴァリエガータも例に漏もれなかった。巨大な岩を鼻先に突つきつけられたような、思わず後ずさってしまうほどの圧あつ迫ぱく感かん。見た目は小さな子供の姿なのに、レベンスには少女がとてつもなく大きく見える。

　そんな彼の内心とは裏うら腹はらに、剣聖は軽い調子で言った。

「思った以上に強い！」

　ヴァリエガータはまるで面おも白しろい見み世せ物ものを前にしたように拍はく手しゆをする。剣聖一の変わり者という世せ評ひようどおり、墓石の上で足をパタパタさせて喜ぶ様子はどう見ても子供の仕草だ。

　エリザは厳きびしい表情を崩くずさぬまま、牽けん制せいするように大剣を相手に向ける。向こうの意図が読めずに戸と惑まどいを隠かくせない様子だ。

「だが、まだまだよのう」

　ヴァリエガータは黒いドレスのスカートをひらひらさせ、太ふと股ももを強調するように足を組んだ。

「いかんせん剣術が荒い。というか下へ手たくそ」

「ぬ……」

　あからさまにけなされたエリザはムッと頬ほおを膨ふくらませる。

「下手くそじゃ、ないし」

「自覚がないのは下手な証しよう拠こじゃよ。おまえの剣術は敵がいたから斬きる、斬る、斬る。それだけじゃ」

「何が悪いの？」

「悪いわ！　ボケ！」

　剣聖は声を荒げた。

「よいか！　剣術に限らず、武術とは『流れ』、言い換かえるなら『線』の動きじゃ！　おまえの剣術には『点』しかない！」

「はあ……？」

　何を言っているのか理解できない、という顔でエリザは目をパチクリさせる。

「これは剣術の基き礎そじゃぞ？　敵の動きを『流れ』で捉とらえれば、剣けん閃せんは必ず『線』となる。そうじゃろ？」

　ヴァリエガータはレベンスに目を向けた。彼は突然話を振られ、「あ……ああ。まあな」と答える。

「なぜ、同意してるの」

　エリザは不ふ服ふくそうにレベンスを見る。彼は「いや……、だっておまえの剣、荒いし」と断じた。なんとなく剣けん聖せいの軽いノリに当てられたような気がした。

「ほらみろ、おぬしの恋人だってそう言うとるじゃろ？」

「恋人、違う」

「ではなんじゃ？」

　エリザは彼をじっと見つめ、「……のぞき魔ま」とつぶやく。

「ちょっと待て！」

　レベンスは慌あわてて否定する。

「俺はのぞいてない！　濡ぬれ衣ぎぬだ！」

「わしも気をつけよう」

　剣聖は胸のあたりを両手で隠かくす。

「誰だれがおまえのようなガキんちょを見るか」

「なんじゃと!?」

　剣聖がキレた。

「わしはこれでも大人じゃぞ！　脱ぐとすごいんじゃぞ！」

「なんの自じ慢まんだよ！」

「のぞき魔はさておき」

　エリザは大剣を振るい、相手に突つきつける。

「勝負、再開」

「ほほう」剣聖は余よ裕ゆうありげに微笑ほほえむ。「このわしと戦うつもりか」

「当然」

「その意気や良し。が、まだ時期尚しよう早そうじゃ。おまえのような未み熟じゆくな腕では──」

「やっ！」

　言葉が終わる前にエリザは大剣を突き出す。その一いち撃げきは剣聖に難なんなく避よけられたが、さっきまで座っていた墓ぼ石せきをざっくりと貫つらぬいた。

「わしは倒せぬよ、そんな単調な動きでは」

「うるさい」

　エリザは墓石を砕くだいて再び剣を振りかぶる。渾こん身しんの力を込めて横よこ薙なぎに斬きりつけたが、その攻こう撃げきもひらりと剣聖にかわされる。

「この……！」

　まるで柳やなぎの木だった。エリザの起こす剣けん風ぷうであおられるように、ヴァリエガータはひらひらと回かい避ひを続ける。エリザの連続攻こう撃げきは鋭するどかったが、剣聖は余裕の笑みを浮かべ、舞まいを踊おどるように軽々とかわす。

「わっ！」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんする少女を止めたのは、軽い足ばらいだった。剣聖が避よけながらちょこんと出した足にひっかけられ、エリザはべったりと派手に転んだ。馬車に轢ひかれた蛙かえるのように地面に張り付き、かなり無ぶ様ざまな姿だ。

「足あし下もとがお留る守すじゃぞ」

「ぬぐ……ぺっぺ！」

　エリザは口に入った泥どろを吐はき出し、大剣を握り直す。

「おまえたち、何の作戦もなくこのヴァリエガータに挑いどんできたのか？」

「そんなの、必要ない」

「はあー」剣けん聖せいはまた墓ぼ石せきに座り、これ見よがしのため息を吐つく。「二人で来いと言った意味も汲くめぬとは……おまえら馬ば鹿かじゃろ？」

　まったくだ、と彼も思った。昨晩の出会いで敵が格上と分かっていたのに、何の作戦もなしではあまりに無む策さくすぎる。だが、そもそもいっしょに行くつもりのなかったレベンスにとって、作戦を練ねる時間がなかったのも事実だ。

「これが練習試合なら、そのがむしゃらさも経験を積つむためには良かろう。だが真剣勝負は最初の一敗がすべての終わりを意味する。人間の命はひとつしかないからな」

「そんなこと、分かってる」

「いーや、分かっておらん。おまえは今まで二人の剣聖相手に勝利を拾ってきた。だがルドベキアは帰国したばかりで連戦の疲労があったし、ユキノシタは病弱じゃった。実力で勝ったと思うな」

「いちいち、うるさい」

　変だな、と彼は違い和わ感かんを覚えた。ヴァリエガータは明らかにエリザに忠告を送っている。彼女がなぜそのようなことをしているのか理解できない。

「おまえは若いし才能もある。じっくりと修しゆ行ぎようすればもっと強くなれる。何もここで命を落とすことはあるまい」

「それは、私の勝手」

「聞き分けのない娘じゃのうー」

　ヴァリエガータはぴょんと墓石から降おりる。そして小さな声でつぶやいた。

「死ジ神ー乃ノ爪ス」

　その瞬しゆん間かん、もこりと地面が隆りゆう起きして巨大な鎌かまが飛び出す。

「せっかく剣術というものを教えてやろうかと思うたのに、ここまで聞き分けのない始末。馬鹿は死ななきゃ治らんのう」

　そして剣聖は大鎌を構えた。小こ柄がらな少女が巨大な武器を持つ姿は、どこかエリザと似ている。

　対するエリザも大剣を斜めに構え、ぐっと腰を落とす。これは少女が突とつ撃げき前に見せる得意の型だ。

「一ひと太た刀ちでも浴びせることができたら、潔いさぎよく聖せい剣けんを渡してやろう」

「その言葉、後悔する」

　そして戦いが始まった。

　エリザが地面を蹴けって突とつ撃げきし、鋭するどい突つきを放つ。最初の一いち撃げきが剣けん聖せいにかわされると、剣の重さをまるで感じさせない速度で二度、三度、四度と斬ざん撃げきを繰くり返す。

　だが、やはり剣聖のほうが一枚も二枚も上うわ手てだった。エリザの攻こう撃げきをひらひらとドレスを翻ひるがえしてかわすと、

「隙すきありじゃ……！」

　大おお鎌がまがエリザを襲おそった。ギンッと大剣ごと吹っ飛ばされて、エリザがバランスを崩くずす。

「ほらほら、もう終わりか……？」

「くっ……！」

　エリザは凝こりもせず大剣を突き出したが、それもあっさりとかわされ、気づいたときには刀とう身しんの上にヴァリエガータが乗っていた。絶ぜつ妙みようなバランスで大剣の上に立った剣聖は「どうした？　降こう参さんか？」と余よ裕ゆうの笑みを見せる。

「この……っ！」

　エリザは力を込めるが、腕がぷるぷると震ふるえるばかりで大剣は持ち上がらない。

「おまえの大剣は、持ち主の意志で重さと切れ味を変えられる代しろ物ものじゃろう？　原理的には『闘神乃腕レーヴアテイン』に近い」

「なぜ、それを……」

「見ていれば分かる。だから非力なおまえでも重い斬ざん撃げきを放つことができるし、無理な姿勢からの切り返しも実に速い」

　ヴァリエガータの言葉に、エリザは反論できない。両腕は大剣を握ったまま、動きを封ふうじられたように硬こう直ちよくしている。すでに大鎌の切っ先はエリザの喉のど元もとに突きつけられ、それは少女の細い首に赤い血の筋すじを走らせる。少しでも動けば首と胴どうが離はなれる。

「ほれ、降参しろ」

　ヴァリエガータはニイッと笑ってみせる。

「しない」

　エリザは即そく答とうする。

「そんなに死にたいのか？」

「…………」

　エリザは相手を見み据すえたまま、剣を握る手を放さない。その闘とう志しは鋼はがねのごとく折れない。

　──あと少しだけ、頼たのむ……。

　この間、レベンスはじりじりと剣聖との距きよ離りを縮ちぢめていた。死角から忍び寄り、斬きり込める間合いまであと一歩のところまで詰め寄る。相手に気づいた様子はない。どうかこのまま気づかないでくれ、と祈いのりながら剣を握る。

「おまえは本当にいい度ど胸きようをしとるのう」彼には気づかず、剣けん聖せいは感心したようにウンウンとうなずく。「殺すのが惜おしいぞ。本当に……」

　──今だ！

　彼は大地を蹴けり、一気に突とつ撃げきした。

「ぬ……！」

　剣聖は彼の気配に気づき、鎌かまを引いてこちらにすばやく振り向く。レベンスは死角から最短距きよ離りで剣を突つき出す。あらゆる修しゆ羅ら場ばをくぐってきた彼にとって、それは必中を誇ほこった攻こう撃げき。

　だが、現実は無情だった。

　剣聖は超人的な反応を見せ、猫のようにくるりと回転して攻撃を避よけた。レベンスの長刀が剣聖の胸元をかすめたが、ドレスの襟えり元もとがわずかに切れただけだ。

「ぐ……っ！」

　必殺の間合いのはずだった。虎こ視し眈たん々たんと機を窺うかがい、剣聖の意識が完全にエリザに集中したときの不意打ち。だが、その剣は届かなかった。

「驚おどろいたぞ」

　切れた胸元の布地をちょんと触さわり、ヴァリエガータは目を丸くする。それは好奇心に満ちた子供の目だ。

「途中まで気配を感じなかった。いい腕だ。傭よう兵へいにしておくのは惜しい」

　それは彼を誉ほめた言葉だったが、レベンスはまるで誉められた気がしなかった。人に説教するのが好きなこの剣聖は、「教えてやろう」と指を二本立ててみせる。

「なかなか鋭するどい攻撃じゃったが、二つの『隙すき』があった。ひとつ、おまえがわしを本気で殺す気がなかったこと。ふたつ、この娘に当たるのを恐れて、懐ふところのナイフを投げなかったこと」

　レベンスはゾッとした。彼の内心はすべて見み透すかされていた。相手の隙を突いたつもりが、看かん破ぱされたのは自分のほうだ。

　別格だ、と思った。たしかに今までの剣聖も無敵の存在だったが、ヴァリエガータはまるで別次元だ。彼女はまだ本気を出していないし、まともな剣技を繰くり出してもいない。にもかかわらずエリザもレベンスも全まつたく歯が立たない。

　そのあまりの強さに、彼の胸に疑ぎ念ねんが沸わく。もしかして、こいつがそうなのか、と。

「ヴァリエガータ、ひとつ聞かせろ」

　確かめるなら今だと思った。

「なんじゃ？」

「おまえ、『ジーラニム』には行ったことがあるか？」

「なに？」

「アストラガルス北西部にある、山やま間あいの小さな村だ。おまえはそこで、村人を皆殺しにしただろう？」

「皆殺し……」

　そのとき剣けん聖せいの頬ほおがぴくりと動いた。

「おぬし、もしかしてその村の生き残りか？」

「そうだ」

「なるほどのう……」

　剣聖は何かを納なつ得とくしたようにうなずくと、少し険けわしい顔になった。

「残念ながら、わしはおぬしの仇かたきではない。この聖せい剣けんに誓ちかって」

「…………」

　剣聖は真剣な眼まな差ざしで断言した。

　レベンスは相手を見つめ、その言葉の真しん偽ぎを考える。嘘うそを吐ついているようには見えないが、さりとて真実かどうかを判断するすべはない。

「なるほど、仇を討うちたくて、剣聖にまで挑いどむか……」

　思案するレベンスをさておき、ヴァリエガータはうんうんとうなずいている。

　そして、ポンッと膝ひざを打った。

「おまえたち、二人とも気に入ったぞ！」

「は？」

「わしからひとつ、提案じゃ！」

　ヴァリエガータは大おお鎌がまを肩に載のせ、親しい知ち己きを酒に誘さそうかのように言った。

「どうじゃ、わしの元で修しゆ行ぎようしてみんか？　悪いようにはせぬぞ？　出来がよければ次期剣聖に推すい挙きよしてやる」

「なんだって？」

　剣聖の元で修行を積つみ、次期剣聖となる。それはレベンスが今まで考えたこともなかった展開だった。世界最強の剣聖の座が、今こうして剣聖本人から提示されている。彼も剣士である以上、その申し出の魅み力りよくを知らないわけではない。

　もっとも、彼の答えは決まっていた。

「面おも白しろい申し出だが……」

「断る」

　彼の言葉を遮さえぎり、先に返答したのはエリザだ。

「あなたにとって、私は敵。あなたを殺しに来た、敵」

「そう意い固こ地じになるな。答えを焦あせる必要もないし、人生に道は多い。時には立ち止まることも肝かん要ようじゃ」

「私には、立ち止まることが、できないの」

　エリザの口調が強くなる。それは少女の必死の抵てい抗こうに見えた。

「まあ、待て」剣聖も食い下がる。「想像してみるがよい。このまま剣聖たちと戦い続ければ、いつか死ぬ。特にドラセナとデュランダルはわしよりも強い。その未み熟じゆくな剣けん腕わんで倒せると思うか？」

「倒す。ぜったい」

「おまえは短たん絡らく的でいかん。ほれ、未来を想像してみるんじゃ。わしの元で腕を磨みがき、剣術の基き礎そ基本を身につけよ。奥おう義ぎや必殺技のたぐいも伝でん授じゆしてやるぞ？　それから次の道を選んでも遅くはなかろう。どうじゃ？」

　それはこの上なくありがたい提案だった。ここまで剣けん聖せいが譲じよう歩ほし、情けを掛ける理由は分からなかったが、内容だけを見れば断る理由がひとつもない。あとはヴァリエガータを信用できるかどうかだが、剣聖がここまで言うからにはその言葉に嘘うそはないように思える。実際、罠わなにはめる気ならこんな回りくどい方法を取る意味がない。剣聖なら実力で二人を排はい除じよできるからだ。

「おまえには無限に広がる未来がある。剣の修行は甘くないが、時には街に繰くり出して息抜きもよかろう。師し匠しようと弟で子しとなれば親子も同然、わしに甘えてくれてもかまわんぞ？　そういう未来もあるんじゃ。どうじゃ、ここはわしを信じて──」

「うるさい」

　エリザは首を振って拒きよ絶ぜつした。その顔はどこかつらそうだ。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ!!」

　大剣が再び振り下ろされる。それは今まで以上に力任せの一いち撃げきで、地面を激しくえぐりとった。だが、そんな大振りが当たるはずもなく、剣聖はそよ風のように体をひねって難なんなくかわす。

「剣聖ヴァリエガータ」

　距きよ離りが生まれると、エリザは唇くちびるをキュッと噛かんだ。それは少女が言いづらいことを言うときの癖くせだった。

「きっと、あなたはいい人」少女はつらそうに言う。「良い提案。それは分かる。あなたの弟子になれば、私はきっと強くなる」

「ならば」

「でも、駄だ目め。私には選べない。私の未来は、一つしかない。すべての聖せい剣けんを破は壊かいする。それが私の未来。だから、あなたとともに過ごす未来なんて、存在しない」

　少女は哀あい願がんするように言う。

「お願い。もう、まどわせないで」

　ヴァリエガータはフウッと大きく息を吐はく。一度、哀かなしげに瞼まぶたを閉じると、「……分かった」と答えた。

「ならば、もう何も言わぬ。余計なことを言ってすまなかった」

　そして剣聖は、大おお鎌がまをざくっと地面に突つき刺した。すると、地中からはぼこりと『手』が突き出し、やがて手首から肘ひじ、二の腕と徐じよ々じよに姿を現した。

　それは先ほども見た『生きる死者』だった。ぽっかりと空あいた眼がん窩かからは百足むかでのような虫がはみ出し、地中から出てきた拍ひよう子しにぽろぽろと肋ろつ骨こつが落ちる。

「この『死ジ神ー乃ノ爪ス』は、魂たましいの残り火を燃もやすことができる。……見せてやろう」

　見れば、青い蛍ほたるのような燐りん光こうがゆらゆらと死体から立ち昇のぼり、それはヴァリエガータの聖せい剣けんへと引き寄せられた。墓ぼ地ちに転がっていた他の死体も同様に、淡あわく発光して聖剣に光の玉を飛ばす。

　そうして放たれた光の玉は、次々にヴァリエガータの聖剣へと吸い込まれていく。やがて聖剣は青い三日月のように輝かがやきを増し、まばゆいばかりに刀とう身しんを光で満たす。その大おお鎌がまを二度、三度と振るうと、いくつもの光の軌き跡せきが飛び交い、ヴァリエガータはぐっと後ろに武器を引いた。

　それを見たエリザも、大剣を構えて静止した。

　束つかの間まの静せい寂じやく。

　町外れの墓ぼ地ちに、冷たい風が吹き抜ける。剣けん聖せいの持つ鎌は青く輝かがやき、エリザの持つ大剣は黒く光る。それらは天上の月の光を霞かすませ、自分こそが世界の中心であると主張しているかのようだ。

　動いたのはほぼ同時だ。

　時の経過を告げるように、大鎌が弧こを描えがいて動き出すと、呼吸を合わせたようにエリザが突とつ撃げきした。大剣の切っ先を向けて一直線に特とつ攻こうするのは彼女の変わらぬスタイルで、エリザの大剣が空中に黒い軌跡を描くと、呼応するようにヴァリエガータも鎌を振るった。

　青い光こう跡せきと黒い光跡が激突し、光が弾はじける。そして──

　大剣が飛んだ。

　それはくるくると宙を激しく回転し、大地に刺さった。真下にあった死者の体が破は砕さいされ、骨こつ片へんが派手に散る。

「終わりじゃ」

　がら空きになった胴どう体たいに、剣聖は必殺の一いち撃げきを放った。少女の小さな体は一いつ瞬しゆんで吹っ飛び、墓ぼ石せきにぶつかり、跳はね返る。

　そしてエリザは地面に突つっ伏ぷした。ぴくりとも動かない。

「なんて、ことだ……」

　レベンスは膝ひざがガクガクと震ふるえた。眼がん前ぜんの光景を信じたくなかった。

「こんなものかのう」

　剣聖は首をコキリと鳴らす。

　そのときだ。

　ゆらりと、まるで天から吊つられた操あやつり人形のごとく、エリザが立ち上がった。

　レベンスは呆ぼう然ぜんとエリザを見つめる。信じられない光景だったが、どこか、それは当然のような気もした。思えばルドベキア戦でも、少女はこうして瀕ひん死しの状態から立ち上がってきた。

「ほう、まだ立ち上がるか」

　ヴァリエガータはさして驚おどろいた様子もなく言った。大おお鎌がまを軽く振り、べっとりと付着した血液を掃はらう。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ」

　少女は小さな声でつぶやき、大剣を呼び寄せる。剣を受け取ると、その体はぐらりと軸じくがぶれたが、やがて元のように姿勢を戻し、剣けん聖せいに向かって大剣を構えた。その顔は血まみれだが、瞳ひとみは闘とう志しを湛たたえた青い眼がん光こうを放っている。

「ふむ」

　剣聖は眉まゆを上げた。

「おぬしが剣聖を二人も倒せたのには、必ず秘密があると思うとったが……まさか不死身とはな」

「…………」

　質問に答えはない。

「手品の種たねは、その大おお仰ぎような剣にある……そうじゃろ？」

　剣聖はエリザの黒い大剣を指す。対する少女は口の端はしから垂たれた血をぐいっと拭ぬぐっただけで、黙だまったまま剣聖を睨にらみ返す。

　エリザの雰ふん囲い気きは変わっていた。

　全身から黒い煙けむりが噴ふき出し、それは黒い大だい蛇じやとなって少女の体を覆おおっている。呼吸も落ち着き、震ふるえていた足も今は定まっている。

　かつて、剣聖ルドベキアから瀕ひん死しの重傷を負わされたときも、少女はこのような異い形ぎようの姿で復活した。それから剣聖を圧倒し、勝利を手にした。

　──これはいったい……なんなんだ？

　再び目まの当たりにした奇き跡せき的な復活劇に、レベンスはまだ驚きを隠かくせない。剣聖の渾こん身しんの一いち撃げきを食らって、なおも立ち上がってくる。なぜそんなことが可能なのか、まるで理解できない。

　ただ、驚きよう愕がくするレベンスとは対照的に、ヴァリエガータは落ち着いている。エリザの復活は、剣聖にとって予測の範囲内だったらしく、彼女は再び鎌を振り上げた。その瞬しゆん間かん、墓ぼ地ちから再び青い光が浮かび上がり、それは聖せい剣けんへと集約する。

　そして戦いは再開された。

　少女は大剣の切っ先を向けると、一いつ挙きよに剣聖に向かって突とつ撃げきした。その大剣に宿った黒い炎が燃もえ盛さかり、闇やみ夜よを蜃しん気き楼ろうのごとく歪ゆがめる。

「小こ癪しやく！」

　ヴァリエガータはそれを正面から迎むかえ撃うった。大剣と聖剣、二つの刃やいばは激げき突とつの反発で弾はじかれる。

「……っ！」

　エリザはすばやく大剣を振り下ろして第二撃げきを放つ。だが、ヴァリエガータもすかさず迎むかえ撃うつ。また二つの剣は激げき突とつし、跳はね返る。

　それは、この夜で初めてまともな撃ち合いだった。少女が振るい、剣けん聖せいが受け、剣聖が撃ち、少女が受ける。その剣けん撃げきは回転速度を上げ、足を止めた二人の撃ち合いは空くうを裂さき、火花を散らし、青い閃せん光こうが弾はじけ、黒い炎が燃もえ上がる。剣聖の厳きびしい表情が、戦いの形けい勢せいを物語る。じりじりとその足は後退し、追つい撃げきをかけるエリザが勢いに乗るようにさらに押しまくる。それを嫌いやがるように剣聖が鎌かまを盾たてのように構えて防戦に回るが、エリザの攻こう撃げきがやむことはない。先ほどまで手玉に取られていたことが嘘うそのように、少女は剣聖と互角以上に撃ち合った。傷ついた体のどこにそんな余力があるのか、エリザは無む尽じん蔵ぞうに撃ち続ける。その重い一撃のたびに受け止めた剣聖の体が揺ゆれ、膝ひざが折れ始める。

　そして均きん衡こうが崩くずれた。

　大剣の一撃に耐えきれず、剣聖の鎌が大きく弾かれる。がら空あきになった胴どう体たいに大剣の横よこ薙なぎが炸さく裂れつすると、剣聖は吹っ飛び、墓ぼ石せきにぶつかって鞠まりのように跳ねた。その展開は先ほどエリザがやられたのとそっくり同じだ。

「ぐぁ……っ」

　剣聖がゴボリと血を吐はく。

「ジ……死ジ神ー乃ノ爪ス！」

　しかしその叫さけびは通じなかった。主あるじの声に反応した大鎌は、エリザの振るった大剣で弾かれた。

「これで、終わり」

　エリザは剣聖の胸に大剣を突つきつける。ヴァリエガータは血の溜たまった口で「……そのよう、じゃな」と苦しげに言った。
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「ヴァリエガータ」

「……なん、じゃ」

　エリザは哀かなしげな顔で、「会えて、よかったと、思う」と言った。

「わしもじゃ」

「でも、私……」

「遠えん慮りよはいらぬよ。やれ」

　潔いさぎよく剣聖は目を閉じた。エリザは「……さよなら」と静かに告げる。

　そして決着の時は来た。

　エリザは大剣を両腕で握り、一気に前に突き出した。大剣はヴァリエガータの胸を深々と貫つらぬき、背後にある墓ぼ石せきまで貫かん通つうする。

　ぐいっと大剣を引き抜くと、剣けん聖せいの胸から血しぶきが噴ふき上がった。それはエリザの体に真っ赤な雨のごとく降ふり注そそぐ。

　血しぶきがやむと、剣聖の体は力を失い、墓石からずり落ちるように崩くずれ落ちた。その体はわずかな痙けい攣れんのあと、動かなくなる。

　エリザはじっと剣聖を見つめる。その表情はあまりにも哀かなしげで、勝者のものとは思えない。瞳ひとみは虚うつろで、顔には生気がなく、全身がどす黒い血液で塗ぬりつぶされている。まがまがしい大剣は大地に下ろされ、失った闘とう志しを表すように、あの黒い炎は宙に溶けて消えていた。

　夜は再び静せい寂じやくを取り戻す。

　血ち塗まみれのエリザは虚こ空くうを見つめ、己おのれの存在をなくしたように立ち尽くす。その前では動かなくなった剣聖が静かに横たわっている。剣聖を師し匠しようとし、エリザを弟で子しとする、そんなもう一つの未来は儚はかなく潰ついえて、今は鉄臭くさい死体が転がるだけだった。
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　数日が過ぎた。

　剣けん聖せいヴァリエガータが殺されたという一いつ報ぽうは、ザッハルの街を瞬またたく間に駆かけ巡めぐる。「世界はどうなってしまうんだ」「聖せい剣けんを巡って殺し合いが起きるぞ」「大戦争になる……」。人々は口々に不安を言い募つのった。

　情報は流は行やり病のごとく街から街へと伝わる。ユキノシタやルドベキアが敗北したときは、事件が当事者たちによって伏せられたこともあり、人々が剣聖敗北の一報を信じるまでに時間がかかった。そんなことはありえない、剣聖が負けるはずがない、という先入観が噂うわさ話を打ち消す役割を果たし、情報の伝達は遅かった。

　だが、今回は違う。

　剣けん聖せいヴァリエガータの惨ざん殺さつ死体という、これ以上ない動かぬ証しよう拠こによって人々は真実を目まの当たりにした。今や人々は口を開けば剣聖敗北のことを噂うわさし合い、聖せい剣けんの行方ゆくえを憂うれえた。こうなると前のユキノシタやルドベキアの件も隠かくし通せるものではなく、結果として三人の剣聖が敗れ、『天空乃瞬ウインザー』『闘神乃腕レーヴアテイン』『死ジ神ー乃ノ爪ス』の三本の聖剣が何者かに奪われたことが天下の明るみに出た。




　そして世界は動乱の時代へと突入する。




　真っ先に動いたのはやはり当事者たる剣聖だ。七剣聖の首しゆ領りよう格かくであるカレン・デュランダルは剣聖敗北の報を受け、残る剣聖すべてに犯人の討とう伐ばつを命じる。本来、剣聖同士に上下関係はなく、こうした命令に従うかどうかは各おの々おのの剣聖の自由意志に任されるところだったが、今回ばかりは勝手が違った。普段は独立心に富む剣聖たちがこの命令には即そく応おうし、残る全員が討伐に向けて動き出した。

　権力者たちも黙だまっていない。国の大小を問わず、国王たちはこぞって『犯人』の探たん索さくに躍やつ起きになった。現在、聖剣のうちの三本がそこに集まっている。それを手に入れた者が次の時代を牛ぎゆう耳じることができるのは、誰だれの目にも明らかだった。可能なら犯人を抹まつ殺さつして聖剣を我わが手に、不可能ならせめて犯人を懐かい柔じゆうし自分の手元に──考えることは皆いっしょだった。国王も皇帝も教きよう皇こうも領りよう主しゆも、血ち眼まなこになって犯人を探し始め、民みん衆しゆうには通つう報ほう義ぎ務むと莫ばく大だいな報ほう酬しゆうが約束された。

　剣聖、権力者、そして民衆。エリザを狙ねらう包ほう囲い網もうはもはや全世界と称して過言ではなかった。

　世界は今、たった一人の少女を中心に回り始めた。
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　深い深い森の中。

　ほうほうと鳴くフクロウの声は木々に染しみ渡り、そこに焚たき火のはぜる音、狼おおかみの遠吠え、虫の声が重なる。夜の世界はいくつもの音に満ちていたが、それは二人の間に会話がないからこそ聞こえてくる音だ。

　ヴァリエガータと戦った日から、すでに数日。

　レベンスとエリザはその日のうちに出発し、宿場町のザッハルから再び山道に入っていた。行き先はヴァーゼリア帝国。次に狙う剣聖は『最強』と名高いドラセナ・ゴールドコーストだ。

「…………」

　レベンスは焚き火を見つめながら、この前の戦いを思い出していた。

　──残念ながら、わしはおぬしの仇かたきではない。この聖せい剣けんに誓ちかって。

　ヴァリエガータは真剣な眼まな差ざしでそう言った。戦いが終わった今、彼はその言葉が真実に思えた。そもそも、聖せい剣けんの形が大おお鎌がまであることや、あの小さな体たい躯くが彼の記き憶おくとは大きく異なる。少なくとも彼女は、あの『光る眼めの剣士』ではない。

「エリザ」

　呼びかけると、少女は顔を上げた。

「ヴァリエガータは、剣けん魔まにならなかった。そうだよな？」

「……そう」

　少女はうなずく。

「そうなる前に、私が、殺した。……だから、剣魔には、なってない」

　一語一語を確かめるように、エリザは今回のことを説明した。

「この質問は今さらだが……」彼は言いにくそうに尋たずねる。「やっぱり……殺さなくちゃいけなかったのか？」

「……うん」

　少女はうつむいたまま返事をする。

「そうしないと、いずれ、剣魔になる。だから」

「そうか……」

　彼は目を閉じ、ヴァリエガータのことを思い出す。老ろう婆ばのような口調、子供のような容姿、そしてどこかお節せつ介かいな性格。少なくとも悪人には見えなかったし、むしろ懐ふところの深い人物のように感じた。弟で子しになれ、と言われたとき、一いつ瞬しゆんでも心が揺ゆらいだのは事実だ。

　本当に、殺す必要があったのか。その疑ぎ念ねんが胸の奥底でくすぶっていた。

　エリザは剣けん聖せいを殺した。いずれ剣魔になることを防ぐため、という理由で。少女が嘘うそを吐ついているとは思いたくなかったが、一方でその言葉を裏づけるものは何もない。剣聖との一戦を終えても、分かったことはほとんどなく、謎なぞは残ったままだ。

　この前のような失敗はするまい。そう思いつつも、彼はどうしても訊きいておきたいことがあった。

　それはエリザの情報源。

「おまえは、剣魔とか、聖剣の毒どくとか、当然のように語るが……それはいつ、どこで知ったんだ？」

　なるべく口調がきつくならないように気を遣つかいながら、彼は質問する。

「この子」エリザは傍かたわらにある剣を撫なでる。「この子の記憶で、分かるの」

「それって、俺が前に見た、あの妙な『映像』のことか？」

「そう」

　エリザはうなずく。

「この子には、『想い』が、籠こもるの」

「……想い？」

「哀かなしみ、憎にくしみ、寂さびしさ、無念さ。……そうした想いが、斬きられた者の血を通じて、剣に宿るの。そして、その想いは、この子に、認められた者だけが、見ることができる」

「認められる？　剣にか？」

「そう。この子は、私を認めている。そして、おそらくは、レベンスも、認めている」

「おまえはともかく……どうして俺を？」

「レベンス、昔、剣けん魔まに、斬きられた。だから、この子が認めた」

「たしかに、斬られたが……」

　彼は左腕の古傷を服の上から触さわる。あの『光る眼めの剣士』に斬られた傷は、今でも時々うずく。

「剣が認めたって言うのと、俺の古傷は何か関係があるのか？」

「関係、ある」

　エリザは迷まよわず即答する。

「この子は、剣魔が、嫌きらい。そして、あなたは、剣魔の、犠ぎ牲せい者しや。だから、認められた。または、許された。映像、見ていい、って」

「じゃあ、古傷が痛むのは？」

「それは、この子が、あなたを、呼んだ」

「うーむ……」彼は正直な感想を述べる。「いまいち、よく分からんな」

「レベンス、頭、わるい？」

「ケンカ売ってんのか」

　エリザの説明は分からないことだらけだったが、今回は不ふ思し議ぎとイライラしなかった。

「……どのへんが、分からない？」

「あー、いや」彼は首を振る。これ以上は少女を問い詰めることになりそうなので、やめることにした。「今日はこのへんにする。また今度、説明してくれ」

「分かった」

　少女の話をすべて信じたわけではない。それにはあまりに裏づけがないし、話が突とつ拍ぴよう子しもなさすぎる。

　だが、それとは別に、どこか自分の結論が決まっていることを彼は感じていた。この小さな少女を、一人ぼっちで戦いの渦か中ちゆうに放り込むわけにはいかない。二度と一人で行かせたりしない。その決意だけは、いったん別れた少女を追いかけたあのときから、ずっと変わっていない。

　焦あせらずとも、いずれすべてを知るときが来る。そんな気がしていた。

　沈ちん黙もくの中、夜は少しずつ過ぎる。二人の空気を読むように、焚たき火は徐じよ々じよに弱まり、小さな種たね火びへと戻っていく。

　狼おおかみの遠吠えが、どこか遠えん慮りよがちに響ひびいた。
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　翌日。

　その日は半日も進むと、ヴァーゼリア帝国の国境に着いた。

「ぬう……」

　到着してすぐに、レベンスは異変に気づく。軍隊が国境沿ぞいを固めているのはアルケミラスと交戦中の帝国において当然のことだったが、今は人数が明らかに多い。

　彼はエリザに目配せすると、フードをさらに目ま深ぶかに被かぶらせた。

　やがて、検問所に続く街道は長ちよう蛇だの列で埋うめ尽くされた。商人らしき荷馬車の列が尋じん常じようではない長さで続き、待っている商人たちもその場で敷しき布ふを広げてゴロ寝をしている始末だ。

「なあ、こりゃどういうことだ……？」

　レベンスがそ知らぬふりで問いかけると、薬売りらしい商人は「どうもこうもねえよ！」と荒い声で叫さけんだ。

「もう知ってるだろ？　剣けん聖せい様が殺されたんだよ！」

「ガセじゃないのか……？」

「俺も最初はそう思ったさ。でも、この様子だと信じるしかねえだろ」

　そう吐はき捨てると、商人はうんざりしたように前に続く長蛇の列に顎あごをしゃくる。延えん々えんと伸びる列には老ろう若にやく男なん女によ、ありとあらゆる職業の人間が混じっている。

「犯人はどんな奴やつなんだ？」

　レベンスはなおも情報収集を図はかる。

「ああ、なんでも銀ぎん髪ぱつの若い女だったとか……」

　──やばい。

　そこまで情報が伝わっているとなると、エリザが疑われるのは時間の問題だった。何より、荷物に入った聖せい剣けんを見られてはどうにも言い訳わけのしようがない。

「検問はどのくらい待ちそうだ？」

「俺は丸二日になるけどろくに進まねえよ。あと最低三日は足止めだな」

「そんなにか……」

「それにしても、剣聖様が三人も死ぬなんて、世の中どうなっちまうんだろうなあ……」

　商人はゴザの上にごろりと転がった。長い足止めでその顔は疲れきっている。

　見れば、街道沿いには人と馬が蛇だ行こうしながら地平線の向こうまで続いている。帝国はアストラガルス大陸で最大の国土と人口を誇ほこり、当然、商業的にも最大の市場だ。出入りする商人や出で稼かせぎに来る農民は数知れず、それらが足止めを食らえば何千人といった列になるのは必然だった。

「どうするかな……」

　ひとまず、レベンスはエリザとともに最後尾に並んだ。だが、仮に順番が来ても無事に通過できるとはとても思えない。

「……強行、突とつ破ぱ」

　エリザがぽつりと言う。

「は？」

「門を壊こわして、そのまま突つっ切る。どう？」

「アホか」

　レベンスはその案を一いつ蹴しゆうした。

「仮に突破できたとして、その後はどうする？」

「逃げる」

「剣けん聖せいの屋や敷しきは帝国軍がびっしりだぞ？」

「倒せばいい」

「おまえはどうしてそういう……」

　レベンスは頭を抱かかえる。思えば今までのすべての闘たたかいで、エリザは常に正面突破してきた。アルケミラス王国では一国の騎き士し団だん相手に一人で突っ込むという無む謀ぼうに走った。

　この少女の戦せん闘とう力なら、案外やってのけるだろうか。彼はエリザの強硬突破案を真ま面じ目めに検けん討とうしてみる。だが、突破したあとの逃亡まで考こう慮りよに入れると、答えは否いなだった。アルケミラスのときは、短時間に電でん撃げき的な突破を図はかったから成功したのであって、今回のような長なが丁ちよう場ばとは事情が違う。

　彼はしばらく考えたが、起き死し回かい生せいの妙みよう案あんは湧わいてこない。

「エリザ」

「なに」

「俺はちょっと検問のほうを確認してくる。おまえはここで大人しくしていろ」

「いっしょに、行く」

「じゃあ誰だれが順番を確保するんだ」

「あ……そうか」

「行ってくる」

　レベンスが馬を走らせると、エリザは置いてけぼりになった。ちらりと振り向くと不ふ服ふくそうにこちらを見ていたが、彼はそのまま検問へと向かった。

　検問は警けい戒かい厳げん重じゆうだった。

　軍事要よう塞さいを兼かねる門は締しめ切られ、二重になった堀には水が満たされている。その前を完全武ぶ装そうの兵士が隙すき間まなく並び、門の中にはさらに多くの兵士がいることは想像に難かたくない。

　交戦中のアルケミラス軍が、ここまで攻め入ったことは今まで一度もない。だからここに配置された帝国軍が『剣けん聖せい殺し』の一件を受けて特別に警けい戒かいをしていることは明らかだった。

「次！」

　検問では入国希望者が積つみ荷にの検査を受けている。大型の馬車から洗いざらい荷物が降おろされ、小さな革かわ袋ぶくろのひとつに至いたるまで入念に検あらためられる。積荷だけでなく、馬車の床ゆか板いたまで剥はがす念の入りように、彼は舌打ちした。武器は護ご身しん用のものまで没ぼつ収しゆうされ、若い女性は一列に並ばされて人相書きのような紙と何度も見比べられている。水も漏もらさぬ万ばん全ぜんの入国審しん査さ。当然、一件一件の検査時間は長引き、それが結果としてこれだけの渋じゆう滞たいにつながっている。

　彼はしばらく検問の様子を眺ながめていたが、付け入る隙すきは見つけられなかった。

「参ったな……」

　来た道を引き返しながら、いささか途と方ほうに暮れる。国境沿ぞいには一定間かん隔かくで兵士が配置されており、検問以外の場所から入国するのは無理そうだった。

　聖せい剣けんをどう隠かくすか。エリザの人相をどうするか。問題はその二点だ。

　たとえば材木業者でも買収して、木材をくり貫ぬいて聖剣を隠す。エリザは髪かみを染そめて町娘として誤ご魔ま化かす。そんな作戦も練ねってみる。ただ、さっきの検査体制を見るかぎり、巨大な木材があれば切断して確かめるくらいのことはしそうだったし、エリザの手のひらを見れば日常的に剣を握っていることなど一ひと目めで分かる。よほどの幸運が重ならない限り、あっさりバレる未来しか思い浮かばない。

「手詰まりか……」

　入国待ちの列を横目に見ながら、レベンスは嘆たん息そくする。

　そのときだ。

「あの……！」

　行列の中の一台の馬車。そこの窓が開き、女性が手を振っている。若い女性だ。

「俺……？」

　彼は馬上から自分自身を指差す。女性はこくりとうなずく。

「えっと、レベンスさん……ですよね？」

「……！」

　彼は思わず身構えた。女性を鋭するどく見み据すえ、何者か思い出そうとする。

「あ、えっと、怪あやしい者じゃないです。私、賊ぞくに誘ゆう拐かいされて、そこをレベンスさんに助けられて……」

「賊……？」

　そこまで説明されて、彼は女性の顔をやっと思い出した。ザッハルでは成り行きで賊退治をしたが、そのとき偶ぐう然ぜん助けた一人だ。背が高く、濃のう紺こんの短たん髪ぱつが活発な印象。

「ああ、ザッハルのときの……」

「あのときは大変ありがとうございました。本当になんとお礼を言ってよいか……」

「礼ならもういいよ。それより、あんたもヴァーゼリアに入国したいのか？」

「はい、故こ郷きようがありますから」

「へえ」

「レベンスさんもヴァーゼリアに御ご用ようですか？」

「……まあ、な」

　さすがに剣けん聖せいを殺しに行くとは言えない。

「よろしければ私の故郷に来ていただけませんか？　食事も美お味いしいし、いいところですよ」

　参ったな、と彼は思った。同行させれば修しゆ羅ら場ばに巻き込むことになりかねず、特にエリザの正体を知られるのは絶対にまずい。どうやって話を切り上げようか、と考え始める。

　そんな彼の胸中を知らず、女性は親しげに提案する。

「私、チューリフが故郷なんです。検問を越こえれば目と鼻の先です。ぜひ、どうですか？」

　──待てよ。

　彼はそこで、ふと思い当たる。女性の言う『チューリフ』は、国境から一番近い宿場町だ。

「チューリフ出身ってことは、ひょっとしてこのあたりの地理に詳くわしいのか？」

「ええ、それはもちろん！」

　女性は嬉き々きとして言う。

「このへんは小さいころから遊び場にしていましたから、庭みたいなものですよ！」

　しめた、と彼は内心で歓かん喜きした。

「なあ、ちょっと頼たのみたいことがあるんだ。付き合ってもらえないか？」







　街道からわずかに外れた林の中。

「これ、なに……？」

　エリザは不ふ思し議ぎそうに目の前の物体を指差す。それは木製の小さな箱で、中には液体の入った瓶びんや細い刷は毛けなどが所ところ狭せましと並んでいる。

「絵の具……？」

「お嬢じよう様、これはどう見ても化け粧しよう品ひんです」

　レベンスは口調を変え、なるべく慇いん懃ぎんに説明した。

「化粧品……？」

　エリザは首を傾かしげる。

「お化粧、したことないの？」

　さっき出会った女性──名前は『グース・フォックスロット』が、興きよう味み深そうに尋たずねた。

「したこと、ない」

「じゃあ初体験ね」

　グースはなんだか嬉うれしそうに腕をまくる。

「なに、するの？」

「すぐ終わるから、じっとしててね」

「え、なに、ひゃ……！」

　化け粧しようが始まると、少女はのけぞるようにして抵てい抗こうした。どうやら顔に刷は毛けを当てられるのがくすぐったいようだ。

「年頃なのに、お化粧が初めてなんて珍しいわね」

「ご主人様の教育方針で、お嬢じよう様は自由奔ほん放ぽうに育てられたので……」

　レベンスはとっさにでまかせを並べた。この手の口くち八はつ丁ちようは彼の得意分野だ。

「パベンドレヒト家とのお見合いなんて、羨うらやましいわ……」

　グースには、エリザのことを『とある商家の娘』と紹介した。レベンスはその商家に雇やとわれた旅の護ご衛えいで、今からエリザを連れて貴族とのお見合いに行くという筋すじ書がきだ。

「それにしても、災さい難なんでしたね。連れの人とはぐれてしまうなんて……」

「そうなんだ。そいつが衣い装しよう一式を持っていたから、本当に困った」

「私でお役に立てればいいんですけど」

「いや、助かるよ」

　エリザにお見合い用の衣装を選んでやってほしい、と申し出ると、グースは二つ返事で承しよう諾だくしてくれた。どうやら、命の恩人であるレベンスに恩返しをしたいという思いが相当に強いようだ。

　任せても大だい丈じよう夫ぶそうだな、と彼は判断する。

「じゃあ、俺は国境線の下見をしてくる。そっちは頼たのんだぞ」

　彼はエリザの荷物を担かつぐと、再び馬を駆かって林の中を進んだ。







　およそ一時間後。

　下見を終えたレベンスが戻ってくると、グース・フォックスロットが手を振って迎むかえてくれた。

「びっくりしますよ」

「そりゃ楽しみだ」

「はい、出ておいでー」

　やがて、木の陰かげからは一人の少女が出てきた。

「え……？」

　レベンスは口をあんぐり開けて固まる。

「エリ、ザ……？」

「……おかえり」

　その声は確かにエリザだったが、容姿は今までとあまりにかけ離はなれていた。ところどころが破れたフードはきらびやかな白いドレスに替わり、ボロボロに擦すり切れた革かわ靴ぐつは高級そうなヒールに、やや寝ね癖ぐせ交まじりだった銀ぎん髪ぱつは高そうな櫛くしで綺き麗れいにまとめられている。ちなみに、衣い装しようや化け粧しよう品ひんのたぐいはすべて検問待ちの商人たちから仕入れたものだ。
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「どう……？」

　エリザは上うわ目め遣づかいで尋たずねる。

「どうって……」

　前髪をそっと指で掻かき分けると、そこには化粧を施ほどこした少女の顔が現れる。元々の白い顔がさらに透すき通るような輝かがやきを発し、小さな唇くちびるには口くち紅べにが引かれている。

　きれいだ、と思った。あまりの変身ぶりに思わず見とれる。

「お、お嬢じよう様、たいへん似合っていますよ」

　彼が役に徹てつしてエリザを褒ほめると、少女は「そう……」とだけ答えた。ドレスを着慣れないのか、先ほどからスカートをたくし上げて白い脚あしを露ろ出しゆつさせている。

「香水も適度になじませておきました」

　グースが小こ瓶びんを振る。

「助かるよ」

「どういたしまして」

「なんか……変な、匂い」

　エリザは香水が初めてなのか、自分の肌はだをくんくんと嗅かいでいる。子犬みたいな奴やつだなと彼は思った。

「それに、スースーする」

　エリザはスカートを持ち上げると、着き心ごこ地ちが悪そうに脚あしをもぞもぞと動かした。




　　　　４




「止まれ……！」

　二人の乗った馬車は、検問前で制止を命じられた。

「中を検あらためる！　速すみやかに外に出て、通行手形と身分を示すものを！」

「はい、ただいまお待ち下さい」

　御ぎよ者しやに扮ふんしたレベンスは、そっと後ろを覗のぞく。

「お嬢じよう様、申し訳わけございませんが馬車からお降おり下さいませ」

　令れい嬢じように変へん装そうしたエリザは、黙だまったままこくりとうなずく。事前の打ち合わせで、一いつ切さいしゃべるなときつく釘くぎを刺してある。

　エリザが馬車から降りると、「ほう……」と兵士たちから感かん嘆たんの声が上がる。香水の甘い匂いがふわりと空気の中を流れ、化け粧しようで引き立った美しい顔が衆しゆう目もくを集める。頭には念のため、金きん髪ぱつのかつらを被かぶせてある。

「これが手形です」

「うむ。……入国の目的は？」

「パベンドレヒト家とのお見合いです」

　レベンスはちらりとエリザのほうに視線を送る。兵士も納なつ得とくした様子で「ああ、パベンドレヒト家ね……」とうなずく。それから同どう僚りようの兵士と小声で「あそこは次男が女好きなんだよ。これで今月三人目だぜ」と囁ささやいた。もちろん、このへんの事情もレベンスには折おり込こみ済みだった。

　手形を確認している間は、複数の兵士が入念に馬車内を調べた。荷物をすべて開け、内部を隅すみ々ずみまで確かめる。座席や車輪の下、馬の鞍くらまで外した入念な捜そう索さく。

　その間、エリザは背せ筋すじを伸ばしたままじっと立っていた。兵士たちの視線が熱い矢のごとくエリザに集まっているが、当の少女は澄すました顔で黙っている。それは無表情な少女にとっていつものことだったが、今はむしろ良家の生まれを示すように堂々として見えた。

「不ふ審しんなものは見当たりません！」

　やがて、兵士が点検終了を報告する。馬車には元から聖せい剣けんも大剣も積つんでいなかったが、レベンスは胸中で安あん堵どした。

「失礼ですが、最後に……」

　兵士の一人がエリザの前に立ち、こう尋たずねた。

「手のひらを見せて頂けませんか？」

　──来た……！

　レベンスは体が強こわ張ばるのを感じた。手のひらを確かめるのは、剣を持つ武人の手でないかを確認するためだ。

　エリザがこちらを見る。

「お嬢じよう様、お願い致します」

　レベンスが頭を下げると、少女はすっと手て袋ぶくろを外す。

「ん……？」

　兵士が不ふ審しんげな声を出す。

　エリザは両の手のひらを見えるように差し出したが、兵士が手を伸ばすと引っ込めた。

「もっとよく見せてくれませんか？」

　兵士は丁てい寧ねいな声で尋ねる。エリザのことを本物の良家の令れい嬢じようと信じているらしく、無む理り矢や理りに手を掴つかむような真ま似ねはしなかった。

「申し訳わけございませんが……」レベンスは兵士の前で折り目正しく頭を下げた。「お嬢様は嫁よめ入り前の身で、まだ殿との方がたには慣れていないのです。どうかこれ以上はご勘かん弁べんを」

　レベンスは頭を下げたまま、握手をするふりをして他から見えないように金きん貨かを手渡した。もちろんこれは賄わい賂ろだ。

「お嬢様。もう一度、兵士様に手をお見せください」

　レベンスが言うと、エリザは手を開いて兵士に向けた。剣を握ってできた豆やタコのたぐいは、今は厚あつ塗ぬりした白い化け粧しよう液えきでごまかしている。触さわられればすぐにバレる細さい工くだが、少女の生来の肌はだの白さも手伝って、遠目には綺き麗れいな令嬢の手に見えなくもなかった。

「ふむ……。まあ、いいだろう」

　兵士は金貨を握った手を懐ふところに入れ、少し頬ほおを緩ゆるませた。帝国軍と言えども身分はさまざまで、庶しよ民みん出身の兵士は決して給金が高くない。また、銅どう貨かや銀ぎん貨かではなく、あえて金貨を渡すことでこちらの経済力を示す狙ねらいもあった。純じゆん正せいの金貨一枚があれば兵士の一年分の給金くらいになる。それはレベンスの残る全財産だったが、まさかそれを惜おしげもなく渡しているとは向こうも考えないだろう。

「よし、通れ……！」

　馬車の前の兵士が、すっと左右に避よける。

　レベンスはエリザとともに馬車に乗り込むと、静かに馬を歩かせた。

　手た綱づなを握った手は、気づかぬうちにべっとりと汗をかいていた。







「ふー。肝きもを冷やしたぜ」

　検問を抜けてしばらく進んでから、彼は大きく息を吐はいた。

「うまくいったな」

　振り向くと、そこにはいつもの無表情でエリザが座っている。こんなふうに澄すましていると本当に良家の令れい嬢じようにしか見えない。

「……綺き麗れいだな、やっぱり」

　何気なくつぶやくと、エリザが小首を傾かしげた。大きな青い瞳ひとみが星のように幾いく度ども瞬しばたたく。

「たしかに、きれい」

　エリザはひらひらしたドレスの裾すそをたくし上げる。自分のことではなく、衣い装しようのことを言われたと思ったようだ。

「もう着替えていいぞ」

「着替える……？」

「検問は通過したから、芝しば居いは終わりさ」

「終わり……」

　ぽつりとつぶやくと、少女は着ているドレスをじっと見つめた。すぐに服を脱がないところから、なんだか名残なごり惜おしそうにも見える。

「なんだ、もう少し着ていたいのか？」

　少女はこくりとうなずく。

「おまえが平気なら、別にかまわないが」

「……平気」

「じゃあ勝手にしろ。あとで売るから汚すなよ」

　そう言うと、彼は馬車を近くの木に寄せた。この馬車は借り物なので、あとで商人に返さないといけない。

　こいつも年頃の女の子なんだなあ、と彼は何か新しい発見でもしたような気持ちになった。エリザは無表情のままだったが、何度もドレスに刺し繍しゆうされた飾かざりを眺ながめては、指先で愛いとしげになぞっている。金きん髪ぱつのかつらも気に入ったのか、細い指で髪かみを梳すくような仕草を繰くり返す。

　ふと、彼は思い立ち、胸元のペンダントを外した。それは亡き妹の形かた見みである、炎で形が熔とけた髪かみ留どめ。

「動くなよ……」

　エリザの前髪に、そっと髪留めを付けてみる。少女はじっとしたまま不ふ思し議ぎそうにレベンスを見つめる。

「やっぱりな」

　その髪留めはエリザによく似合った。金色の草原に咲いた一輪の赤い花のように、少女の美しい顔立ちをさらに引き立たせる。

　一いつ瞬しゆん、瞼まぶたには妹の花はな嫁よめ姿が浮かぶ。妹が生きていたら、きっとこんなふうに着き飾かざって嫁に行くのだろうか。

　だが、その郷きよう愁しゆうは、すぐに白いドレスが血ち染ぞめの赤へと染まり、彼を現実へと引き戻した。

「悪い、もう返してくれ」

　レベンスはエリザの頭から髪かみ留どめを外すと、鎖くさりにつなぎ直して胸の奥に仕し舞まい込む。

　──違う。こいつは妹じゃない。フーシェはもう、死んだんだ。

　自分の行動にわずかな後悔の念を抱いだくと、彼は服の上からペンダントを押さえた。指先には、髪留めを外したときについたのか、一本の銀ぎん髪ぱつが絡からんでいる。

　エリザはじっとレベンスを見ている。

　何か言いたげな様子で口を開きかけたが、結局何も言わなかった。







　夕刻。

　彼らは馬車を商人に返すと、次の行動に移った。

　暗い森の中を徒歩で進み、国境線をなぞるように北上する。警けい備びの兵士がいないのは、切り立った崖がけと、その下を流れる幅はばの広い濁だく流りゆうが、どう考えても大軍の渡れる状況ではないからだ。

「ここだ」

　彼は崖の向こうに見える大木に、目印の赤い布を見つけた。

「できるか？」

「たぶん、大だい丈じよう夫ぶ」

　エリザはうなずくと、崖の先せん端たんに立った。眼がん下かには切り立つ峡きよう谷こくが続き、足を滑すべらせれば大河グラリオサの濁流に飲み込まれて死体も上がらない。

　少女は小さく息を吸うと、鋭するどく叫さけんだ。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……!!」

　その途と端たんだった。川を挟はさんだ林の向こうから、巨大な黒い影が吹っ飛んできた。それは林の木に派手にぶつかると、枝をバキバキと薙なぎ倒して地面に落ちる。それは汚れた細長い革かわ袋ぶくろ。

「中身はどうだ？」

「問題、ない」

　エリザは荷物から聖せい剣けんを取り出してみせた。『天空乃瞬ウインザー』『闘神乃腕レーヴアテイン』『死ジ神ー乃ノ爪ス』という三本の聖剣に異常は見られない。それらはすべて大剣とともに紐ひもで括くくり付けられている。

「うまくいったな」

　荷物の持込みが難むずかしいと踏ふんだレベンスは、検問に入る前に一つの策さくを打った。呼べば一声で来るという大剣の能力に目を付け、それを国境沿ぞいの林の中に隠かくす。隠し場所は、この辺りの地理に詳くわしいグース・フォックスロットから教えてもらった。峡きよう谷こく沿ぞいなら見張りの目もほとんどないし、幅はばが狭せまいところなら小さな物を投げ込むくらいのことはできる、と。それは検問で門前払いを食らった地元の人間が、故こ郷きようの家族にお金や手紙を送ったりするためにしばしば使われる抜け道だった。

「この大剣、こういうときは便利だよな……」

　彼はエリザの大剣を眺ながめ、その能力に少し感心した。武器を手放すことが命取りになる裏うら稼か業ぎようの世界で、こうして呼べば飛んでくる剣というのは喉のどから手が出るほど欲しい。

　そんなことを彼が考えていると、「レベンス」と少女が呼んだ。

「なんだ？」

「……あの人、は？」

「あの人？」

「お化け粧しよう、してくれた人」

「グースのことか？」

「そう」

「当分は検問待ちだろうな。俺たちに順番を譲ゆずってくれたし」

「待たなくて、いいの？」

「必要ない。うっかり巻き込んだら気の毒どくだ」

　グースには、こちらの事情を一いつ切さい話さなかった。知れば彼女も帝国軍に追われることになるし、どこでどうやって漏もれるか分からない。

「……お別れ、言いたかった」

　エリザは寂さびしげに視線を伏せる。久々にできた友人と早そう々そうに別れを告げることが残念なようだったが、彼は言葉を掛けなかった。今さらどうなるものでもない。

　あたりを見回すと、夕陽は山の向こうに姿を消し、林の中には暗くら闇やみが忍び寄っている。

　帝国内に侵しん入にゆうを果たしたのは良いが、問題はこれからだった。剣けん聖せいドラセナの屋や敷しきにたどり着くには、帝国軍の監かん視しの目を掻かい潜くぐらなければならない。今度疑われたときにどうやって聖せい剣けんや大剣を隠かくすかについては、まだレベンスにも良い考えがなかった。

「暗いけど、歩けるか？」

「大丈夫。慣れてる」

　エリザは低い声で返すと、巨大な荷物を背せ負おう。彼はその姿をじっと眺め、「あー、そろそろ言わせてもらうぞ」と切り出した。

「なに？」

「気に入ったのは分かるが……」

　彼はピッと金きん髪ぱつの少女を指差した。

「いい加減、ドレスを脱げ」
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　昼は林に潜ひそみ、夜は馬を進ませる。

　そんな日々が数日ばかり続くと、目的地が近づいてきた。

　ゴールドコースト家、別べつ邸てい。それはチューリフの宿場町から少し離はなれた森の中に建てられている。

　街道からわずかに分け入った林の中で、レベンスは焚たき火の加減を調ちよう整せいする。エリザは近くを流れる小川で水浴びをしている。例の『湯もみ唄うた』が聞こえ、久しぶりに汗を洗い流せて気分が良いようだ。

　ここまで剣けん聖せいの屋や敷しきに近づくと、さすがに帝国軍の監かん視しが厳きびしくなってきた。昼間は通行人を片かたっ端ぱしから尋じん問もんしているし、夜も兵士たちが何組も巡じゆん回かいしている。渦か中ちゆうの『剣聖殺し』をなんとしても捕つかまえてやるという意志がひしひしと伝わってくる。

　帝国が躍やつ起きになるのも当然のことだった。エリザが剣聖に勝てば次の国へと旅立ってしまうし、エリザが負ければ聖せい剣けんが剣聖側の手に戻ってしまう。そうなれば帝国としては聖剣を手に入れる千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機きを逃すことになる。

　決戦、間ま近ぢか。

　目的地が近づくにつれ、レベンスはじわじわと不安を覚えるようになっていた。彼の胸を騒さわがせたのは、これから戦うことになる最大の難なん敵てき。

　ドラセナ・ゴールドコースト。

　世の人いわく『黄金の双そう龍りゆう姫き』。帝国屈指の貴族にして、聖剣『双龍乃牙ズルフイカール』を擁ようする金きん髪ぱつの少女。

　剣聖の中でのドラセナの立ち位置は、明快に一言で表される。




　最強。




　七人いる剣聖たちが直接対決した事実は、少なくとも公式にはない。それでも人々が最強の剣聖として名を挙げるのはこの世にたった一人だけだった。

　あのヴァリエガータより強い。ルドベキアでも歯が立たない。それは想像もつかない次元で、来きたるべき戦いを想像すると正直背せ筋すじが寒くなる。その恐怖は常人なら当然の反応だったが、当のエリザはここ数日でも全まつたく緊きん張ちようした様子が見られなかった。それは自分の勝利を信じて疑わない信念のようにも見えたし、敗北して死ぬことになっても構わないという覚かく悟ごにも映る。

　──あいつの頭の中は、どうなってるんだろうな？

　無表情な白い顔、無感動な青い瞳ひとみ。大軍に囲まれても微み塵じんも恐怖した様子を見せず、剣聖を前にしても顔色一つ変えない。大剣の巨大さと並び、その度ど胸きようも規き格かく外がいだった。

「死ぬな……普通にやったら。いや、どうやっても死ぬか……」

　最強の剣けん聖せいに、たった二人で挑いどむ。それが無む謀ぼう極きわまりない自殺行為であることは論を待たない。

「なんで、俺はこんなことをしているんだろうなあ……バカか？」

　剣聖ヴァリエガータに二人で挑いどんでからというもの、彼は自分の中で妙な覚かく悟ごが座ったことを感じていた。相手が恐ろしいという気持ちは変わらない。勝てっこないという気持ちも変わらない。それでも、結果として命を落としても、それは己おのれの運命だろうと思う気持ちがはっきりある。仇かたき討うちのためには命など惜おしくないというのはずっと前からそうだったが、相手が剣聖という途と方ほうもなく強大な相手でもそういう心情になれるのは、間ま違ちがいなく少女の影えい響きようだった。

　相手が誰だれであっても、エリザは決して恐れない。決して脅おびえない。決して諦あきらめない。その青い瞳ひとみはどこまでもまっすぐに標的を捉とらえ、目的のために邁まい進しんする。そんな少女を見ていると、彼は自分の迷まよいが小さなことのように思えるのだった。素す手ででは誰にも勝てないようなか弱い少女が、顔色ひとつ変えずに戦っている。歴れき戦せんの傭よう兵へいである自分が、今さらびくびくしていてどうする。そうした開き直りに近い感情があった。

「ま、ここまで来るとヤケクソだな……」

　火加減を見ながら、彼は独ひとり言ごとをつぶやく。

　そのときだ。




「そこで何をしている……！」




　突然、怒ど鳴なり声が聞こえて、彼は飛び上がった。

　──やばい……！

　長剣を手にして中腰になったが、そのときには遅かった。

　林の中から、三人ほどの武ぶ装そうした兵士が現れた。黒い甲かつ冑ちゆうに黄金の紋もん章しよう。帝国軍の夜回り部隊、と瞬しゆん時じに察する。

　彼は剣を背中に隠かくし、両手を挙げて抵てい抗こうの意志がないことを示す。エリザは向こうの小川で水浴び中だし、聖せい剣けんや大剣のたぐいもこの場にはない。今ならシラを切れる。

「ここで何をしている？」

　年長者らしき髭ひげの兵士が、不ふ審しんげな眼まな差ざしで尋たずねてきた。その手にはすでに一振りの剣が抜かれている。

　彼は手形を差し出し、自分の身元を釈しやく明めいする。

「私は旅人で、レーベンという者です。これからザッハルまで帰る途中です」

　レベンスはあえて自分の目的地を反対方向に偽いつわった。そのほうがここにいる理由を誤ご魔ま化かしやすいからだ。

「ザッハルに行くのに、なぜこんなところにいる？」

「チューリフの宿場を出たあと、少々道に迷まよってしまいまして」

「ふうむ……」

　兵士はじろじろと彼を見つめる。ここは賄わい賂ろでも渡して凌しのぎたいところだったが、あいにくエリザの『変へん装そう』に軍資金の大半を費ついやしてしまい、今は手持ちがほとんどない。

「おまえ、こういう者を見なかったか？」

　若い兵士はぺらりと一枚の紙を広げた。炎に照らされて映し出されたその紙には、毛もう筆ひつで一人の少女の人相が描えがかれている。

「銀色の髪かみをした若い女で、巨大な黒い剣を持っている」

「はあ……」

　彼は人相書きを受け取り、なるべくじっくりと見た。ここですぐに否定したらかえって怪あやしまれる。

「すみません……。私には分かりません」

　──やばいな。

　彼は内心で焦あせった。人相書きは必ずしもエリザに似ていなかったが、『銀ぎん髪ぱつの若い女』『巨大な黒い剣』という特とく徴ちようはすべて一いつ致ちしている。もしこんなところで当人を見られたら即そつ刻こく逮たい捕ほされることは火を見るより明らかだ。

「分隊長、そろそろ……」

　兵士の一人が仲間に声を掛ける。林の中は、炎に集まってきた虫が多く、兵士たちはさっきから不快そうに手を振って虫を追い払っている。

「ふむ……」

　年長の兵士はもう一度、人相書きに視線を落とす。

「この女を見かけたらすぐに帝国軍に知らせるように。いいな」

「分かりました。必ず知らせます」

「行くぞ」

　兵士たちは剣を鞘さやに収め、背を向けた。

　彼は胸中で安あん堵どした。もう少し剣けん聖せいの屋や敷しきに近い場所で見つかったら、さすがに誤ご魔ま化かしきれなかっただろう。

　だが、彼の安堵は次の瞬しゆん間かんにひっくり返される。

　ちゃぷん。

「なんだ……？」

　兵士の一人が感づいた。それは小川のほうから聞こえた水音。レベンスの背せ筋すじに冷たいものが走る。

「おい、見てこい」

　年長の兵士が顎あごをしゃくって、若い兵士二人に指示する。

　彼は懐ふところのナイフを確かめ、不測の事態に備える。いざとなったら兵士三人を叩たたきのめして逃げを打つしかない。

　エリザ、頼たのむぞ、隠かくれてろよ……すがるような思いでレベンスは事態を見守る。

　若い兵士二人が、水音のした方へ警けい戒かいしながら近づく。やがて、その姿が林の奥に消えると、「分隊長！」と声がした。

「女がいます……！」

　──くっ……！

　彼は絶望的な気分になりつつも、懐に手を入れ、ナイフを握る。

　だが、事態は彼の予想とは別の方向へ転がる。

「剣けん聖せい殺しか……!?」という兵士の問いかけに、返ってきた答えはこういうものだった。

「別人です……！」

　やがて、林の中からは先ほどの兵士たちが戻ってきた。

　連行されてきたのは一人の少女だった。髪かみから水を滴したたらせ、今しがた衣服を着たばかりのようにぴっちりと体に上着を張り付かせている。

「あ……」

　レベンスは驚おどろいた。

　戻ってきたエリザは金きん髪ぱつだった。それは検問のときに使った変へん装そう用のかつらだ。

「こいつは何者だ？」

「その……そこに小川があるんですが、水浴びをしていたらしくて……」

「おまえの連れか……？」

　兵士はレベンスを見る。人相書きが『銀ぎん髪ぱつの少女』となっていることから、エリザの金髪を見てまだ犯人だとは気づいていない様子だ。

「その……」彼はとっさに言い訳わけを考える。「私の妹でして……」

「妹……？」

「そうです」

「なぜ、黙だまっていた？」

　兵士の顔がにわかにくもる。

　レベンスは頭をすばやく回転させて言いつくろった。

「妹は極度の人見知りでして……申し訳ございません」

「人見知り、ねぇ……」

　兵士は不ふ審しんげな顔でエリザに近づき、まじまじと顔を眺ながめる。

「ここで何をしていた……？」

　兵士が質問すると、エリザは目をぱちくりさせた。レベンスはエリザが話を合わせることを胸中で強く祈いのる。

「……水浴び」

「この顔に見覚えはあるか？」

　兵士は人相書きをエリザに見せる。少女はじっと自分の似顔絵を見つめたあと、こう言った。

「私に、似てる」

　──アホか……!!

　レベンスは頭を抱かかえたくなった。かつらをかぶって出てきたときには少女の機き転てんに感心したが、やはりエリザにこの手の芝しば居いは無理だった。

「あの、えっと、兵隊さん」

　彼は致ち命めい的なボロが出る前に、会話に割って入る。

「妹は、その、怖がり屋でして……そのへんで勘かん弁べんしていただけませんか？」

　そのとき、エリザが「妹……？」と不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげた。レベンスは兵士にバレないように少女にウインクを飛ばす。

「似てない兄妹だな」

　若い兵士が指し摘てきをすると、レベンスは「よく言われます」と弁べん解かいした。

「兄妹でこんなに髪かみの色が違うのか？」

「妹の髪は母親譲ゆずりでして……」

「目の色も違う」

「実は腹違いなんですよ」

　レベンスが片っ端ばしから嘘うそ八はつ百ぴやくを並べると、兵士たちは首をひねった。怪あやしいが、さりとて決め手に欠ける、という雰ふん囲い気きだ。

「分隊長、どうします？」

　若い兵士は上官の判断を仰あおぐ。

「さっきも若い女を本部に連れていって、まったくの別人だったしな……」

　上官は顔をしかめ、まあいい、とつぶやいた。

「まあ、件の剣けん聖せい殺しが若い女と言っても、さすがにここまで小さい女の子ではなかろう。髪の色も違うし……」

　兵士たちは引き上げる算段をまとめたようだった。

「おまえたち、明朝にはここを離はなれるように」

「承しよう知ちいたしました。お役目、誠まことにお疲れ様でございます」

　レベンスは深々と頭を下げる。エリザは瞬まばたきをしながら彼を見て、それから真ま似ねをしようと考えたのか、頭を下げてお辞じ儀ぎをした。

　その拍ひよう子しだ。

　パサッ、と何かが落ちた。

「あ……」

　エリザは頭を押さえる。

　──このバカ……！
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「ったく、おまえは肝かん心じんなところで……！」

「途中まで、うまく行ってた」

「最後にバレたら意味ないだろ……！」

「わざとじゃ、ないし」

「このマヌケ！」

「む……」

　馬上で罵ののしりあいながら、二人は必死に逃げる。

　かつらが取れてバレた瞬しゆん間かん、すかさずレベンスは兵士に背後から蹴けりを入れた。エリザも呼こ応おうするように大剣を呼び寄せ、二人の兵士を一いち撃げきで叩たたきのめした。そこまでは良かったが、馬に乗ったところで他の帝国軍に気づかれ、今はこうして林の中を逃げ惑まどっているのだった。

「そっちに行ったぞ！」「逃がすな！」「取り囲め！」

　兵士たちの怒声が夜の林に響ひびき渡り、あちこちで松明たいまつの炎が狼おおかみの群れのごとくぎらつく。

「くそ、こっちもか……！」

　レベンスは必死に馬を操あやつって逃げ道を探る。だが、どこに行っても帝国軍の兵士が現れて、林の中で彼らは次し第だいに逃げ場を失っていった。

　彼は馬を止め、周囲を窺うかがう。前には壁かべのような斜面が切り立ち、背後はどこも帝国軍の松明。

「登るぞ！」

「でも、高い」

「ぐだぐだ言うな！」

「足場が、ない」

「ほら！」

　彼はエリザの前で腰をかがめ、自分が踏ふみ台になった。

「さっさとやれ！　もう時間がない！」

「……不本意」

　エリザはしぶしぶといった様子でレベンスの背中に足を載のせ、それから跳ちよう躍やくして斜面に張り付いた。

「登れそうか？」

「がんばる」

　エリザは張り出した木の根っこを手がかりに、どうにか斜面を登っていく。

「さて……」

　彼は背後を振り返った。松明たいまつは段々と大きさを変えて、こちらを取り囲むように近づいてくる。

　このまま二人で登れば、弓ゆみ矢やの餌え食じき。

　短い時間、限られた選択肢しの中で、彼は自分のとるべき道を考える。このまま二人で逃げるか、それとも一人だけで逃げるか。

「一人だけで……」

　ふと、彼は昔のことを思い出した。幼少のころ、『光る眼めの剣士』から逃げ惑まどった日。彼はあのとき、妹を助けられずに、自分だけが生き残った。それは彼の人生で最大の後悔だった。

　胸に手を当てると、ペンダントの髪かみ留どめが指に触ふれた。目の前の斜面には、必死によじ登る小さな少女。その姿が妹と重なる。

　こいつは妹じゃない。そのことは分かっている。だがそれでも、彼のたどりついた結論は一つだった。万が一にも自分だけが助かって、少女が死ぬようなことになれば、きっと後悔する。その後悔は妹を亡くしたときと同じか、それ以上だろう。

　そして彼は決断を下した。

「エリザ」

「なに？」

　少女は斜面から彼を見下ろす。

　彼はすっと息を吸い、低く、だがはっきりと聞こえるように叫さけんだ。

「俺が囮おとりになる。おまえは逃げろ」

「え？」

　キョトンとするエリザを置いて、彼は馬に飛び乗る。

「じゃあな！　生きていたらまた会おうぜ！」







　うんざりするほどたくさんいる。

　無数に広がる星空のような松明の光を横目に見ながら、レベンスは決死の逃亡を図はかる。馬を駆かり、木にぶつかることをいとわぬような速さで林を駆け抜ける。

「あそこだ！」「追え！」

　幾いく百ひやくの怒号と、大地を揺ゆるがすような蹄ひづめの音が林の中に響ひびき渡る。彼は松明の数を瞬しゆん時じに数えながら、敵てき陣じんが手て薄うすな場所を狙ねらって馬を操あやつった。

「そっちだ！　囲め……っ!!」

　これだけの大軍に追われたのはレベンスの人生でも初めてのことだった。しかも逃げ場のない敵国の只ただ中なかで、味方もいなければ帰るべき自じ陣じんもない。

「ちっ、こっちもか……！」

　限界は早かった。彼は行く先々で帝国軍の分ぶ厚あつい防ぼう御ぎよ線せんに出くわし、そのたびに馬を方向転換させた。その間かん隔かくは徐じよ々じよに短くなり、ついにはどうにもならなくなる。

「これまでか……」

　彼は馬を止めた。

　既に周囲には怒ど涛とうのごとく帝国軍の兵士が押し寄せ、鼠ねずみ一匹さえ通さぬような包ほう囲い網もうが敷しかれている。戦うとか、逃げるとかいう選択肢しはなく、白しら旗はたを揚あげる以外にできることはない。

　エリザは逃げられただろうか。活路を完全に封じられた窮きゆう地ちで、彼は別れた少女のことを思い出す。仇かたきを討うつために少女を追っていたのに、気づけば自分の命を賭として少女を救っている。その本ほん末まつ転てん倒とうな行動に自分でも呆あきれる。

　かつて、妹は目の前で殺され、自分だけが助かった。今度はエリザが助かり、自分だけが死のうとしている。彼にとって、それは別々の事こと柄がらではあったが、どこか人生の帳ちよう尻じりがそれで合うような気がした。

　形かた見みのペンダントをギュッと握り、すっと息を吐はく。

　捕つかまれば拷ごう問もん。戦えば討ち死に。

　もし、降こう伏ふくして逮たい捕ほされれば、待つのは苛か烈れつな拷問だろうと彼は知っていた。エリザの逃げ場所を吐かせるために、帝国軍は容よう赦しやなく彼の口を割らせようとするだろう。聖せい剣けんを手に入れ、世界の覇は権けんを握れるかどうかに比べれば、一いつ介かいの傭よう兵へいの命などカビの生えたパン切れほどの価値もない。

「傭兵らしく、戦うか……」

　彼は馬を降おりて、一本の大木を背にした。活路が開けるとは思わなかったが、自分の性しよう分ぶんから言って座して死ぬことはできそうにない。

　そのときだ。




　閃せん光こうが走った。




「な……っ!?」

　それは夜空を真っ二つに分かつ、巨大な一ひと筋すじの光だった。大地から空に向かって放たれた稲いな妻ずまのごとき光が、暗い森を一いつ瞬しゆんにして明るく染そめる。帝国軍も呆あつ気けに取られ、誰だれもが時が止まったように硬こう直ちよくした。

　──な、何が……起きた……？

　やがて、帝国軍に動きが見られた。「なんだと……!?」「本当か……!?」とざわつく兵士たちの間を、何者かがゆっくりとこちらに近づいてくる。目ま深ぶかに被かぶったフードは一いつ瞬しゆんエリザかと思ったが、それにしては背が高く、着ている服も別のものに見えた。

　その人物は、帝国軍の最前列で立ち止まると、隣となりの兵士に尋たずねた。

「何者かしら……？」

　それは女性の声だった。上品で、落ち着いた響ひびきの声。

「はっ！　この者は世間を騒さわがす『剣けん聖せい殺し』の一味です!!」

「あら……」

　女性は口元をほころばせ、「どうりで、この子がやたらに鳴くわけですわ」と腰に差した剣に触ふれた。それは見るからに高級そうな黄金の鞘さやを持つ剣で、左右に一本ずつ吊つられている。二刀流だ。

「ひとつ、お願いがあるのですけれど」

「はっ！」

「この者を、わたくしに譲ゆずっていただけないかしら？」

　女性はさらりと提案した。兵士は「は、はいっ！　もちろんでございます……っ！」と即答する。

　馬ば鹿かな、と思った。目の前のやりとりが信じられない。たった一人の若い女性に対し、帝国軍が恐れをなしている。

　そんな彼の驚おどろきを裏打ちするように、女性は軍を一いち瞥べつしてこうも言った。

「もう、帰ってよろしくてよ？」

「はっ！」

　兵士たちは波が引くように撤てつ退たいを始める。上官に相談するとか、他の兵士が異い議ぎを申し立てるなどの行為も全まつたく見られない。それは国王を前にした臣しん下かの反応に似ていて、「撤退だ！」「引き上げるぞ！」と、兵士たちはなかば脅おびえたように林の向こうへと消えていった。

　そしてレベンスは女性と二人きりになった。

「少し、驚かせてしまったかしら？」

　女性はわずかに肩をすくめる。

「何者だ……？」

　彼は警けい戒かいした眼まな差ざしで女性を睨にらむ。

「失礼、自己紹介がまだでしたわね」

　相手は微笑ほほえむと、手でフードをめくった。その途と端たんに、長い髪かみが黄金の光こう沢たくを放って溢あふれ出る。

「あ……」

「気づいたようですわね？」

　金髪の少女は楽しげに目を細める。青い瞳ひとみはエリザにも似て切れ長だったが、その表情は穏おだやかで、年ねん齢れい以上の落ち着きが感じられる。

　──まさか……。

　見事な金きん髪ぱつ、左右の黄金の剣、そして大軍を一いつ瞬しゆんで下がらせる権力。そのすべてが一つの答えを示している。

「はじめまして」少女は美しい声で名乗り、上品に会え釈しやくをする。「わたしくはドラセナ・ゴールドコースト。この近くの屋や敷しきに滞在しております」

「剣けん聖せい……」

　レベンスが愕がく然ぜんとつぶやくと、ドラセナは小さくうなずき、また微笑ほほえんでみせた。その青い瞳ひとみは涼すずしげで、余よ裕ゆうに充みちている。

　──最悪だ。

　彼は足が震ふるえた。

　相手には異常な存在感があった。対たい峙じしているだけで足がすくみ、身の毛がよだつ感覚。ただそこに立っているだけで、神を前にしているような畏い敬けいの念と、ひざまずきたくなる奇妙な従じゆう属ぞく感かん。たった一人の細身の女性が、今は巨人のごとく大きな存在に感じる。

　無論、戦って勝てる相手ではない。だが、下へ手たに動けば一刀のもとに斬きり捨てられる。彼は必死に逃げる隙すきを窺うかがった。

「あら、そんなに恐い顔をされると、困ってしまいますわ」

　剣聖は見事な黄金の髪を、指で軽く梳すいてみせる。

　──今だ！

　剣聖の視界がわずかに遮さえぎられた瞬しゆん間かんに、彼は懐ふところに手を入れた。そして、左右に二本ずつ、合計四本のナイフを同時に投げ放つ。もちろん当たるとは思わなかったが、剣聖がナイフに気を取られた隙に逃げるつもりだった。

　だが、その目もく論ろ見みは即そく座ざに破れる。

「な……っ！」

　ドラセナが左手を軽く振ると、ナイフが一瞬で消えた。たおやかな五本の指にはナイフが綺き麗れいに並んで挟はさまれ、まるでこれから投げる準備をしているかのようだった。

「四本すべて急所狙ねらい……なかなか見事なお手前ですわ」

　ドラセナはナイフを手のひらで弄もてあぞび、くるくるとお手玉のように回す。

　レベンスは動けない。隙を窺うどころか、これでは武器を取られただけだ。

「くそ……！」

　彼は再びナイフを投げる。すると剣聖は今まで弄んでいたナイフを一瞬で掴つかみ、彼に向かって投げ返した。

「……!?」

　レベンスはまたも驚きよう愕がくした。ギンッと音が響ひびいて、彼のナイフは剣聖の投げ返したナイフによってすべて撃げき墜ついされた。一本一本がぶつかり合って落ちる様子は、まるで鏡かがみに向かってナイフを投げつけたようだった。

「あらあら」

　ドラセナは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「剣けん聖せいは武ぶ芸げい百ひやつ般ぱんを極きわめし存在。聞いたことがなかったかしら？」

「く……っ」

　彼はナイフを諦あきらめ、長剣の柄つかに手を掛ける。ドラセナはゆったりと歩いて彼に近づいてくる。いまだ武器を抜く様子もなく、手ぶらの状態だ。

　──なめやがって！

　ドラセナの歩みが間合いに入った瞬しゆん間かん、彼は剣を鋭するどく振った。

　だが。

「ぐ……っ!?」

　長剣はドラセナの顔の前でぴたりと止まった。見ればその刀とう身しんは彼女の指先でつままれており、押しても引いても動かない。白しら刃は取りだ。

「なかなか鋭い剣けん閃せん。これも、悪くありませんわ」

　剣聖は余よ裕ゆうたっぷりに感想を述べる。それから刀身をつまんでいた指先に力を込めた。信じられないことに、レベンスの体のほうが浮き上がり、剣聖が軽く指をひねると彼は地面に叩たたき付けられた。

「ぐ……！」

　彼はどうにか受身を取り、後方に転がるようにして体を起こす。

　後ずさりをしながら、彼は再び木を背にする。剣聖は追い討うちを掛けることはせず、先ほどと同じ位置で立っている。

「忘れ物ですわ」

　ドラセナは軽く手を振って、何かを投げた。地面にざっくりと突つき刺さったものを見て彼はまた驚きよう愕がくした。それは彼が懐ふところに仕し舞まっていた投げナイフ、残り全部だった。

「馬ば鹿かな……」

　かつて、ここまで手玉に取られたことはなかった。歴れき戦せんの傭よう兵へいとしての経験を、この短い間にすべて否定されたような気になる。

　彼は再び剣を構えた。すばやく周囲の状況に視線を走らせ、何か打つ手がないか必死で頭を回転させる。

「ふむ……」剣聖が顔をほころばせる。「狙ねらいすましたナイフ、無む駄だのない剣さばき、すばやい受身。どれも熟じゆく練れんの技。お見事です」

　ドラセナは手振りを交え、とても楽しげに言う。その姿はまるで好きな服を選ぶ少女のようだ。

「く……」

　話を聞きながらレベンスはあることに気づいた。あれだけの攻防があったのに、ドラセナの立ち位置は変わっていない。それは最小限の動作だけですべての攻こう撃げきが捌さばかれたことを意味する。

「わたくし、あなたの攻撃に感心いたしました。だからここで、相応の敬意を表したいと思います」

「け、敬意……？」

「では」

　ドラセナは両手で剣を抜いた。右手には右腰に差していた剣を、左手には左側の剣を取り、それは逆さか手てに握られたまま低い位置で斜めに構えられる。

　彼は瞬しゆん時じに察した。剣けん聖せいの言う『敬意』の意味が、全力を発はつ揮きすることだと。

　だが、事態は彼の予想をさらに上回る。

　最悪の形で。

「ふう……」

　ドラセナの深呼吸をする音が聞こえると、かすかに風が吹いた。剣聖の周りだけ草むらが波打ち、それは彼の元まで波寄せる。

　そしてドラセナの金きん髪ぱつがゆらりと持ち上がった。毛の房ふさが二本の腕のように分かれ、驚おどろいたことに髪かみの毛の中から二振りの剣が抜き放たれた。黄金の光が半月のごとく弧こを描えがき、空中で静止する。剣の柄つかには髪の毛が絡からみ付き、その重量をしっかりと支えている。
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「う、あ……」

　レベンスは絶句する。

「これが聖せい剣けん『双龍乃牙ズルフイカール』の真の姿よ」

　ドラセナは誇こ示じするように両腕の双そう剣けんと金髪の双剣を軽く動かした。四つ首の竜りゆうが鎌かま首くびをもたげたような圧倒的な光景。

「四刀流……」

　相手が剣を抜く前ですら赤子扱あつかいされているのに、聖剣が一気に四本。それは無敵の剣聖が四人に増えたような圧倒的な絶望だった。

「勇ゆう敢かんなあなたに敬意を表して、私の最高の技をお見せしましょう」

　剣聖は腰を落とし、初めて構えを取った。四本の聖剣が寸すん分ぶん違たがわず十字の位置を取る。

　レベンスは回かい避ひの姿勢に入ったが、すでに遅かった。

　最後に見えたのは巨大な黄金の十じゆう字じ架か。

　そして彼の視界は、光から闇やみへと転じた。
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　薄うす暗ぐらい独どく房ぼう。

　朽くちた林のような鉄てつ格ごう子しを眺ながめながら、レベンスは壁かべに寄りかかっていた。天てん井じようには蜘く蛛もの巣が幾いく重えにもかかっていて、虫の死し骸がいがかすかに揺ゆれる。俺もこの虫と似たようなもんだな、と自じ嘲ちよう気味に思った。

　体を動かすと、足首の鉄球が鈍にぶい音で転がる。予想外に体の痛みが少ないのは、運が良かったからというわけではなく、明らかに剣けん聖せいの手加減によるものだろう。

「く……」

　古びた牢ろうには小さな窓が一つあるだけで、他には何も存在しなかった。鉄格子は錆さび付いており、道具があればどうにかできそうな感じもしたが、もちろん手元に武器はない。

　夜明けが近いのか、窓からはうっすらと光が射さし込んでいる。

　あいつは逃げられただろうか？

　エリザのことを思い返し、彼はその消息を心配した。帝国軍どころか、最強の剣聖を前にしていまだに自分が生きているのが不ふ思し議ぎだったが、それ以上に彼はエリザが今どうしているかが気になった。それはまるで、実の兄が妹を心配している感情。

　いったい何をやってんだ、と思う。身を挺ていして少女を守った行為は、別に美しい自己犠ぎ牲せいでも何でもない。愚おろかな自殺、自じ爆ばく、自じ暴ぼう自じ棄き。戦場では冷静であることを心がけていた自分が、今は情に流されて自分を制せい御ぎよできなくなっている。

　大バカだ。

　しみったれた独どく房ぼう、重い鉄てつ鎖さ。どうしようもない最悪の状況で、それでも不ふ思し議ぎと後悔はなかった。絶望のあまり、自分は感覚が麻ま痺ひしてしまったのだろう。

　そのときだ。

　ギィ、と金属の軋きしむ音がした。

　彼は反射的に立ち上がろうとしたが、足の鉄球が邪じや魔まをした。その間にもコツコツという音が石造りの床ゆかに響ひびき、独房前に人影が現れる。

「あ……」

　その少女は豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを王おう冠かんのごとく輝かがやかせ、ゆったりとした足取りで近づいてきた。まとったドレスは剣術の達人に似つかわしくない白い薄うす手での生地で、そこからすらりと美しい脚きやく線せんが伸びている。その姿は彼女がこの国の皇こう女じよだと説明されても違い和わ感かんを覚えないほどの高貴さで、見る者の目を奪わずにはいられなかった。

「ご気分はいかが？」

「…………」

「そんなに怖い顔で睨にらまないでくださいまし」

　ドラセナは余よ裕ゆうに満ちた態度で腰に手を当てる。その拍ひよう子しに、吊つり下がっていた剣が揺ゆれてカチャリと音を立てた。左右に一本ずつ下がった聖せい剣けんは、荘そう厳ごんな輝きと装そう飾しよくの繊せん細さいさが同居している。

「あなた、お名前は？」

　ドラセナは丁てい寧ねいな口調で尋たずねた。生まれも育ちも貴族である少女は、それが礼れい儀ぎであるかのように上品に微笑ほほえむ。

「…………」

　彼は質問に答えず、ただ相手を睨にらんだ。

　ドラセナは怒る様子も見せず、興きよう味み深そうに彼を見つめた。青い瞳はすべてを見み透すかしているように涼すずしげで、彼は少し落ち着かない気分になる。

「ひとつ、質問してもよろしい？」

　彼は黙だまっていたが、ドラセナはそのまま続けた。

「あなた、剣けん聖せい殺しの仲間だそうですわね」

「…………」

「剣聖殺しはどこにいるのかしら？」

「……さあな」

　レベンスがそっけなく答えると、「あら、やっと口を利きいてくれましたわね」とドラセナは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。その笑顔は年頃の少女が浮かべる屈くつ託たくのないもので、彼は奇妙な居い心ごこ地ちの悪さを感じた。

「わたくし、剣けん聖せい殺しには大変興きよう味みがありますの。あなたの知っていること、詳くわしくお聞かせ願えない？」

　レベンスは静かに目を閉じる。ここで答えなかったら死ぬな、と瞬しゆん時じに悟さとる。

　しゃべればいいと思った。洗いざらいぶちまけて、エリザの情報を剣聖に流す。それで自分が助かるのなら……そんな思考が頭をよぎる。

　だが、そんな思いとは裏うら腹はらに、彼の口は重かった。

「どうなさったの？」

「…………」

　彼は黙だまっている。それは自分でも理解できない行動だった。自殺行為だと思ったが、それでもエリザの情報を漏もらすことができない。なぜ、自分が少女をここまでかばうのか、彼自身にも分からなかった。

　沈ちん黙もくを続けていると、剣聖の目がすっと細くなった。

「なぜ、何もおっしゃらないのかしら？」

　打って変わって、その声が冷ややかになる。

「そう……」

　少女はおもむろに懐ふところから鍵かぎ束たばを取り出す。そのうちの一本でカチリと錠じようを外すと、軽くかがんで牢ろう内ないに入ってくる。

「もう一度だけ、お伺うかがい致しますわ」

　剣聖は腰に差した剣をすらりと抜き放った。黄金の光が牢内を満たし、聖せい剣けんの刀とう身しんが露あらわになる。その刃はレベンスの首くび筋すじにぴたりと付けられる。

　少女は静かに告げた。

「剣聖殺しのことで、知っていることを話しなさい」

　首筋にはひんやりとした冷気。全身の毛が逆さか立だつ感覚。

　死ぬ。

　選択の余地はないはずだった。黙っていれば死ぬ。自分のような賊ぞく一人の首を飛ばすのに、剣聖には何の躊躇ためらいもないだろう。

　──言え。しゃべれ。洗いざらい。さあ！　ほら！　死にたいのか！

　彼は自分を焚たきつける。だが、それでも言葉は出てこない。瞼まぶたにエリザの顔が浮かび、その顔はなぜか、お菓か子しを食べたときの幸せなそうな笑顔だった。

　沈黙は続いた。背中に冷たい汗が流れる。

　ドラセナは彼をまっすぐに見み据すえ、「ふうん……」と意味ありげに眉まゆを上げる。しばらくすると、剣を元の鞘さやに収めた。

「いいでしょう」

　ドラセナは静かに言った。その瞳ひとみは穏おだやかな光を宿している。

「あなたが何も話したくないと言うのなら、これ以上は聞きませんわ」

「え……？」

　これにはレベンスのほうが驚おどろく。

　ドラセナは余よ裕ゆうに満ちた声で、楽しげに言った。

「わたくし、その剣けん聖せい殺しとやらにますます会いたくなりましたわ」

　そして少女は牢ろう屋やの中にそっと何かを置いた。それは小さな水すい筒とうとパンの欠片かけら。

「食事、まだなのでしょう？」

「……なぜだ？」

「はい？」

「なぜ、こんなことをする？　剣聖殺しのことが聞きたいんだろう？　だったら拷ごう問もんでもなんでもしてさっさと吐はかせればいい」

「滅めつ相そうもありませんわ」ドラセナは涼すずしげに目を細め、青い瞳に彼を映す。「わたくしは『強き者』に敬意を表します」

「は……？」

「わたくしは常々、強さとは剣術の腕のみでは測れないと思っておりますの。いくら剣が強くても、いざというときに命を張れない剣士は決して強いとは言えません」

　そう語るドラセナの顔はとても楽しげだった。だが、レベンスはそこに何か別のものを感じ取る。

「その点、あなたは合格でした。あれだけの軍ぐん勢ぜいに囲まれても、なお臆おくせずに応戦する勇気。剣聖相手にも最後まで諦あきらめない闘とう志し。あなたこそ、真の意味で『強き者』ですわ」

「戯ざれ言ごとはよせ。剣聖最強のあんたこそが、真の強者だろ」

「あら、それって褒ほめてるの？」

　彼女の金きん髪ぱつは、風もないのにどこかゆらゆらと揺ゆれている。レベンスにはそれが彼女の胸中の高こう揚ように見えた。金髪をかすかになびかせる少女の姿は、月明かりに照らされてどこか妖あやしい美しさがあり、瞳は異様なまでにぎらついている。

　彼はその目を見て、あることを思い出した。

　かつて戦場にいたときにも、こんな目を見たことがある。金のために戦う一般の傭よう兵へいと異なり、ただ戦うためだけに傭兵仕事を続ける男たち。異様なほど目をぎらつかせ、人を斬きることそれ自体を楽しむ男たち。ドラセナの目つきは、そういう連中にそっくりだった。

「ひとつ、いいか？」

「何ですの？」

「強き者に敬意を表する、と言ったな。……だけどそれは建たて前まえなんじゃないのか？」

「どういう意味かしら？」

「あんたは剣けん聖せい最強とまで言われ、誰だれも挑いどんでくる者はいない。だからいつだって戦いに飢うえている。……違うか？」

「あら」

　ドラセナはひどく驚おどろいた顔をした。

「どうしてそんなふうに思いますの？」

「俺は傭よう兵へいだから、そういう連中を何人も見てきた。ぎらついた目をして、戦せん闘とうそのものが生きがいになったような奴やつらだ」

「うふふ……」

　ドラセナは口元に笑みを浮かべる。わずかに肩をすくめると、いたずらがバレた子供のように舌を出す。

「やっぱり、実戦経験の多い方は違いますわね。部下たちからそんな指し摘てきを受けたことはありませんもの」

　それは先ほどまでの上品な笑みではなく、かすかに歯は茎ぐきを見せた、どこか獣けもののような笑み。

「こんなにあっさり見破られるなんて、わたくしも修行が足りませんわ……」

　そこで少女は目を見開いた。青い瞳ひとみに映る光は、狂気にも似た獰どう猛もうさを宿している。

「あなたもご存知の通り、剣聖同士は戦うことができません。世界の平和と均きん衡こうのためにね。……だからわたくしは、いつも好こう敵てき手しゆを探していますの」

　そこは好敵手じゃなくて『獲え物もの』だろ、と内心で思った。それほどドラセナの瞳は殺気に満ちている。

「だからわたくしは待っていますの。剣聖殺しを」

「戦いたいのか？」

「もちろんですわ。ハヅキ・ユキノシタ、ルドベキア・マキシマム、ロサ・ガリカ・ヴァリエガータ。三人とも、天才中の天才でした。いつか戦いたいと願っておりました」

「だが、剣聖の自分にはかなわぬ望みだった、と？」

「そのとおりです。でも、その三人を倒す者が現れた。あの三人よりも強き者。二千年以上も続いた剣聖の無敗伝説を破りし者。最初の一いつ報ぽうを聞いたときは正直震ふるえが走りましたわ。そして『先を越こされた』と思いました」

　ドラセナの髪かみは蛇へびのように蠢うごめく。

「わたくしは決めましたの。剣聖殺しと戦うのはわたくし。デュランダルでもなく、ルピナスでもなく、エリオットでもなく、このわたくし」

　その言葉は、有無を言わさぬ迫はく力りよくに満ちていた。レベンスは背せ筋すじが寒くなる。

　彼はドラセナの真意を理解しつつあった。

　彼女は戦いを望んでいる。わざわざ帝国軍を下がらせたのもレベンスを助けるためではなく、ただ自分自身が戦せん闘とうを楽しむためだ。

　戦闘狂。戦いたくてしょうがない闘とう争そう本能。剣けん聖せいという偉い人じんの衣ころもをかぶった殺し屋。

「う……」

　このとき彼は腕を押さえた。いつもの古傷からどろりと血が染しみ出す。

「最近、体がうずいて仕方ありませんの。ああ、剣聖殺しと戦うのが待ちきれませんわ」

　剣聖は両腕で体を押さえ、少しくねらせるような仕草をした。その青い瞳ひとみは濡ぬれたように光り、薄うす手での服と合わせて妖あやしい色いろ香かを漂わせている。ちらりと唇くちびるから白い歯が覗のぞき、赤い舌が蛇へびのように唇を舐なめる。彼は二重の意味で、背せ筋すじにぞくりとしたものを覚えた。

「また、来ますね」

　剣聖はコツコツと音を立てて去っていった。







　食事が済むと、いくらか気持ちが落ち着いた。

　彼は牢ろう屋やを見回し、改めて脱だつ獄ごくの方法を考える。幸い、見張りの兵士は誰だれもおらず、牢ろう獄ごく自体も剣聖の住む屋や敷しきからは離はなれた場所に位置している。警けい戒かいが薄うすい印象があるのは、脱獄などできないと考えているのか、あるいは彼一人が逃げても取るに足りないと考えているのか。レベンスには後者に思えた。

　──それにしても、どうして俺は……。

　エリザのことを尋たずねられ、彼は何もしゃべらなかった。首くび筋すじに剣を突つきつけられたにもかかわらずだ。自分が囮おとりになってエリザを逃がしたことに加え、また愚おろかなことをしてしまった、と自分に呆あきれる。

　事態が動いたのは、夜明け間ま際ぎわのことだった。

　コンッ、コンッ、という音が聞こえた。

　それは背後の壁かべから。

「なんだ……？」

　彼は鉄球を引きずりながら、どうにか立ち上がる。

　窓の外を眺ながめると、そこにニュッと見知った顔が現れた。

「な……!?」

　彼は驚おどろいた。窓の外にいたのは銀ぎん髪ぱつの少女。

「助けに、来た」

　エリザは短く言う。

「そこ、どいて」

「いったい何を……」

　彼が聞き返そうとしたとき、背せ筋すじにぞわりとした悪お寒かんが走った。本能的に彼はその場を飛び退のく。

　その直後。

　ザックリと壁かべに直線が走る。それは一本、二本、三本と引かれ、壁は見事な三角形を描えがく。

　三角の壁がゆっくりと倒れると、そこには一人の少女が現れた。銀色の長ちよう髪はつが風に吹かれ、青い瞳ひとみが暗くら闇やみに浮かび上がる。右腕に持つ大剣が、今は異様に伸びた少女の腕のように見える。

「レベンス、生きてた」

　エリザは珍めずらしく、ほっとしたような顔で言う。

「おまえ……」

「鉄球、斬きる」

　少女はレベンスの足元に向け、大剣を軽く振るう。キンッと鉄てつ鎖さがすっぱりと断ち切られ、彼の足は自由になる。

「助かった。この借りは必ず返す」

「別に、いい」

「どうしてだ」

「……とにかく、いいの」

　エリザはそう言うと、ぷいっとそっぽを向き、牢ろうを出て行ってしまった。







　剣を取り戻し、屋や敷しきからの脱出を果たすと、ひとまずは人ひと気けのない林に隠かくれた。

「追っ手はいないようだな……」

　周囲を警けい戒かいしていると、「レベンス」と声を掛けられた。

「ひとつ、聞かせて」

「なんだ」

「なぜ、かばったの？」

「え？」

「レベンス、囮おとりになった。私を、助けるために。……どうして？」

　少女はまっすぐにレベンスを見つめる。その大きな瞳は純じゆん粋すいに知りたいという思いに満ちている。

　どうしてだろうな。

　彼は自分の胸のうちを探る。

　だが、答えた言葉は、本心とは少し違うものだった。

「前にも言ったよな。俺はおまえに死なれちゃ困るんだ」

「どうして？」

「俺は『仇かたき』を討うつために旅をしている。おまえはその手がかり。だから、死なれると困るのさ」

「それだけ？」

「ん……。ああ、それだけだ」

　本当はそれだけではなかったが、彼は全部を告げなかった。知らず、服の上からそっと妹の形かた見みを握っていた。

「……四度目」

　エリザはぼそりと言う。

「……四度？」

「あなたが、私の命を助けた回数」少女は指折り数え上げる。「一度目は、ルドベキアを倒したあと。二度目は、賊ぞくから。三度目は、ヴァリエガータのとき。四度目は、昨日」

　──そんなになるか。

　指し摘てきされるまで、自分がこんなにエリザを助けていたことに気づかなかった。

「もう、駄だ目め」

「は？」

「助けないで。私を」

「助けてもらって、ひどい言い草だな」

「ごめん」

「ああ、いや」

　エリザがあまりに素す直なおに謝あやまったので、彼は拍ひよう子し抜けする。

　少女はたどたどしく、言葉を区切りながら自分の真意を説明した。

「このままだと、レベンス、死ぬ。……いつか、死んじゃう」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

「でも、私の、せいで……」

「別に、おまえのために死ぬわけじゃねえよ」

「じゃあ、何の、ため？」

「さっきも言ったろ。仇討ちのためだ」

「仇討ち……」

「そうだ。だから俺のことを案じてくれるなら、さっさと教えてくれ。例の『剣けん魔ま』のことを」

「教える」

「……え？」

「剣魔のこと、教える。そうしたら……」エリザはそこで声が小さくなった。「おわかれ」

「…………」

「教えるから、さよなら」

　レベンスは戸と惑まどった。

　今まで何度尋たずねても、少女は決して剣けん魔まのことを語らなかった。聖せい剣けんを使いすぎると剣魔になる、という確認しようのない説明だけが宙に浮いていた。

「なあ、おまえ、どうして急に？」

　彼が尋ねると、少女は視線を伏せた。それから「私にも、よく、分からない」と自信なさげに言った。

「だけど、これで、おわかれ。……教えたら、さよなら」

　エリザは「おわかれ」「さよなら」というセリフを繰くり返す。そうすることで何かを振り切ろうとしているようにも聞こえる。

「剣魔は……」

　そのときだった。




「その話、わたくしもお聞きしたいですわ」




　背後で声が響ひびいた。

　二人が驚おどろいて振り向くと、そこには金きん髪ぱつの少女が立っていた。







　林の中にある、少し開けた一角。

　大きな日ひ溜だまりが周囲の木々と境界を作り、そこだけ特別な空間のように輝かがやいている。その中心には一人の少女が立っており、王おう冠かんのごとく金色の長い髪かみを風に揺ゆらしている。今まで会った剣けん聖せいたちも十分すぎるほどの存在感を有していたが、ドラセナの場合は群ぐんを抜いていた。彼女が立っているだけで、周りの大気や事物がそこに集約される感覚。見る者がひざまずきたくなる威い圧あつ感。それは紛まぎれもなく王者の風格だ。

「あら、どうしたのかしら……？　いつでもよくってよ？」

　ドラセナはエリザを挑ちよう発はつするように微笑ほほえむ。その表情は戦いの最中とは思えないほど楽しげだ。

「…………」

　エリザは相手を見つめたまま、動く様子はない。向かい合ってからしばらく、睨にらみ合いが続いていた。

　ドラセナは剣を鞘さやに収めたまま、指先で髪の毛をすっと梳すいてみせる。昨日までの艶あでやかなドレスと異なり、今は『剣ラ士ゾ装ー衣ル』と呼ばれる特別な衣服をまとっている。これは剣術家が真剣勝負に臨のぞむときの正式な衣い装しようで、腰には動きやすい短めのスカート、そこに帯が巻かれて聖せい剣けんが左右に吊つられる。上着は体のラインが出るくらい布地が絞しぼられ、胸から襟えりにかけては花か弁べんのような刺し繍しゆうがあしらわれている。それが彼女の大きな胸によってぐっと下から盛り上げられ、その上を美しい金きん髪ぱつが流れる。

「日が出てきましたわね──」

　剣けん聖せいがそう言った瞬しゆん間かん。

　エリザが突とつ撃げきした。

　最短距きよ離りを駆かけ抜ける瞬しゆん発ぱつ力は目を見張るもので、一いつ挙きよにドラセナの懐ふところに入る。

　だが、剣聖の反応も速かった。軽く大地を蹴けって距離を広げると、優ゆう雅がにステップを踏ふんで攻こう撃げきをかわす。

　それからは同じような展開が続いた。エリザが突撃し、ドラセナが避よける。相手の避けた方向に間かん髪はつ入れずに大剣が軌き道どうを変え、それをさらに読んでいたかのように剣聖が優ゆう雅がに立ち回る。

　エリザの攻撃は速かった。連続で剣を斬きり上げ、薙なぎ、斬り降おろし、突つき出した。大剣が黒い閃せん光こうを三日月のごとく宙に描えがき、その三日月をくぐるように剣聖の金髪が乱らん舞ぷする。巨大な剣の起こす風がレベンスにも伝わり、木の葉が舞まい上がり、切っ先が大地に爪つめ痕あとを描えがき、二人の姿は残像のように重なり、離はなれ、また重なり、踊おどるように白はく銀ぎんの髪と黄金の髪が上下する。黒い剣けん閃せんは休むことなく続き、ドラセナはただ逃げるだけだ。

　おそらく、技術的なことはすべてドラセナが上だった。後手に回れば敗北は必ひつ至し、だからこそ強引にでも先手を取る必要がある。そんなエリザの戦術が彼にはよく分かった。知らず、拳こぶしをギュッと握り締しめ、少女の攻撃が当たることを祈いのる。

　しかし剣聖は並ではなかった。いったい何十度目の攻撃か分からぬほどの剣閃が宙に描かれても、剣聖の防ぼう御ぎよはその上を行った。逃げながらも決して目を切らず、エリザの動きを読み、徐じよ々じよに間合いを詰める。

　反はん撃げきは一いつ瞬しゆんだった。

　何か鈍にぶい音がした瞬間、エリザが吹っ飛んだ。ドラセナが手のひらを突き出した格かつ好こうをしているところから、素す手ででエリザの胸を打ったようだった。

「くそ、化け物め……」

　レベンスは剣聖の強さに舌を巻く。怒ど涛とうのようなエリザの攻撃が一発も当たらない。

　──ダメだ、とても俺の腕じゃ……。

　彼は戦いを見守る中で、ずっと斬り込む隙すきを窺うかがっていた。だが、二人の攻防はあまりにも激しすぎて、とても自分が付け入るような隙はなかった。捨て身で乱入することは可能だったが、それはきっとエリザの邪じや魔まにしかならない。

「……驚おどろきましたわ」

　ドラセナは息ひとつ乱していない。その顔は紅こう潮ちようし、目は爛らん々らんと輝かがやいている。興こう奮ふんを隠かくしきれない様子だ。

「かなり荒っぽいところはありますが、速度も破は壊かい力もなかなかのもの。……教え魔まのヴァリエガータは怒るでしょうけど、わたくしは好きよ、あなたの剣術」

「…………」

　エリザは立ち上がり、再び大剣を構えた。焦あせったように見開いた瞳ひとみは内心の驚おどろきを示しており、実際に剣を斬きり結んで相手の尋じん常じようでない力量を肌はだ身みで感じたようだった。

「剣に限らず、武器とはしょせん殺しの道具。基き礎そや基本などというものは、結果として生き残った者の後付けの理屈にすぎません。その点、あなたの剣術は単純明快で実に美しい。まっすぐに剣を振るい、当たるまで攻こう撃げきを続ける。それこそ原初から繰くり返された剣術のあるべき姿ですわ」

　ドラセナは饒じよう舌ぜつだった。心底、戦せん闘とうを楽しんでいる。

「さあ、天地創造以来、たった一人しかいない『剣けん聖せい殺し』よ」

　剣聖はゆっくりとエリザに歩み寄った。剣も抜かず、まるで木こ漏もれ日の中の散歩を楽しむような足取り。

「もっと、もっとわたくしを楽しませてくださいませ。出し惜おしみは無用よ」

　その言葉は挑ちよう発はつではなかった。剥むき出しの戦闘狂として、彼女の心からの言葉だった。

　エリザはギッと歯を噛かむ。それは少女には珍めずらしい、悔くやしげな表情。

「いいのよ、遠えん慮りよなさらなくて」

　ドラセナはさらに一歩近寄る。間合いに入るどころか、大剣の切っ先がはっきりと剣聖の胸に触ふれる。腕に力を込めれば一いつ瞬しゆんで心しん臓ぞうを貫つらぬける距きよ離り。

「……っ！」

　そこでエリザが動いた。銀色の髪かみがざわりと逆さか立だち、大剣が一気に突つき出される。

　しかしドラセナの反応は速かった。エリザの動きを読んでいたのか、攻撃と同時に体をひねって大剣を回かい避ひする。そこにエリザが追つい撃げきを試みるが、ドラセナは踊おどるようにくるりと体を反転させ、エリザの顔面に拳こぶしを撃うち込んだ。大剣を突き出して体が前に流れていたエリザにとってそれはカウンターとなった。攻撃と防ぼう御ぎよが一体になった優ゆう雅がな技の前に、小さな体は宙を飛び、再び大地に転がる。

　剣聖は涼すずしい顔でエリザを見下ろし、

「もうおしまい？」

　するとエリザが弾はじかれたように立ち上がった。体勢を立て直すと即そく座ざに大剣を構えて突とつ撃げきする。愚ぐ直ちよくな戦法を歓かん迎げいするがごとく、ドラセナも前に踏ふみ出す。

　攻撃はまたもあっさりとかわされた。エリザは突き出した大剣を横に薙なぐも、余よ裕ゆうのある動作で剣聖は回かい避ひする。第三、第四、第五と続く攻撃は大剣を思わせぬ凄すさまじい速度でドラセナに襲いかかったが、それはまったく当たる気配がない。

　剣聖の防御は鉄てつ壁ぺきだった。圧あつ巻かんだったのは、今度は後退もせずに同じ位置で避よけ続けたことだった。エリザが突つけばドラセナは体をひねり、首を狙ねらえばかがんで回かい避ひし、足あし下もとを狙ねらえば跳ちよう躍やくして避よける。ドラセナは立ち位置を変えず、エリザも足を止めたまま大剣を振るい続ける。剣けん風ぷうが黄金の髪かみを何度も踊おどらせるが、今度はドラセナをその場から動かすことさえできない。大剣が剣けん聖せいの体を擦すり抜けるような魔ま術じゆつ的な光景。

　エリザは休むことなく剣を振るったが、ドラセナは涼すずしい顔で避け続けた。やがてドラセナは先ほどと同じように、機を見み計はからってエリザの懐ふところに飛び込んだ。そして右手を伸ばすと──

　ガッ、とエリザの『胸』を掴つかんだ。

「へ？」

　これにはレベンスも驚おどろいた。ドラセナは今、明らかにエリザの胸を揉もんだ。

「わ！」

　一番驚いたのはエリザ本人で、慌あわててドラセナの手を引き剥はがすと三歩ほど後退する。

　剣聖は追つい撃げきして来なかった。今しがたエリザの胸を掴んでいた右手を確かめるように動かすと、「あなた……」とエリザを見た。

「体はとても小さいのに、胸はすごいものを持ってるのね」

「な、なに、今の？」

　剣を持たぬ左手でエリザは胸を押さえる。目をぱちくりさせ、戦せん闘とう中に胸を揉まれるとは思いも寄らなかったようだ。

「見てのとおり、おっぱいを揉みましたのよ」

　ドラセナは楽しげに顔をほころばした。指先を確かめるようにクイクイと動かす様子は、いささかいやらしい仕草だ。

「ふふ、驚かせたかしら？　戦闘中にあんまりあなたの胸が揺ゆれるものですから、少し触さわってみたかっただけですの」

「それにしては、手つきが、やらしかった」

　エリザは胸を押さえ、剣聖を睨にらむ。その顔はちょっと赤い。

　そこで戦いは膠こう着ちやく状態に入った。

　ドラセナは悠ゆう然ぜんと立っている。棒ぼう立ちにも見えたが、エリザは先ほどとは違って斬きり込むことができない。じっと剣聖を睨にらんだまま、どうしてよいか迷っているようだ。

「あなたが考えていること、当てて差し上げましょうか？」

　ドラセナは余よ裕ゆうだった。そよ風が前まえ髪がみを揺らし、青い瞳ひとみが涼しげに細められる。

「なぜ、あれだけの至し近きん距きよ離りで、わたくしが攻こう撃げきを回避できるのか。なぜ反応できるのか。そう顔に書いてありますわ」

「…………」

　エリザは黙だまっていたが、剣聖は続ける。

「あなたの攻撃には『癖くせ』がありますの。初しよ撃げきは八割以上が突き技から。連続攻撃は右薙なぎ、斬きり上げ、左薙なぎ、斬り下ろし、距きよ離りが開いたら突つき技。呆あきれるほどのワンパターン」

　エリザは「うるさい」と遮さえぎり、気を取り直すように大剣をブンッと振った。

「いちいち、解説しなくていい」

「でもね」ドラセナは嬉うれしそうに目を細める。「そんなワンパターンでも、剣けん聖せいを三人も倒せるんですもの。あなたは実に興きよう味み深いわ。もっとわたくしとおしゃべりしませんこと？」

「……始める」

　エリザは低い声でそう言うと、ジャリッと間合いを詰めた。

「そんなに焦あせらなくてもいいのに」ドラセナは余よ裕ゆうたっぷりに答える。「とてもいいですわ、その瞳ひとみ。わたくしを心の底から殺そうとする強い意志。そういう目を見るのはいつ以来かしら」

　彼女は聖せい剣けんをすらりと抜いた。黄金の刀とう身しんが陽光を反射し、星のように光り輝かがやく。

「このドラセナ・ゴールドコースト相手に一歩も怯ひるまぬ度ど胸きよう、大変良いですわ。……ご褒ほう美びを差し上げます」

　──そろそろ本気で来るな。

　レベンスは背せ筋すじにぞくりと戦せん慄りつが走った。

　剣聖の周りには、風もないのに枯かれ葉が波を打って舞まい上がり、木々がざわめいた。黄金の髪かみが意志を持ったように持ち上がり、分ぶん岐きし、金きん髪ぱつが二本の房ふさとなる。

　そして、その二本の髪の房は、すらりと髪の内部から黄金の光を導みちびく。

　両腕に二本、髪に二本。黄金の四刀流だ。

　存在感や威い圧あつ感などという言葉では生ぬるい。それほど強きよう烈れつすぎる光こう芒ぼうの矢がレベンスとエリザを貫つらぬいた。肌が痺しびれるような痛みと、息が苦しくなる圧あつ迫ぱく感。見る者すべての目を焼く神の光。

「最大級の賛さん辞じを以もつて、あなたにこの技を献けんじます。名づけて『黄金十字』」

　ドラセナが腰を落とし、構えを取った。四本の聖剣が十字の配列を取る。




「──第一式」




　そして世界は黄金に包まれた。

　四本の聖剣から同時にまばゆい光が放たれ、それは一いつ瞬しゆんのうちにエリザを包み込む。

　勝敗は明らかだった。

　宙に高く舞い上がった少女の体は、光の中で蜃しん気き楼ろうのごとく輪りん郭かくをおぼろにしながら、大地に落ちた。

　ドラセナは元の位置に立ったままだった。地面には巨人の爪つめ痕あとのごとく深くえぐりとられた溝みぞができており、衝しよう撃げきの凄すさまじさを物語っている。

「……ふむ」

　ドラセナは四本の剣を握ったまま、確かめるように自分の手を見る。聖せい剣けんからは白い煙けむりが噴ふき上がり、シュウシュウと音を立てている。

　レベンスは震ふるえていた。目の前の事態を信じたくなかった。

　だが、一方で彼は知っていた。剣けん聖せいの致ち命めい的とも言える一いち撃げきを受けて、常に立ち上がってきた少女の姿を。その予感が今もはっきりとあった。

　──終わりじゃないだろ？　なあ、そうだろエリザ……？

　彼は懇こん願がんするように少女を見つめる。

　それを見み透すかしたように、剣聖も同じセリフを口にした。

「まだ、終わってはいませんわ。そうでしょう、剣聖殺し？」

　そして事態は、その言葉どおりになった。

「う……」

　エリザの指先がぴくりと動く。

　それから右手で大地を掴つかみ、膝ひざを立て、ゆらりと立ち上がる。

「エリザ……！」

　彼は思わず叫さけんだ。拳こぶしを痛いほどに握り締しめる。ここに至いたってもなお、何もできない自分がもどかしい。

「く、う……」

　ぼたぼたと上体から鮮せん血けつが滴したたり落ち、口の端はしからも赤い筋すじが垂たれる。それでも瞳ひとみだけは強い光を宿し、エリザは相手を見み据すえる。

「ほらね」

　ドラセナは肩をすくめた。

「ア……」

　エリザは手をかざし、血を吐はきながら叫さけぶ。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……！」

　大地に刺さっていた大剣は、即そく座ざに主人の声に応えた。ぐらぐらと刀とう身しんを震わせると、まるで見えない存在が操あやつっているかのように独ひとりでに剣先が地面から抜け、一直線にエリザの元に飛んでいく。

　呼び寄せた大剣を手のひらで受け止めると、少女は両手で剣を握った。その体からは黒い煙けむりが噴き出し、ぐるぐると蛇へびのごとく少女の体に絡からみついている。それは少女が瀕ひん死しの重傷を負ったときに必ず現れる不ふ思し議ぎな現象だった。

「まだ戦えるようですわね」

　ドラセナがエリザに向き直る。まったく驚おどろいた様子がないことから、彼女がこの事態を予測していたのは明らかだ。

「わたくし、不ふ思し議ぎに思っていましたの。なぜ、あなたが三人も剣聖を倒すことができたのか」

　ドラセナの様子は楽しげですらあった。頭上でゆらゆらと揺ゆれる二本の聖せい剣けんが、金きん髪ぱつを梳とかすように上下左右に小刻みに動いており、胸中の高こう揚ようを表している。

「ハヅキ・ユキノシタ、ルドベキア・マキシマム、そしてロサ・ガリカ・ヴァリエガータ。三人とも実に強い剣けん聖せいでした。彼女らが本気を出せば、わたくしとて無傷では済まないでしょう。ましてや短期間に三人連続。ありえないことだと思いましたわ」

　エリザは黙だまって聴きいている。

「あなたには何か秘密がある。致ち命めい的な一いち撃げきが致命傷にならない、肉体的な秘密。最初は特とく殊しゆな鎧よろいや防ぼう御ぎよ法ほうを疑いましたが、先ほど体を触さわって確認いたしました。あなたはその衣服以外は防具らしきものを身につけておりません」

　あのときか、とレベンスは思い出す。彼女がエリザの胸を揉もんだのは、防具をつけていないことを確かめるためだった。

「防具でないとするなら、驚きよう異い的な回復力という可能性もありえます。ですが、見たところあなたの傷はそもそもかなり浅い。わたくしの『黄金十字』を正面から受ければその程度で済むはずがないのです。とすれば、残る答えは一つ」

　ドラセナはピッと指を差した。

「あなたの禍まが々まがしい大剣──言うならば『魔ま剣けん』」

　その指し摘てきに、エリザはぴくりと頬ほおを動かす。

「その魔剣には、刃こぼれがまったくありません。わたくしは本日、戦いながらずっと観かん察さつしてそれに気がつきました」

　化け物め、とレベンスは驚きよう嘆たんする。エリザの息もつかせぬ連続攻こう撃げきを、ドラセナはほとんど距きよ離りのない位置で回かい避ひしていた。あれほどの剣の嵐あらしの中で相手の武器の状態を確かめていたというのか。

「剣の中には、自分の受けたダメージを刀とう身しんに移し変える能力のものがあります。剣聖エリオット・コンスタンスの『聖女乃証クローデイア』がそれです。あなたの大剣も同どう系けい統とうの能力があるとお見受けしましたわ。ですから……」

　ドラセナはゆっくりとエリザの前まで歩み寄る。エリザはすかさず大剣を振るったが、ドラセナは事も無げに避よけ、エリザの手元を聖せい剣けんの柄つかで打った。「うあっ！」とエリザが呻うめき、手放した大剣が大地に転がる。すかさずエリザが大剣を拾ひろい上げようとしたが、かがんだ瞬しゆん間かんにドラセナの強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりが顔面に炸さく裂れつした。打たれた顎あごが跳はね上がり、それから脱力したように少女は大地に崩くずれ落ちる。

「おとなしくしてらっしゃい」

　ドラセナは両手の聖剣を仕し舞まうと、地面に転がったままの大剣に手を伸ばした。柄を握ってから持ち上げるときに一いつ瞬しゆん重そうなそぶりをしたものの、結局は片手で拾い上げ、大地にまっすぐに突つき刺した。エリザは上体を起こすも、足が震ふるえて立ち上がることができない。

「その子を、返して……」

「そうはいきませんわ」

　ドラセナは余よ裕ゆうの表情で断る。突つき立てた大剣をまじまじと眺ながめると、「やはりですわ」とうなずく。

「刀とう身しんに十字の傷……これはわたくしの技の跡あとですわね。どういう原理かはまだ分かりませんが、この剣は持ち主の身代わりとなって傷つく能力があります。……となれば」

　彼女は聖せい剣けんを再び抜き放つ。

　破は壊かいする気か、とレベンスは剣けん聖せいの意図を察した。これにはエリザも気づいたようだった。

　ドラセナは腰をぐっと落とし、剣を振りかぶる。垂すい直ちよくに刺さった大剣を真横から両断する構えだ。

　風を斬きる音がした。

　黄金の一いつ閃せんが、大剣の刃やいばと接せつ触しよくした瞬しゆん間かん──




　ドラセナが吹き飛んだ。




　まるで見えない馬車に跳はね飛ばされたかのように、剣聖の体は吹き飛び、林の中に突っ込んだ。舞まい上がった聖剣がくるくると回転して地面に突き刺さる。

「な、なんだ……!?」

　何が起きたのか分からない。レベンスは、聖剣と大剣がぶつかった瞬間に轟ごう音おんを聞いた。強い閃せん光こうと強風は大量の火薬を爆ばく発はつさせたときに似ていた。

「つ……」

　ドラセナはすぐに立ち上がった。右手を押さえ、美しい顔をしかめる。彼女が痛そうな顔をしたのはこれが初めてだった。

「なんですの、今のは……？」

　ドラセナは髪かみの毛をしゅるりと操あやつり、聖剣を大地から抜き取る。鞘さやに収めると、再び大剣の前まで歩み寄った。

「聖剣を跳ね返すなんて……」

　彼女は目を丸くする。今ので手が痺しびれたらしく、ぷらぷらと振っている。

　そこで膝ひざ蹴げりのダメージから回復したのか、エリザが立ち上がった。

「処ア女イ神ゼ拷ル問ネ……！」

　強く叫さけぶと、大剣は再び少女の手中へと収まった。

「この子は、誰だれにも、破壊できない」

「そうなんですの？」

　ドラセナは興きよう味み深そうな顔をする。

「この子は、絶対に、折れないの。……折れるときは、私が、死ぬとき。だから、折れない」

　エリザは大剣が絶対に折れないことを何度も強調した。それは頑かたくなに身内を擁よう護ごするような響ひびきがあった。

「あら」

　ドラセナは不ふ敵てきに微笑ほほえむ。

「あなたを攻こう撃げきしても、剣が身代わりになる。そして剣は破は壊かいできない。……こうなると不死身ね」

「そう。私は死なない」

「ふうん……」

「聖せい剣けんを、すべて砕くだくまで、私は、死なない」

「フフッ……」

　ドラセナは微笑んだ。エリザは「何がおかしいの」と睨にらみつける。

「おかしいですわ。二千年に渡る歴史において、聖剣を破壊した者は誰だれもいなくってよ？」

「それなら、歴史を、つくる」

　エリザは躊ちゆう躇ちよなく断言した。剣聖は目を細め、「歴史をつくる、か……」と感かん慨がい深げに言う。

「そういう野心、わたくしは好きですわ。二千年続いた剣聖統とう治ちも、そろそろ曲がり角を迎むかえるころかもしれません。ですが……」

　ドラセナは両手で剣を抜き、四剣を十字の形に構えた。

「歴史とは、常に勝者がつくるもの」

「だから、私が勝つ」

「笑しよう止し千せん万ばん」

　二人の少女は静かに向かい合った。ドラセナの表情が今までで一番厳きびしいものに変わる。

　レベンスは感じた。次で決着する、と。

「剣が身代わりになるとしても、すべてのダメージを吸収できるわけではないのでしょう。それなら、あなたが倒れるまで何度でも打ち込めば済むこと」

　ドラセナはわずかに息を吸って、吐はいた。彼女が周囲に分かるように呼吸してみせるのは珍めずらしい。




「──黄金十字・第二式」




　ぽつりとつぶやくと、ドラセナの黄金の髪かみがざわついた。ゆらりと持ち上がった髪の房ふさは、植物のように『伸びた』。腰にかかるくらいの長ちよう髪はつが、いまやかかとまで覆おおいそうな長さとなり、四本の聖剣全部が髪に握られ、切っ先をエリザに向ける。

「教えて差し上げます。わたくしの黄金十字は『第六式』までありますの。第一式以外を使うのはあなたが初めてですわ」

　そして四本の聖せい剣けんが鎌かま首くびをもたげた。

　ドラセナの体が倒れるように前ぜん傾けいすると、今度は剣けん聖せいからエリザに突つっ込んだ。エリザは大剣で応戦しようとしたが、聖剣の一本が、少女の剣を難なんなく跳はね上げる。

　そして『処刑』が始まった。

　黄金の髪かみが翼つばさのごとく広がり、腹を空すかせた肉にく食しよく獣じゆうのように獲え物ものに襲おそいかかる。右斜め下から斬きり上げられた聖剣がエリザの胴どう体たいを跳ね上げ、それを元の位置に戻すように左斜め上から聖剣が振り下ろされる。間かん髪はつ入れずに左斜め下から聖剣が斬きり上げられ、次は右斜め上から振り下ろす──エリザの体は跳ね上がっては叩たたきつけられ、叩きつけられては跳ね上げられた。相手が地面に倒れることさえ許さず、聖剣『双龍乃牙ズルフイカール』は機き械かい仕掛けの拷ごう問もん装そう置ちのように四剣の時間差攻こう撃げきを続ける。それは黄金の竜りゆうが四方向から少女の柔やわらかい肉をむさぼり尽くすような美しくも凄せい惨さんな光景で、エリザの銀色の髪が乱れ、弾はじけ、服が斬り裂さかれて露ろ出しゆつした白い肌は見る見る赤く染そまり、宙に浮かんだ状態で鞠まりのごとく弄もてあそばれる。途中から意識が飛んで少女は死し骸がいのようにぐったりとその拷問を受け続けた。

　その技『第二式』は、時間にすればわずかだった。だが、抵てい抗こう不ふ能のうの獲物をひたすらにむしゃぶり尽くすような連続攻撃は見る者の背せ筋すじを凍こおりつかせた。やがて攻撃がやみ、聖剣がぴたりと止まると、宙に浮いていたエリザの体は地面に落ちた。

「正直、殺すのは惜おしいですけれど」

　ドラセナは悠ゆう然ぜんと近づく。エリザはぴくりともしない。足元には大剣が転がり、その刀とう身しんにはえぐりとられたように無数の刀傷が彫ほり込まれている。

「その体ではもう剣を振るうことはできないでしょう。同じ剣士として、ここで終わりにして差し上げます。後世には、この剣聖ドラセナ・ゴールドコースト最大の強敵だったと申し伝えましょう」

　それは傲ごう岸がん不ふ遜そんな台詞せりふだったが、ドラセナの口から言われるとこの上なく名めい誉よのような響ひびきがあった。激戦だったようでいて、いまだ一いつ矢し報むくいるどころか一いつ滴てきの血も流させることができていない。剣聖最強を謳うたわれる彼女の実力は桁けた違ちがいだった。

　レベンスは黙だまっている。倒れたエリザを見つめ、それでも彼は動じた様子を見せない。

「あら」

　ドラセナは意外そうな顔をした。聖剣を鞘さやに仕し舞まうと、エリザに背を向けてレベンスのほうを見る。

「意外ですわ。すぐに駆かけつけると思いましたのに」

　レベンスは小さく首を振り、「ドラセナ」と話しかける。

「おまえの弱点を教えてやろうか」

「……？　弱点？」

「それはあまりにも強すぎたことだ」

　黄金の剣けん聖せいは瞬まばたきをした。彼の言葉の意味が分からないようだ。

「おまえはエリザを認めているふうな口ぶりだったが、心の奥底では侮あなどっていた。当然だ。おまえの強さは圧倒的だからな。……だが、それが油断となる」

「何をおっしゃっていますの？　油断も何も、勝負はもうついて──」

　その瞬しゆん間かん、ドラセナは言葉を失った。

「え……？」

　振り向くと、そこにはエリザが立っていた。顔面から体まで血だらけの姿。黒い煙けむりは全身を覆おおい、蛇へびのごとく絡からみついている。その煙はエリザの体から溢あふれて近くの地面をジュウジュウと焦こがす。

「ち……！」

　ドラセナは即そく座ざに距きよ離りを取ろうと後ろに下がる。

　だが、それがあだとなった。

「あ……！」

　ドラセナの動きが止まる。

　彼女の長い髪かみの房ふさは、エリザの大剣によって毛先の部分が絡からめ取られるように地面に埋うまっていた。髪の毛が引っ張られて、ガクンとドラセナの白い首が折れる。

「闘神乃腕レーヴアテイン……！」

　エリザの叫さけびと同時に、林の中から巨大な剣が飛んできた。それは剣けん聖せいルドベキアの聖せい剣けん。

「な……!?」

　これにはドラセナも驚きよう愕がくの表情を浮かべた。その隙すきをエリザは逃さず、聖剣『闘神乃腕レーヴアテイン』を空中で握り締しめると、ドラセナを薙なぎ払うように振るった。迫せまりくる銀色の剣を、黄金の聖剣が火花を散らして受け止める。ドラセナの必死の形ぎよう相そうがぎりぎりの防ぼう御ぎよだったことを示す。

「死ジ神ー乃ノ爪ス……!!」

　間かん髪はつ入れずに、次なる聖剣が林から飛び出す。巨大な大おお鎌がまがドラセナの首を斬きり裂さかんと襲おそいかかる。金きん髪ぱつの少女は「うああっ!!」と気合いとも悲ひ鳴めいともつかぬ叫さけびを上げて応戦する。またも聖剣が黄金の軌き跡せきを描えがいてエリザの一いち撃げきを受け止め、今度は皮一枚が裂さけ、剣聖の首から血が流れる。

　そして作戦は集大成へと入る。

「天空乃瞬ウインザー……[image: ]」

　三本目の聖剣が出現すると、エリザは空中でその柄つかを握り、一気に引き抜いた。聖剣最速の一撃がドラセナを襲い、さしもの彼女も今度は防御が間に合わなかった。黄金の聖剣が髪の房ごと弾はじけ飛び、『天空乃瞬ウインザー』が胸部を斜めに横切って命中する。大剣によって地面に固定されていた金髪が切れ、ドラセナの体が舞まい上がり、そして大地に落ちた。

「嘘うそ……」倒れたドラセナは、血を吐はきながら、愕がく然ぜんとした様子でつぶやく。「聖せい剣けんが、認める、なんて……」

　そして剣けん聖せいは突つっ伏ぷした。その体の下に血だまりが広がり、豪ごう奢しやな金きん髪ぱつが大輪の花のごとく地面を覆おおう。

　そして黄金の剣聖は動かなくなった。
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「エリザ……！」

　レベンスは少女の元に駆かけ寄る。その場にしゃがむと、草むらにはぬるりとした血の感かん触しよく。

「今、手当てしてやる……！」

「いら、ない……」

　エリザは首を振った。髪かみの毛から赤い滴しずくが散る。

「ど、どうしてだ……？」

「まだ、終わって、ない……」

　少女は膝ひざを震ふるわせながら立ち上がる。

「おい、動くな！　手当てが先だ！」

「とどめ、刺す……」

　エリザはうなされたようにつぶやき、ゆっくりとドラセナのほうに歩いていった。だが、その足取りはふらついていて、すぐにまた大地に膝をつく。

「もういいんだ。戦いは、終わって……」

　そこでレベンスは言葉を失った。




　ドラセナがいない。




　さっきまで、すぐそこに倒れていたはずだった。聖剣での三連続攻こう撃げきにより死んだはずだった。だが、草むらにはべっとりと広がったドス黒い血だまりがあるだけで、そこにあるべきドラセナの遺い体たいが存在しない。

「ど、どこに行った……!?」

　彼は慌あわてて周囲を見回す。

　そして気づいた。

「え……？」

　そこに、誰だれかが立っていた。長い髪を柳やなぎのように垂たれ下げ、手を脱力したようにだらりとさせ、今にも倒れそうな前ぜん傾けい姿勢で。

　異様だった。

　美しい金きん髪ぱつは黒く染そまり、その瞳ひとみは恐ろしいまでに釣つり上がり、全身からは焦こげたような煙けむりがじわじわと噴ふき出し、陽炎かげろうのごとくあたりの景け色しきを歪ゆがませている。

　──こ、これが、あのドラセナか……？

　ドラセナのあまりの変へん貌ぼうぶりに、彼は絶句した。エリザも「あ……、あ……」と言葉にならない声を漏もらす。

　だが、彼にはどこか見覚えがあった。人間の形をした『黒い人影』、殺意に充みちたまがまがしい目つき。そう、これは、彼にとって最も忌いむべき存在──




「剣けん魔ま……」




「グ、ウ、ウウッ、ウウウ……ッ[image: ]」

　何かをこらえるように、ドラセナは苦しげな声を出し、胸を掻かき毟むしる。それからいったん地面に崩くずれ落ちる。低いうなり声を発しながら、両手で何とか体を起こそうとするも、なかなかうまくいかない。思うようにならない自分の体に苛いら立だっているようにも見える。

「これが……剣魔……？」

　彼は自分の中の記き憶おくを探る。幼いころに見た輪りん郭かくが、目の前にいるドラセナと重なり、そして離はなれる。

　──本当に、これが……？

　思わずエリザを見る。

「……そう」

　少女は静かにうなずく。

「剣魔の、なりかけ。でも、まだ、不安定」

「不安定？」

「今しか、ない……」

　エリザは体を引きずるようにして、一歩、また一歩と歩き出す。大剣を持ち上げる余力がないのか、切っ先が地面と擦こすれてザリザリと音を立てる。

「お、おい、待て……！」

　彼は呼び止めるが、エリザは振り返らない。それが己おのれの使命だというように、ドラセナに向かって近づいていく。

　彼は一いつ瞬しゆん、エリザを押し留とどめようかどうか迷まよった。だが、今は剣魔と化したドラセナにとどめを刺すのが先だと判断した。見れば、ドラセナはまだその場にうずくまって呻うめいている。

　今が好こう機き。

　彼はじりじりと間合いを詰め、それから一気にドラセナに向かって斬きり掛かった。長剣が鋭するどく風を切り裂さく。

　だが、その切っ先が届く刹せつ那な。

　ドラセナは──いや『剣けん魔ま』は、拳こぶしを振り下ろし、轟ごう音おんとともに大地を殴なぐった。その力は化け物じみていて、地面が粉ふん砕さいされると、その土ど砂しやがレベンスに向かって吹っ飛んできた。

「な……!?」

　あまりにも常識外れの反はん撃げき方法に、彼は一いつ瞬しゆん足が止まる。

「グアアアアッ……！」

　そして剣魔は大地を蹴けった。それは人間離ばなれした跳ちよう躍やく力で、一蹴りで中空に舞まい上がったかと思うと、頭上からレベンスに襲おそいかかる。

　やばい、と彼はすばやくその場を飛び退のいたが、剣魔の反応が速かった。着地した瞬しゆん間かんには大地を砕くだいて方向転換を図はかり、彼に向かって一直線に飛び掛かってくる。

　彼は剣で応戦しようとしたが間に合わない。剣魔の髪かみの毛が一瞬で伸び、彼の剣を絡からめ取る。剣をもぎとられると、剣魔の鋭するどい指先が彼の肩口を切り裂いた。

「ぐ……っ！」

　切られた左肩から血が噴ふき出し、焼けるような痛みが走る。彼が再び立ち上がったとき、「キャア！」という叫さけび声が耳をつんざいた。

「エリザ！」

　見れば、剣魔はのっそりと少女に手を伸ばしている。レベンスは剣を拾い上げて再び剣魔に斬きり掛かったが、振り向きざまの一いち撃げきが彼を襲った。その攻こう撃げきは重く、剣ごと彼を吹き飛ばす。

「グルアアアアアアッ!!」

　剣魔はエリザに襲いかかる。

「や、やめろ……!!」

　彼は剣の柄つかを握ると、力任せに剣魔に向かって投げつけた。

　狙ねらいはわずかに逸それたが、剣は敵の背中をかすめた。ブッ、と音を立てて剣魔の背中から血が噴き出す。すると、剣魔はいったん動きを止め、のっそりとレベンスのほうに振り返った。

　その瞬間。

　エリザが渾こん身しんの力で大剣を振るった。剣魔は背中に重い一撃を受けて派手に吹っ飛び、もんどりを打つように草むらに転がる。

「やったか……？」

　だが、剣魔は生きていた。それどころか、すぐに立ち上がって憎ぞう悪おに満ちた瞳ひとみをエリザに向けた。

「化け物め……！」

　レベンスはそばに落ちていた剣を再び拾い上げる。エリザも大剣を構え直し、二人は距きよ離りを取って剣魔と対たい峙じする。

「グルル……ッ」

　剣けん魔まは威い嚇かくするような唸うなり声を上げたが、今の攻こう撃げきに恐れをなしたのか、少しずつ後退を始めた。特に、エリザに対しては如によ実じつに恐れたような目を向けている。

「あ……！」

　そして剣魔は跳ちよう躍やくした。

　一いつ瞬しゆんで空に舞まい上がると、着地したところで再び大きく跳躍して、林の中へと消えていった。

　助かった。

　彼は安あん堵どしたが、エリザの反応は違った。

　少女は今まで見たことないほど不安げな顔で、こうつぶやいた。

「大変……」







　街道を一頭の馬が駆かけ抜ける。

　手た綱づなを握るのはレベンス、その背中にしがみついているのがエリザだ。

　──どっちに行った……!?

　レベンスは注意深くあたりを観かん察さつする。臭におい、足あし跡あと、遺い留りゆう品ひん、枝の折れた痕こん跡せき。

「早く……」

　耳元でエリザがつぶやく。その声はまるで悪夢にうなされる病人のようだ。

「でないと、みんな、死ぬ……」

「しゃべるな！　今、俺が何とかするから……!!」

　馬に乗る前はわずかに口論になった。エリザはどうしても剣魔を追うと言い張り、レベンスがそれは危険すぎるからやめろと言い返す。だが、結局はエリザの鬼き気き迫せまる形ぎよう相そうに根負けし、レベンスが押し切られた格かつ好こうだった。

　彼はエリザが心配だった。ドラセナとの戦いで明らかに生死にかかわる重傷を負っている。手当てをしなければ危あやういのに、あんな化け物とまだ戦おうとしていることが信じられない。

「あ……！」

　そしてレベンスは見つけた。地面には赤い斑はん点てんがぽつぽつと落ちており、それは街道に沿そって東側へと伸びている。

「これ、か……？」

　彼は再び馬を駆った。

　やがて、街道はだんだんと道みち幅はばが広くなり、チューリフ地方に続く関所が近づいてくる。

　彼は目を疑った。関所の前には土ど嚢のうのごとく死し骸がいが積つみ重なり、ちぎれた手足がそこかしこに転がっている。その数は三十をゆうに超こえ、真っ二つになった胴どう体たいは湯ゆ気げを立てて臓ぞう物もつをぶちまけている。

「関所の役人、か……？」

　兵士たちの鎧よろいにはヴァーゼリア帝国の紋もん章しようが刻まれており、関所に掲かかげられた軍ぐん旗きは彼らの所属を示している。何本も並べられた勇ゆう壮そうな旗はたたちが今は空むなしく風に煽あおられる。

「全部、あの化け物がやったのか……」

　レベンスは背せ筋すじが寒くなった。死し骸がいの転がる戦場は見たことがあったが、眼がん前ぜんの光景はそれとはまったく違う。戦って敗れた兵士というよりも、食い散らかしたあとの生肉を思わせる。

「おい……！」

　彼は馬を降おり、まだ息のある兵士に話しかけた。

「あの化け物はどこに行った……!?」

「う……」

　兵士は血まみれの顔を歪ゆがませ、「しゅ……」と声を出す。

「しゅ、く、……ば、に」

「宿場……!?　チューリフの宿場町に向かったのか!?」

　レベンスが確かめようと問い質ただしたときには、兵士は既すでに事切れていた。開かれた口にはゴポリと泡あわまじりの血液が溢あふれ、それは兵士の首が後ろに折れ曲がるとぼたぼたと口の端はしから垂たれ落ちる。

「く……！」

　兵士を横たえると、彼は再び馬にまたがった。
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　チューリフは小さな町だった。

　二人が馬を駆かってたどりついたときはすでに惨さん劇げきが始まっており、阿あ鼻び叫きよう喚かんの極きわみだった。村の門前からして男か女か分からない死骸が目に付き始め、街に入ったときには打ち上げられた魚ぎよ群ぐんのごとき赤黒い塊かたまりが視界に入らぬ場所はない。女も子供も容よう赦しやない惨ざん殺さつ、人間の力ではありえぬ四し散さんした胴どう体たい、噛かみ千ち切ぎった柘榴ざくろのように脳のう味み噌そを露ろ出しゆつさせた生首。

「う、あ……」

　かつての記き憶おくが蘇よみがえり、レベンスは口元を押さえる。幼少の彼を襲おそった悪夢の光景が、色しき彩さいと悪あく臭しゆうをともなって上書きされる。あのころもそうだったように、変わり果てた街を前にして彼は吐はき気を催もよおさざるを得なかった。

　──信じられない……。これを、ドラセナが、やったのか……？

「レベンス……？」

　エリザの声が聞こえると、彼はやっと我われに返る。

「くそ……っ！」

　彼は馬を急がせた。

　エリザの言うとおりだった。剣けん魔まを野放しにはできない。それは彼の人生を狂わせた元げん凶きようを、何もせずに黙だまって見過ごすことと同じだ。

　どこかで火の手が上がる。肉の焦こげる嫌いやな臭においが漂い、血相を変えて逃げ惑まどう人々と何人もすれ違う。彼は遠い記き憶おくの底に沈めていた、あのころの悪夢の中を走っているような錯さつ覚かくに陥おちいった。あのときは幼い足でひたすらに逃げたが、今の自分は災さい厄やくの中心部へと向かっている。

　そして彼はたどりついた。

　燃もえ広がり出した炎、それを背景にした黒い人影。逃げ惑う男性を背後から殴なぐりつけ、悲ひ鳴めいを上げる女性を引きちぎり、泣き叫さけぶ子供に食らいつき、動けぬ年寄りを踏ふみ潰つぶす。悪あつ鬼きとしか言いようのない怪物が、その殺さつ傷しよう本能の赴おもむくままに暴れ回っている。

「降おり、る」

「え？　お、おい……！」

　彼の背後で、エリザが馬から降りる。そして覚おぼ束つかない足取りのまま、大剣を引きずって剣魔へと近づいていく。だらりと垂たれ下がった腕から赤いものが滴したたり落ちる。

「待て、一人で行くな……！」

　彼も馬を飛び降りた。剣を抜き放つと、エリザの後を追う。

　勝算などなかった。街を一いつ瞬しゆんで平らげるような化け物を相手に、自分がどうにかできるとは思えない。

　しかし、彼には退ひけない理由があった。

　幼いときに焼きついた、悪あく魔まのような黒い人影。それが今、夢から抜け出て彼の前に現れたような気がした。あのときも怪物は、彼の妹をわしづかみにし、まるでボロ切れのごとく斬ざん殺さつした。

　あのときは何もできなかった。ただ脅おびえるだけで大切な家族を、故こ郷きようを、すべてを目の前で失った。二度とあんなことは御ご免めんだった。だから彼はエリザの後を必死で追った。

　剣魔は暴ぼう威いを振るう。畑の作物を食い荒らす獣けもののごとく、その腕でむんずと住民を引っこ抜いては、剣を振るって四し肢しを切断し、真っ赤な鮮せん血けつを空中に炸さく裂れつさせる。

　レベンスは剣魔の背後に回りこみ、機を窺うかがった。剣魔を挟はさんで、エリザと向かい合うような位置だ。

　──やはり、今が好こう機きなのか……？

　エリザは剣魔のことを「不安定」と評していた。その証しよう拠こに、剣魔は時おり胸が苦しいのか、動きを止めてうずくまるような仕草をしている。

　レベンスはじっと敵の様子を見み据すえる。エリザも剣魔の近くで動きを止め、物もの陰かげに体を隠かくしている。隙すきを見て斬きりかかろうという考えは二人ともいっしょだったが、エリザは出血がひどいらしく、今は膝ひざをついたまま立ち上がるのも厳きびしそうだ。

　一人でやるしかない。彼は覚かく悟ごを決める。

　そのときだ。

　ふいに、何かが聞こえた。それは赤ん坊の声。剣けん魔まはその幼い声に反応し、くるりと体の向きを変える。

　それは彼に背を向ける格かつ好こう。

　彼はその隙すきを見逃さなかった。普段の傭よう兵へい仕事をこなすときにそうするように、敵の死角を狙ねらって一直線に急所を狙ねらう。

　狙い通りだった。剣の切っ先は剣魔の背に命中し、肉を切る感かん触しよくを伝えながら胸を貫かん通つうする。

　──仕し留とめた！

　手ごたえは充じゆう分ぶんだった。剣魔はがくりと膝ひざをつき、剣を刺されたままの格好で地面に突つっ伏ぷす。

「やったぞ……！」

　彼は歓かん喜きに沸わいたが、そこに鋭するどい声が飛ぶ。

「だめ……!!」

　叫さけんだのはエリザ。

「だから、剣魔は、殺せないって……[image: ]」

「でも、たった今とどめを……」

　そこまで言いかけて、レベンスは絶句した。

　気配を感じた。視線を向けると、彼の表情は凍こおりついた。

「嘘うそ、だろ……！」

　剣魔は殺せない。その言葉どおりの光景だった。剣が貫通したままの姿で、剣魔は体を起こし、立ち上がった。そして胸から突き出ている剣先をずぶずぶと素す手でで抜くと、地面に放り捨てる。

「あ、ぐ……」

　驚きよう愕がくするレベンスの前で、剣魔はさらなる変へん貌ぼうを遂とげた。

　髪かみの毛がさらに伸びて、まるで太い腕のような『房ふさ』を形成する。その房は髪の中から一本、また一本と武器を取り出す。それはかつての輝かがやきを失い、今はドス黒い血に染そまった聖せい剣けん『双龍乃牙ズルフイカール』。

　四本の剣がゆらゆらと不ぶ気き味みに宙を蠢うごめき、剣魔の姿はいっそうまがまがしさを増す。黒い蛇へびが無数に集まったような醜しゆう悪あくな姿。

「レベンス、逃げて……！」

　エリザはそう叫ぶと、ごぼっと血を吐はいた。出血が限界なのか、がくりとその場に崩くずれ落ちる。そこに一歩、また一歩と剣魔が近づいていく。

「畜ちく生しようめ……！」

　迫せまり来る圧倒的な絶望を前に、彼は唇くちびるを噛かむ。剣を拾い上げるものの、相手は心しん臓ぞうを刺しても死なない怪物。もはや打つ手がない。

　しかし、そこで事態は思わぬ方向に転がる。

　剣けん魔まがもう一歩、エリザに向かって踏ふみ出そうとしたときだった。

　喧けん騒そうが聞こえた。

　そして急に、剣魔の体から血が噴ふき出した。それが遠くから飛んできた矢であることに気づいたのは、二の矢、三の矢が剣魔に突つき刺さったあとだ。

「ヴァーゼリア帝国軍……!?」

　黒い甲かつ冑ちゆうには黄金の紋もん章しようが輝かがやき、猛もう禽きんを編あみ込んだ軍ぐん旗きが勇ゆう壮そうにたなびく。宿場町の通りを埋うめ尽くす男たちは、その最後尾が見えないほどの大軍だった。少なく見み積つもっても数千人。

　そうか、周辺に展開していた奴やつらか──レベンスはここに来るまでの道中を思い出す。ヴァーゼリアは国を挙げて『剣けん聖せい殺し』を探しており、剣聖ドラセナの屋や敷しき周辺は厳げん戒かい態たい勢せいだった。剣魔が検問を襲おそったことで、今回の異変が帝国軍にも伝わり、近きん隣りんの部隊を急きゆう遽きよ集結させたのだろう。

「やばい……！」

　さっと軍隊のほうで矢をつがえるのが見える。レベンスはエリザを抱かかえ上げると、一番近い建物に転がるように飛び込む。

　その直後。

　天空から矢の雨が降ふり注そそいだ。剣魔の体には矢じりが次々に突き刺さり、まるで針はり鼠ねずみのごとく体中を串くし刺ざしにされる。ドス黒い血が噴き出し、遠吠えにも似た絶ぜつ叫きようが響ひびく。

　思わぬ展開だった。さしもの剣魔も、これだけの大軍から集中砲ほう火かされては一ひと溜たまりもあるまい。

　最初はそう思っていた。

「だ、め……」

　腕の中で、エリザがつぶやく。

「だめ、なの……」

　その懸け念ねんは当たる。

　今までエリザのほうに視線を向けていた剣魔は、のっそりと帝国軍に目を向けた。顔面に突き刺さった矢を乱らん暴ぼうな手つきで引き抜くと、ゆっくりとした足取りで歩き出す。帝国軍に向けて、一歩ずつ、正面からありったけの矢を浴びながら近づいていく。

　レベンスは驚きよう愕がくした。数百数千の矢を浴びて、なおも平然と歩ける怪物の生命力は異常そのものだ。

　驚おどろいたのは帝国軍も同じだった。どんなに矢を放っても死なない怪物に、兵士たちはじりじりと後退を始める。だが、かといって敵を前にして退たい却きやくするわけにもいかず、手持ちの矢をただひたすらに撃うつ。

　そして剣けん魔まは、帝国軍の前にたどりついた。軍の最前列は二手に割れ、一部は両りよう脇わきを回り込んで敵の背後を取る。

　剣魔は取り囲まれても何ら動じなかった。髪かみの毛で操あやつる四本の聖せい剣けんを蛇へびのごとく持ち上げ、のっそりとした足取りで近づいていく。帝国軍は至し近きん距きよ離りゆえに矢を放つこともできず、剣魔が何をするつもりなのか盾たてを構えたまま注視する。

　そして惨さん劇げきが始まった。

　今まで緩かん慢まんな動きだった剣魔は、唐とう突とつに軍隊に向かって突とつ撃げきした。

　帝国軍は算を乱した。正面から割って入る黒い弾だん丸がんのような怪物に、兵士たちはなすすべなく蹂じゆう躙りんされる。剣魔は聖剣を目にも留とまらぬ速さで振り回し、兵士たちの胴どう体たいが血しぶきとともに空中に舞まい上がり、四本の剣から放たれる斬ざん撃げきは触ふれた者を一いつ瞬しゆんで切断し、甲かつ冑ちゆうが柔やわらかな生肉のように斬きり裂さかれる。誰だれかが槍やりで応戦してもそれは何の意味もなさず、突つき刺さった槍にいささかの痛つう痒ようも覚えないのか、剣魔は刺された槍をそのままに相手の首をざっくりと剣で斬り飛ばし、四本が一いつ斉せいに動く剣けん舞ぶは一瞬で十人以上を分断して肉にく塊かいへと変える。剣魔の通った跡あとには血と肉がまだら模も様ようになって地面を覆おおい、戦火に見み舞まわれた廃はい村そんのごとき様相を呈ていする。

　殺さつ戮りくは続いた。圧倒的な脅きよう威いを前に、それでも帝国軍は数に任せて攻め立てる。同士討うちすら厭いとわず、矢の雨を注そそぎ、槍で突撃し、果ては怪物の体に火を放つ。しかしこれが愚ぐ挙きよであることは直後に証明される。剣魔はその体が炎上を始めても何ら躊ちゆう躇ちよすることなく聖剣を振り回した。兵士たちは火に巻かれ、何十人もの兵士が狂ったように燃もえ移った炎を消すこともできずに焼け死ぬ。そのうちに火は建物に燃え移り、街が延えん焼しようを始める。

　やがて、将軍をはじめとする指し揮き官かんが犠ぎ牲せいになり出すと、さしもの帝国軍も統とう制せいを取ることができなくなった。後方の部隊が退たい却きやくを始めると、他の兵士も雪崩なだれを打って持ち場を放ほう棄きする。それは退却というよりも逃亡という表現がふさわしく、武器を捨てて逃げ惑まどう姿は世界一強大と謳うたわれたヴァーゼリア帝国軍の兵士とは思えなかった。

　剣魔は残党を狩った。目に映る者すべてを憎ぞう悪おするように、抵てい抗こうの意志をなくした兵士たちを追いかけ、斬り殺し、踏ふみ潰つぶす。街は燃え、人々は死に、軍は壊かい滅めつした。半日にも足らないうちに一つの街が滅ほろぼうとしていた。

　やがて、剣魔はゆっくりと戻ってきた。燃え盛さかる炎を背景に、焼け焦こげた死し骸がいを踏み潰しながら、全身に浴びた返り血を滴したたらせて帰き還かんする。

　それは凱がい旋せんだった。誰だれも賞しよう賛さんする者のいない、そして悪あく罵ばを浴びせる者すら死に絶えた、無人の廃はい墟きよへの帰還。

「逃げるぞ……！」

　レベンスはエリザを背せ負おう。

　そしてひたすらに走った。

　彼は思い出していた。かつてもこうやって、妹をおんぶして剣けん魔まから逃げた。非力だったあのころに比べて強くなったと思っていたのに、結局は何も変わっていない。それでも今は、ただ逃げるしかない。

　あのときは妹を守れなかった。だから今度こそ、この少女を死なせるわけにはいかない。エリザに妹が重なり、妹がエリザに重なる。

　とっさに近くの建物に逃げ込み、ひとまず身を隠かくす。見れば、剣魔は二人を見失ったらしく、表通りをうろうろとしている。

「エリザ……！」

　彼は抑おさえた声で少女の名を呼ぶ。少女がうっすらと目を開ける。呼吸は弱々しく、顔は血だらけだ。

「どうすれば、奴やつを倒せる？」

「う……」

　エリザはそこで口から血を滴したたらせた。口を開くのもつらそうだったが、闘とう志しを秘めた瞳ひとみだけは変わらず鋭するどい眼がん光こうを保っている。レベンスは少女の精神力に感かん服ぷくしつつ、建物の窓から敵を観かん察さつする。まだこちらに気づいた様子はない。

　──どうする……!?

　彼は策さくを考えたが、名案らしきものは思い浮かばない。心臓を貫つらぬいて殺せなければ、いったいどうしろと言うのか。

「この子、だけなの」エリザがつぶやく。「剣魔を、倒せるのは、この子、だけ……」

　少女は剣を杖つえのようにして、体勢を立て直す。その手から血が伝わり、大剣の表面を血が滴る。

「だから、私が、行くの」

　少女は建物の入り口に向かって、重そうな体を引きずっていく。

　駄だ目めだ、と思った。一人で行かせては駄目だ、と。

「エリザ」

「な、に？」

　少女が立ち止まる。

　一人で行かせない。一人で死なせない。それは、少女といっしょに行くと決めたあの日から、彼が固く胸に誓ちかっていたことだった。

「二人で戦おう。俺が囮おとりになり、奴やつを引きつける。おまえは奴の隙すきができたら大剣で斬きりかかれ。いいな？」

「でも」

「四の五の言うな。いいな？」

「……わかった」

　エリザは意外なほど素す直なおに従った。そしてぐいっと手の甲で顔を拭ぬぐうと、彼を見つめる。

「レベンス」

「……なんだ？」

「死なない？」

「は？」

「死なないって、ゆびきり」

　少女は小指を伸ばす。その瞳ひとみは真剣そのものだ。

「ああ」彼も小指を伸ばす。「あんな化け物に殺されてたまるか」

「うん……やくそく」

　二人の小指と小指が絡からむ。少女の指は折れてしまいそうなほど細い。

　ゆっくりと、指がほどかれる。

　そして時が来た。

　剣けん魔まが近づき、ちょうど今いる建物の前を横切る。向こうはまだこちらに気づいた様子はない。

「行くぞ……！」

　レベンスはわざと剣魔の前を横切るようにして駆かけ出す。それを見た剣魔が雄お叫たけびを上げ、躍やつ起きになって追いかけてくる。

　彼は街中を走り回った。建物に逃げ込んだり、物もの陰かげに身を隠かくしたり、とにかく相手を攪かく乱らんすることに努める。剣魔はそのたびに建物や壁かべを破は壊かいして彼を追いかけてくる。

　やがて、レベンスは徐じよ々じよに弧こを描えがくように進路を変えていく。そうやってぐるりと街の中を回り、元の位置へと戻ってくる。

　剣魔が背後に迫せまり、そろそろ危ないというときだった。レベンスは物陰にひそむエリザに目を留とめると、足を止めて振り返った。剣魔はここぞとばかりに襲おそいかかる。

　その瞬しゆん間かん、剣魔の背後にエリザが躍おどり出た。間かん髪はつ入れずに大剣を振るうと、剣魔の背中がばっさりと斬きられる。

　剣魔はうなり声を上げた。斬られた背中から黒い血しぶきが上がり、剣魔は焦あせった様子でエリザのほうに振り向く。

　──かかった……！

　その隙すきを逃さず、今度はレベンスが剣魔の背中を斬きりつける。剣魔は再び振り向き、彼に向かって剣を突つき刺そうとする。だがそこに背後からエリザの一いち撃げきが打ち込まれる。

　二人の連れん携けいは完かん璧ぺきだった。互いの窮きゆう地ちを絶ぜつ妙みようなタイミングで救いながら、剣魔を前後から挟はさみ撃うちにする。エリザの大剣が黒い軌き跡せきを描えがき、レベンスの剣が銀色の光の筋すじを伸ばす。

　言葉はいらない。剣魔を挟んで二人はお互いの呼吸を感じ取り、この異い形ぎようの怪物を圧倒した。レベンスは戦いながら激しい高こう揚ようを感じた。エリザが長年死線をともにした戦友のように思え、今なら神や悪あく魔まにも勝てそうな気がした。

　剣けん魔まは切り刻まれる。剣けん聖せいを凌りよう駕がするほどの怪物は、いまやたった二人の人間に翻ほん弄ろうされている。それほど二人の連れん携けいは完かん璧ぺきだった。

　やがて、剣けん撃げきは深いところに達した。エリザの一いち撃げきがばっさりと剣魔の髪かみを聖せい剣けんごと斬きり飛ばし、レベンスの攻こう撃げきも同じように剣魔の髪を切断する。聖剣『双龍乃牙ズルフイカール』は次々に音を立てて大地に落ちる。四本目の聖剣を髪ごと斬り飛ばすと、剣魔は恐れたようにエリザから後退した。

　だが、戦いはまだ終わらない。

　──！

　それは常じよう軌きを逸いつした攻撃だった。剣魔はざわりと髪の毛を逆さか立だてると、黒髪を一気に伸ばした。それはあっという間にエリザの体に絡からみつき、少女は身動きが取れなくなる。

　馬ば鹿かな、とレベンスは驚きよう愕がくする。剣魔となる前のドラセナも、たしかに髪の毛を自在に操あやつっていた。だが、それは聖剣あってこその能力だと彼は理解していた。それが今、聖剣もなしに剣魔は髪だけでエリザを拘こう束そくしている。

　予想外の反はん撃げき方法に、エリザは身動きが取れない。そこに剣魔が腕を振り上げて襲おそいかかる。

　とっさに取った行動は一つだった。




　彼は少女をかばった。




　少女の前に割って入り、剣魔の攻撃を正面から受けた。

　一いつ瞬しゆんの風圧を感じたあと、腹部に重い衝しよう撃げきが走る。

　倒れる間ま際ぎわに見えた少女は、目を見開き、信じられないという顔をしていた。

「レベンス……!!」

　エリザの声が聞こえた。ただ、彼にはもはやそれに答える力は残されていなかった。血をごぽりと吐はくと、その体は動かなくなる。

「うそ……」

　エリザは愕がく然ぜんとしたままレベンスを見つめる。彼はわずかに残った意識の中、その顔をぼんやりと見つめる。

　熱かった。

　地面が熱いのか、彼自身の体が熱いのかは分からない。朦もう朧ろうとした夢と現うつつの狭はざ間まで、彼は視界に入るものを本能的に目で追う。

　エリザが立っていた。

　──あ……。

　その後ろ姿は、いつもと違った。

　少女の体は震ふるえている。その全身に黒い煙けむりがまとわりつき、蛇へびのように足あし下もとから這はい寄って少女を包む。




　それは変身だった。




　まず、少女の髪かみが変化した。美しい銀色の髪は、根元から焦こげたように黒く染そまり、長かった髪がさらに伸びて地面に達する。それに呼こ応おうするように大剣も変へん貌ぼうし、黒い刀とう身しんに走っていた赤い紋もん様ようが蠢うごめき、巨大な『目』のような紋様に変化する。その目からは血のような涙がボタボタと流れ、刀身を赤く、禍まが々まがしく濡ぬらす。

　──エリ、ザ……？

　彼は驚きよう愕がくを禁じえない。少女の青かった瞳ひとみは充じゆう血けつしたように赤く染まり、ぎらついた殺気を宿している。銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が、黒こく髪はつ赤せき眼がんの少女へと変へん貌ぼうする。

　そして少女は、剣けん魔まの前に立ちはだかった。その後ろ姿は黒い髪の毛で覆おおわれ、不ぶ気き味みな柳やなぎの影のようだ。
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「ウアア……ッ！」

　剣魔が襲おそいかかってくる。獣けもののごとく髪を振り乱し、エリザに向かって剣を突つき立てようとする。

　次の瞬しゆん間かん。

　ギンッ、と音が響ひびいた。剣けん魔まの腕が、エリザの体によって弾はじかれた。それはまるで少女の前に見えない金きん属ぞく壁へきでもあるかのような反発だった。

　剣魔はもう一度、攻こう撃げきを試みた。その禍まが々まがしい髪かみの毛で聖せい剣けんを突つき立てる。だが、今度も高い金属音とともに剣が弾かれる。

　何が起きているのか分からなかった。剣魔が何度攻撃しても、それは決して少女には届かない。見えない壁かべがすべての攻撃を弾き返す。

　剣魔の攻撃がやむと、今度はエリザの番だった。右手に握られた大剣が無む造ぞう作さに突き出され、剣魔の胴どう体たいに深々と突き刺さる。

「ウゴアアッ!!」

　剣魔は不ぶ気き味みな断だん末まつ魔まを上げたが、エリザは攻撃の手を緩ゆるめない。胸に刺さった剣をさらにずぶずぶと押し込む。すると刀とう身しんにある目玉のような紋もん様ようが赤く輝かがやき、そこから奇き怪かいな音が聞こえた。ゴクリ、ゴクリという、まるで人間が水を飲み干すような音。刀身には太い血管のごとき紋様が浮き上がり、まるで剣が獲え物ものの生き血を飲み干しているかのようだった。

　剣魔は悲ひ鳴めいを上げた。それは本当に狂おしげな絶ぜつ叫きようで、あたり一面に響き渡る。やがて、その黒い体はぼそぼそと崩ほう壊かいを始めた。完全に焼け焦こげた炭のように、その禍々しい体が崩くずれていく。

　やがて、崩れた剣魔の体には大きなヒビが入り、そこから白い裸ら身しんが現れた。その裸身を隠かくすように黄金の髪が空に広がり、美しい少女の姿で、元のままのドラセナが地面に横たえられた。

　エリザの変へん貌ぼうはそこまでだった。戦いが終わると、がくりと膝ひざをつき、時が巻き戻るように、その髪は黒色から銀色に戻り、元の長さに戻った。刀身に浮き出ていた目玉の紋様も眠くなったかのように閉じられ、消えていく。

「レベ、ンス……」

　エリザがよろよろと彼の前でひざまずく。さっきまで赤かった少女の目は、もう元の青いものに戻っている。

　レベンスは途と切ぎれかかった意識で、「（やった、な……）」と声にならない音で返す。

「だ、だいじょう、ぶ……？」

「（ああ……）」

　返事をしたかったが、唇くちびるすらまともに動かない。傷は深いのか、浅いのか、彼にはまるで分からず、体が熱くて、痛みをほとんど感じない。

　ジャリッ、と地面を掴つかむような音がした。振り向くと、ドラセナから「う……」と声が聞こえる。

「わた……くし、は……」

　金きん髪ぱつの少女は、ゆっくりと体を起こし、周囲を見回す。立ち上がると、美しい裸ら身しんが日の光によって輝かがやく。

「ドラセナ……」

　エリザが声を掛けると、ドラセナは哀かなしげに目を伏せた。その顔に生気はなく、悲痛な色を帯びている。

　裸はだかの剣けん聖せいは体を押さえ、何かに慄わななくように震ふるえながら告げた。

「わたくし、多くの罪なき人々を殺してしまいました……。剣聖、失格ですわね」

「……でも、それは」

　エリザは何か言おうとしたが、ドラセナが遮さえぎった。

「あなたには、感かん謝しやしなくてはなりませんわね。あのような異い形ぎようの化け物で、生しよう涯がいを終えなくて済んだことを」

「…………」

「ひとつだけ、聞かせてくださいまし」

　ドラセナはエリザを見て尋たずねた。

「あなたは、このような事態になることを見み越こして、今まで剣聖に戦いを挑いどんできましたの？」

　エリザはこくりとうなずき、「私は、剣聖が剣けん魔まになるのを防ぐために、ずっと戦っている」と答えた。

「そう……」

　ドラセナは視線を伏せる。

「それは、とても険けわしい、道のりですわね……」

「ドラセナ、聞いて。たしかに、あなたは、剣魔になった。……でも、それは、あなたのせいじゃ、ない。ぜったい、違う。すべては、聖せい剣けんの引き起こした、災さい厄やく」

「あなたは優やさしい人ですわね、剣聖殺し。でも」

　ドラセナの髪がしゅるりと伸びる。その髪は黒く変わり果てた姿の聖剣『双龍乃牙ズルフイカール』を拾い上げる。

「ドラセナ……？」

　聖剣の切っ先は、四本ともドラセナ自身に向けられている。金色の髪が四つの房ふさに分かれて剣を支え、ゆらゆらとかすかに揺ゆれる。

「ドラセナ、待って。あなた……」

「今は正気に戻りましたが、私はまた、同じ過あやまちを犯すことでしょう。それがわたくしには分かります。ほら、今でも」

　少女は自分の手を持ち上げた。その手は小刻みに震え、黒い血管が浮き出ている。

「ドラセナ……」

「いいのよ、剣けん聖せい殺し。いえ、この呼び方は無ぶ粋すいね。よろしければ本名を教えていただけませんかしら？」

「……エリザベート・ローザ・ショコラティエ」

「エリザベート……いい名前ね」

「みんな、エリザって呼ぶ」

「……そう」

　ドラセナはかすかに微笑ほほえんだ。

「ゆめゆめ気をつけなさい、エリザ。残る三人の剣聖は、あなたをこれまで以上に苦しめるでしょう」

　それは忠告だった。

「一人はあなたに似た者。もう一人はあなたと相容れぬ者。最後の一人は──」

　そこで剣聖の目が光った。




「神の領域」




　そう言うと、剣聖は「そろそろ時間ですわね」と自分の手を見つめた。その手の甲には異い様ようなまでに黒い血管が浮き出て、びくびくと別の生き物のように蠢うごめいている。

「最後に、わたくしの最高の技をあなたに捧ささげましょう。とくとご覧らんあそばせ」

　剣聖はそこで目を閉じた。

「黄金十字──第六式」

　そうつぶやいた刹せつ那なだった。四本の聖せい剣けんが光り、次の瞬しゆん間かんには竜たつ巻まきのごとく少女の体を旋せん回かいし、一いつ瞬しゆんにして切り刻んだ。肉にく片へんも、一いつ滴てきの血さえも残さず、少女の体は塵ちりとなって雲うん散さん霧む消しようする。金色に光る霧きりだけがキラキラと宙に流れ、それは大気の中に溶けていった。

　カラン、と聖剣が地に落ちる。

　そのうちの一本が、墓ぼ標ひようのように地面に突つき刺さり、無言で主あるじを見送った。
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　チューリフの街は壊かい滅めつした。

　住民の半分以上が殺され、逃げ出した者が街に戻ってくるまでには相応の時間を要した。負傷者の手当ては生き残った帝国軍の治ち療りよう班はんによって行われ、さながら街は野戦病院のような様相を呈ていした。

　ドラセナの遺い体たいは跡あと形かたも残らず、黄金の光とともに消しよう滅めつした。まるでそれ自体が亡ぼう霊れいであったかのような最さい期ごに、帝国軍はいまだ怪物がどこかに潜ひそんでいると誤ご解かいし、しばらくは警けい戒かい態たい勢せいを解とかなかった。

　こうして、剣けん聖せい殺害という史上空前の大事件の犠ぎ牲せい者しやは、瞬またたく間に四人に達した。

　最速の居合い術を誇ほこった剣聖、ハヅキ・ユキノシタ。

　救国の英えい雄ゆうとして慕したわれた剣聖、ルドベキア・マキシマム。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの変人剣聖、ロサ・ガリカ・ヴァリエガータ。

　史上最強と謳うたわれた剣聖、ドラセナ・ゴールドコースト。

　エリザの手により、四人の剣けん聖せいが討うち取られ、四本の聖せい剣けんが奪われた。それはつまり、たった一人の少女の手中に世界の七分の四が収められたことを意味する。




　そして世界は混こん沌とんを極きわめた。




　チューリフの惨さん劇げきは世界中を震ふるえ上がらせた。老ろう若にやく男なん女によを問わない無む慈じ悲ひすぎる虐ぎやく殺さつ、一日にして街を滅ほろぼす圧倒的な破は壊かい。それがまさか、人々から尊敬され、慕したわれた剣聖の仕し業わざだとは誰だれも信じなかった。

　となれば、その嫌けん疑ぎと汚お名めいは当然のごとく『剣聖殺し』にかかる。「剣聖殺しがチューリフを滅ぼした」「剣聖殺しが犯人だ」──人々は剣聖殺しを恐怖し、剣聖殺しを憎にくみ、剣聖殺しを唾だ棄きした。軍隊はおろか、剣聖ですら勝てない最悪の殺人鬼。その恐怖は一人歩きし、イメージを増ぞう幅ふくし、もはやどうすることもできない病のごとく人々の心を侵しん食しよくする。

　こうして、少女は世界の敵となった。

　本当は、世界を破は滅めつから救うべく命がけで戦う、年とし端はもいかぬ小さな少女。それが、今や世界を滅ぼす最悪の破壊者として汚お名めいを一身に背せ負おっている。その誤ご解かいを知る者は、当の少女を除けばレベンスただ一人だ。

　大国の権力者たちも、小国の為し政せい者しやたちも、力ある者はすべて動き出した。ある者は世界を手中に収める野心の元に、ある者は恐怖に駆かられるように、草の根を分けても『犯人』を捜さがし求める。その筆ひつ頭とうは最大国家ヴァーゼリア帝国で、軍の一部隊を丸ごと壊かい滅めつに追いやられた恨うらみを晴らすべく、まずはアルケミラス王国と即そく席せきの休戦協定を結び、全軍を剣聖殺しに差し向ける態たい勢せいを整えた。今や戦争は、巨大な国家同士の総力戦ではなく、たった一人の少女を巡めぐる局地戦へと構図を変えた。

　そして──







「う……」

　意識が戻ったとき、最初に感じたのは背中の痛み。上体には厚手の包ほう帯たいの感かん触しよく。

　生きている。

　やや硬いベッドの上で、彼はぼんやりと天てん井じようを見上げる。視線の先には薄うす汚よごれた壁かべが見え、窓からはほのかな陽光。それはどこかの宿に思えた。

　彼は身体の痛みをこらえながら、ゆっくりと視線を巡めぐらせる。部屋は狭せまく、古びたテーブルがあるだけだ。

「あ……」

　視線をベッドに戻し、室内の反対側を確かめようとしたときだった。

　彼はベッドに突つっ伏ぷして眠る一人の少女を見つけた。銀色の髪かみが枕まくら元もとに流れ、水面に浮かぶ海かい藻そうのごとくベッドの上に広がっている。

「エリザ……」

　レベンスは少女の名をつぶやいた。すうすうと眠る白い頬ほおは人形のように透すき通っていて、長い睫まつげは前髪の奥で静かに閉じられている。以前も感じたように、その寝顔はあまりにも幼くて、少女というより幼児に近い。

　──無事か……。よかった。

　自分のことよりも、彼は少女が無事だったことに深い安あん堵どを覚えた。助かった、という事実がやっと胸に満ちてくる。

「ん……」

　枕元で声が聞こえた。見ると、少女がもぞりと動き、上体をベッドから起こすところだった。一晩中看かん病びようしていたのか、銀色の長ちよう髪はつからピョコリと髪がはねる。

「起きたか」

「……!?」

　レベンスが声を掛けると、エリザは驚おどろいて顔を上げた。大きな瞳ひとみをぱっちりと開き、青い瞳の中で彼が揺ゆれる。

「レベンス……」

　少女は何度も瞬まばたきをして、体を震ふるわせた。最初は前のめりになって彼に抱きつくようなそぶりを見せたが、すぐに我われに返ったように身を引く。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　少女は上うわ目め遣づかいで彼を見ながら、恥はずかしそうに尋たずねた。レベンスは少女の仕草が何を意味するのか理解できなかったが、それは今までになく可愛かわいらしいような気がした。

「大丈夫だ。少々痛むが何ともない」

「そう……」

　少女の顔色が見る見る安あん堵どに染そまる。かすかに桃もも色となった頬はとても愛らしく、なんだか別人と話しているような妙な気分だ。

「おまえは大丈夫なのか？」

「大丈夫」

　少女はうなずき、「ほら」と自分の上着をはだけてみせる。そこには透けるような白い肌はだと、豊かな胸が膨ふくらんでいる。

「おい、やめろ」

「この子のおかげで、また、助かった」

　エリザは傍かたわらにある大剣を愛いとしげに撫なでる。

「分かったから、服を着ろ」

　彼がたしなめると、エリザは素す直なおに服を着た。

「ったく……」

　彼は呆あきれたように肩をすくめる。当の少女はまったく意に介かいした様子もなく、まだ愛いとしげに大剣を撫なでている。

　気持ちが落ち着くと、彼の胸中にはひとつの疑ぎ念ねんが蘇よみがえった。

　──それにしても、あれは、なんだったんだろうな……。

　剣けん魔まとの戦いで、エリザの姿は異い様ような変へん貌ぼうを遂とげた。きらびやかな銀ぎん髪ぱつは禍まが々まがしい漆しつ黒こくに染そまり、青い瞳ひとみは血のような赤色に染まった。それは一いつ瞬しゆんの出来事だったが、レベンスにはそれが「何か」に似ているような気がした。

「どうしたの？」

　気づけば、エリザが彼の顔を覗のぞきこんでいる。その顔は不安げで、レベンスは「いや」と首を振った。

「なんでもない」

　彼は疑念を打ち消した。そんなことはありえない。あるはずがない。瀕ひん死しの自分が、朦もう朧ろうとした意識で見た幻まぼろしだと思った。

「そうだ」

　話題を変えるように、彼は「これ」と胸元からペンダントを取り出す。先せん端たんに付いている髪かみ留どめを外し、エリザに差し出す。

「おまえにやるよ」

「でも……」

「いいんだ。受け取ってくれると、嬉うれしい」

　彼が穏おだやかに頼たのむと、エリザは目をぱちくりさせ、その赤い髪留めをじっと見た。

「ほら」

　彼は少女の手のひらに髪留めを置いた。赤色の花か弁べんのような髪留めは、熱で熔とけてはいたが、今は窓からの陽光で輝かがやいて見える。

「悪かったな」

　ふいに、彼は謝あやまった。

「え？」

「剣魔のことさ。……俺は、ドラセナがああなるまで、おまえの言葉を信じ切れていなかった」

「ううん……」

　エリザは小さく首を振る。銀色の髪が陽光を反射して光を振りまく。

「そんなこと、いいの。だって──」

　少女は髪留めをそっと握り締しめると、それをいとおしむように両手で胸に押し当てた。

「レベンス、生きてる。……だから、それで、いいの」







　桜並木を両りよう脇わきに従えて、一本の道がまっすぐに伸びている。

　花はな吹雪ふぶきが舞まい散る中、進んでいるのは一頭の白馬。手た綱づなを握るのは長身の男性。彼の太ももの間には、小こ柄がらな少女がすっぽりと収まるように座っている。馬の荷台には巨大な荷物が縛しばり付けられ、時おり剣同士がぶつかり合う音が聞こえる。

「どうした？」

　気づけば、エリザがレベンスを見つめていた。のけぞるように見上げる格かつ好こうは、今日何度も見せたものだった。そのたびに後頭部が彼の胸に押し付けられ、銀色の髪かみがくすぐったく顎あごをかすめる。

「……なんでも、ない」

　そう言うと、エリザはまた視線を前方に戻す。

「変な奴やつだな」

「よく、言われる」

「だろうな」

　馬はゆったりと道を進む。時おり通行人とすれ違うときには、エリザがフードをかぶり、レベンスは目ま深ぶかに頭ず巾きんを下ろす。帝国は何とか抜けたが、決して油断はできない。

　気を引き締しめるように、彼は緩ゆるんだ手綱を握り直す。彼の両腕はエリザの腰を挟はさむような位置にあり、いつも少女の体温を感じる。

　のんびりと馬を進ませながら、彼はこれまでのことを振り返る。

　四人の剣けん聖せいを倒し、残るは三人。カレン・デュランダル、ルピナス・カーネイション、エリオット・コンスタンス。それぞれが生きる伝説と呼ばれるほどの剣聖だ。

　ドラセナは剣けん魔まになった。が、その目は光らなかった。つまり、彼女は『光る眼めの剣士』ではない。何より、彼女は剣魔となったことをひどく後悔していた。だからこそ自みずからの技で命を断たったのだろう。

　つまり、残る三人の中に『光る眼の剣士』がいる。

　神の領りよう域いき。ドラセナは最後にそう言っていた。三人のうちの一人は、それほどまでの強さを持った剣聖だと。

　彼はギリッと奥歯を噛かみ、改めて心に誓ちかう。たとえ相手が神でも、必ずこの手でぶっ殺してやる。その黒い炎は彼の心を奥底から焦こがす。

「ん……？」

　気づけば、またエリザがレベンスを見上げていた。青い瞳ひとみはまっすぐに彼を映し、瞬まばたきがやけに多い。

「今度はなんだ？」

「……んー」

　エリザは曖あい昧まいな声を出す。

「言いたいことがあったら早く言え」

「レベンス、恐い顔」

「は？」

「ううん、なんでも」

　少女は話をそらし、それから「今日、少し、暑い」と言った。

「そうだな。日が出てきたし」

「ふう……」

　エリザは胸元に指を入れ、パタパタと服を扇あおいでみせる。すると、少女の豊かな胸の谷間が視界に入る。

「く……」

　彼は視線をそらし、鞍くら上じようで少し位置をずらす。少女の体と密着しているのはいろいろな意味で良くない。

　気づけば、復ふく讐しゆうに染そまる黒い炎はどこかに消え、今は穏おだやかな気分だった。少女といっしょにいると、自分の気持ちが少し軽くなるような気がする。

　一頭の馬に、二人で乗る。同じ道を進み、倒れるときは二人もろとも。それはどこか、二人のこれからの旅路に似ていた。

「レベンス」

　エリザはまた顔を上げる。そうすると胸のふくらみがますます強調される。

「今度はなんだよ？」

　彼が視線のやり場に困りながら言うと、少女はちょっといたずらっぽく訊きく。

「見た？」

「……何が？」

「やっぱり」

「はあ？」

　エリザは両手でギュッと胸を押さえると、前にも言ったセリフを繰くり返した。

「のぞき、よくない」

　フフフッ、と少女は声に出して笑った。その愛くるしい笑顔は、彼の亡き妹にそっくりだ。

　彼はそっぽを向いて、ぶっきらぼうに言う。

「見てねぇし」

　赤い髪かみ留どめが、馬の闊かつ歩ぽするリズムに合わせて軽かろやかに踊る。それは銀色の髪かみをさらに美しく引き立たせる。

　レベンスは目を細めた。それは大切な妹を見る、優やさしい兄の眼まな差ざし。ただ、彼はまだそのことに気づいていない。

　青い空の下で、二人の乗る白馬はゆったりと花はな吹雪ふぶきの中を進んでいく。

　散り行く花びらが二人の前ぜん途とを祝福しているのか、それとも儚はかない運命を暗示しているのかは、まだ誰だれにも分からなかった。


（了）









　あとがき




　剣けん聖せい。

　この言葉に、私はとても心がくすぐられます。

　強い剣士の代名詞と言えば「剣けん豪ごう」が一般的でしょうが、私にとってはそれを上回る存在が剣聖です。将棋でいう棋き聖せい、ボクシングでいう拳けん聖せい、麻雀マージヤンでいう雀ジヤン聖せい。どれも聖の字がつくことで、ただ強いだけではなく、強さを超こえた「凄すごみ」を感じるのです。人知を超えた強さ、誰だれも届かない圧倒的な高み。たとえ賊ぞくが不意打ちで襲おそっても、振り向かずに鍋なべのフタだけで防いでしまうようなイメージ、と言えば伝わるでしょうか。

　本作は、その剣聖を倒していく物語です。徹てつ頭とう徹てつ尾び、「剣対剣」のお話ですので、私にとっては今までで一番戦せん闘とうシーンが多い作品となりました。最後の剣聖登場まで、ぜひお付き合い頂ければ幸いです。




　このたびも、本当にたくさんの方にお世話になりました。

　編集部の皆様、特に担当編集の土つち屋や様と荒あら木き様には大変お世話になりました。いつも的確なアドバイス、誠まことにありがとうございます。また、イラストレーターのファルまろ様にはとても素す晴ばらしいイラストを頂きました。カバーイラストや口絵が届くたびに「すげえ！」「カッコイイ！」と興こう奮ふんしたものです。そして、この本の制作・販売に携たずさわったすべての皆様に、この場を借りて厚く御おん礼れい申し上げます。

　私生活では、親しん戚せきの皆様、とりわけ昭あき島しまの伯お父じと伯お母ばにはひとかたならぬお世話になりました。お心遣づかい、本当にありがとうございます。

　そして今、この本を手に取って下さっている読者の皆様。本作は、私には珍めずらしく戦闘メインの話になりました。読後に、大剣を振り回す少女のイメージが浮かびましたら、著ちよ者しやにとって望ぼう外がいの喜びです。




　この本の入にゆう稿こうから数日後に、父が息を引き取りました。

　三み十そ路じを目前に「小説家になる！」と言い出した放ほう蕩とう息子を暖かく応おう援えんしてくれた懐ふところの深さには、ただただ感かん謝しやの念に堪たえません。私にとって本当に偉い大だいな父でした。

　父さん、俺を育ててくれて、ありがとう。


松まつ山やま剛たけし









[image: ]







松まつ山やま 剛たけし

ひょんなことからダンジョンに迷い込み、出口を探す著者（東京都出身）。
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ファルまろ

１９８８年生まれ、豆腐が美味しい所に住んでいます。

最近着る毛布を試してみたのですが、絵を描いている時の寝落ち率が格段に上がってしまいました。温いです。

お茶が大好きですが、コーヒーも好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「松山 剛先生」係

「ファルまろ先生」係











本書は書き下ろしです。











[image: ]電撃文庫





白はく銀ぎんのソードブレイカー




―聖せい剣けん破は壊かいの少しよう女じよ―








松まつ山やま 剛たけし





発　行　　　　2014年8月14日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2014 TAKESHI MATSUYAMA





※2014年3月20日発行の電撃文庫『白銀のソードブレイカー ―聖剣破壊の少女―』2版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg





item/image/p081.jpg





item/image/t003.jpg





item/image/t002.jpg
i

iCZ/ -






item/image/cover.jpg
Bk

452+ € T TIWVEAH

E  (





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p223.jpg





item/image/gaiji-001.png





item/image/p027.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序　章



		第一章　ルドベキア・マキシマム　──救国の剣聖



		第二章　ロサ・ガリカ・ヴァリエガータ　──老獪なる変人剣聖



		第三章　ドラセナ・ゴールドコースト　──史上最強の剣聖



		終　章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p063.jpg





item/image/p139.jpg





item/image/p258.jpg





item/image/k001.jpg
LA~

MBI 1k iy

LI

ASAL KT TIVEAH
FPL L eseq






item/image/photo.jpg





item/image/p321.jpg





item/image/k004.jpg
‘\





item/image/t005.jpg





item/image/t004.jpg
‘\ww / ,///‘ /

yggmmﬁwat+;eng312b\\mkmﬁ@@m

L ANDS -\






item/image/k002.jpg
Y /i/Bf%@‘})
7 [%%E%@

Contents
<)F ﬁ o1

£ %—Aﬁ 017 ~ -
R ET ?:\-—/?.L\ //
/( ,

—_— ﬁ(lﬁla)ﬁ!l!"_

£ %_‘ﬁ\oss
Y- 77')91 '77')171—5'

—— BT BHE NI g
4./ &
< SR 0 77
FoeF adSvra—x1
—— L ORI J

< ﬁsé%

Lo~

4%

\,(/






item/image/k003.jpg
— r—

Mol s

5

h s Q\ILES

39S 30EE

Lol /,;;,!l‘,{,,i,,)\_l

CREZAYTHYD L
£

cEh. 2
I

QUGS FISR DY DL L%

5
Ere .

FYFR—hm—SaaS T
BROEEOSDNY . HFOXEBABAR fﬂi?i‘#?ﬂ.\
’é&ﬂ%i‘lﬂ){{h_&fl»ﬂQJ’cl!”?bﬂ@’D&. A

(=T TN @é#ﬁ‘(iL LEDELDIERN.





item/image/p202.jpg





item/image/p009.jpg
I EZNA—

« ARV L D

i F

ASAT KT TIVEA






